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地域地質研究苅設告書

Fff出張6持

大阪東南 部 地 域 の 地 質

宮地良典・・回結匝且昭"，吉川位之・ 寒川 旭..，

(平成9年格)

大阪東南部地域は，平成6-8年度に特定地質図絡の研究として野外関査が行われた 野外鯛査は，花

尚岩類 変成岩類を岡結庄良昭，第三紀の二上庖群を吉川敏之， .革新一更新統大阪層群を宮地良奥 そ

の他の第四系及ぴ活構造をヨ笹川処がそれぞれ包当した

本地域は 大阪平野を中心に都市化が進み，特に平野舗では飼主年次に抱表で観察できるものは非常

に隈られたもののみである しかし，この地域の地下地質は 第四紀地質掌的，土木工学合勺に多くの問

題を抱え!災害も含め人間生活と大きく関わって〈る

したが勺て，本図偏執筆に際し，数多くの先人の貧震な資桝をまとめることも重要であり 数多くの

先人の資料の引用が必要となった ここに改めて，こ札らの方々の努力に敏意を表し怨附する

本研究のために使用した薄片1>， 地質標本館の阿郵正治、大和周期前後宮の製作による

I 地形

{寒川 Il!i'宮地良典 ー田結庄良昭 ・古川融之)

r大阪東南部J固幅地域は，北線34'3σ34'40'，東経 135'30'-135・45'の範囲を占め，行政的には大阪府

の商東部の大阪市。東犬阪市。八尾市。柏原市。藤弁寺市，羽曳野市。~図林市及び奈良県南西部の大

和郡山市，生駒市，平群町，三郷町，王寺町，香芝市，大和高閲市，首麻町から構成されている(第 l

図)

本図隔地織の中火からやや東寄りの位置には大阪府と奈良県を境する生駒山地と食費仙地が南北に連

なっている 山地の酉緑は。犬飯平野東維に相当し。南部では丘陵段丘鮮が卓越し。北部では沖積低

地が広〈発途している そして，丘陵部には，鮮新ー更新統の大阪層群が分布する 一方，山織の東側

には，小規畿な山地と丘陵及ぴこれらを開市しながら発達した段丘。沖積低気臨が分布している(第 l図)

生駒 金剛両山地は，第四紀後半の地態変動によって激しい隆起を続けており，山地の片側には顕著

-地賓館 ・神戸犬学発達利孝. ・大阪旭亀農地質セ J ター

Key words: areal g関 logy，geologic map， 1 : 5仏∞仏白aka，Nara， Pliocenc. Miocene， Pleist。棚e.Ryoke 
metamorphie rocks， Granite， Nijo Group， 0関 kaGroup， terrace deposits， alluvial systems， active fa叫t，Natural 

ha~ard. Ikoma mountains. Paleoear仕lquake

l 



「

第1図 大阪司区南"，.峨の位置図

な活断層系が発遣し，平野の北縁部は六甲山地に按している(第2固) したがって!山地周辺の地形も。

近畿地域の第四紀の泊費受変動!とりわけ岡山地の形成と大阪平野の沈降に，強い'修理事を受けながら形造

られている

本図阪地域の地形を山地!丘陵及ぴ古地，低地に区分し，以下その概要を述ぺる

l. 1 山地

本図偏地域の北東部には幅約 5kmの生修J山地が南北方向に延びている 図編地域内では，北舗の府

民の森(標高 522m)，巾部め+三峠(標高4回m)，南部の高安山(標高 487.5mlを連ねる峻線の高きがほ

ぼ 定している ζの稜線は山地の商側に省っており，酋が高〈東に緩やかに高度を減じる東傾斜の傾

勧山地の形を示し，酒織は生易断層によって大阪平野と境されている この山地は主に領家深成岩微に

よって栂成される 信貴山は第三車中新世のザクロ石県雲母流紋岩の岩類からなる

生駒山地の耐には!大和川をへだてて金剛山地{幅約 4km)が南北に速なっている この山地は本図

絹地域内では北端f杭丘の二上山(標高 517m)が最高点である 生駒山地とは逆に。山稜線が山地の東寄

- 2← 



第2聞大阪東南部地縁周辺の地形続格図

りの位置に少し片寄った形態を示し， 本国幅地峨南方では，山地東縁部を金岡断層によって議長良盆地と

区切られている

1. 2 丘陵及び古池

生駒山地の東には，線高最大331.8mで偏 2.5kmの矢悶丘陵が平行している この山地の北半部は

領家変成岩からなり .lfi半部は領家花削岩からなる この丘陵の茜部には松尾山断層が，中央部には祖

国断層が南北に延びている そのため山地西側斜商は東側に比べやや急傾斜である

金剛山地東抵では， !裏高 10m前後に定高笠のある丘陵(鳥見丘陵)が縮3.5km，長き 8kmで樹北に

延びている 丘陵を開僻する河谷はすべて，必従河谷として商から北へ涜れて大和川へ注いでおり，主

な開析が始まる段階で地表面が北へ向って緩やかに傾いていたことを示唆する(第3国)

金剛山絶酋鍵の南河内郡太子町には。河南丘陵が，金剛山地北縁部の東麓の奈良県脅芝市には，香芝

丘陵がある これらの丘陵はいずれも最大標高 100m緩度で，大扱層群よりなる

3 
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「

金剛山地西方の寓図林市，~でも，最大線高 100m程度の丘陵(事国林丘陵)が，幅約 3km で南北に延

ぴている 丘陵項締は東へ著し〈片寄っており，全体として東から西(または北西)へゆっくりと高度を

下げている そして，高度の最も低下した部分には，わずかに平坦爾が分布。高位段丘推積物が分布し

ている

省地は3つのタイプにE分できる まず，(1)生駒山地東銘及ぴ金剛山地面施に見られるもので1 山

地を開析する小河川に沿って新!日の段丘が細長〈発途している 次いで(2)，生駒山地西縁や金剛山地

東緑に見られるもので，山地から流下する小河谷が広汎に扇状地を形成している ここでU低位の扇状

地性段丘商が広〈発達しているが!古い扇状地性段丘菌は，浸食を受けて山地直下でごくわずかに残っ

ているのみである 山貨を限る阪層活動に伴って形成された特徴的な地形と考えられる 最後に (3)大

阪平野市郊では1 日野から北派する大きな河川に沿って，新旧の段丘面が広〈形成されている

1. 3 1Il:地

本図幅他地の北西郵には沖線低池が広がっている 大阪平野は生駒断層系の活動により沈降した平野

郁に，沖積層が厚〈堆積して形成されたものである 大阪平野は。上町台地を携に東西に分かれ，それ

ぞれ東大阪平野，西大阪平野と呼ばれている(東大阪平野は河内平野とも呼ばれている)

現Z生，低地の南緑を大和川が東西に横切っているが，このお走路は 1704年に入均的に纏削されたもの

である そして，柏原市安立町付近で石川と合流し，現大和川流路から分かれて低地内を甫から北へ涜

れる 2本の旧流路の存在が 1948年撮影の空中写真でもはっきりと把援できる また，視をもこの河

道に沿って，小河川が硫れている

II 地質概説

(宮地良奥田結正良昭吉川融之寒川旭)

本国幅池波に分布する池質系統及び地史の内容を第4図に.地賓の概要を第5図に示す 本図幅地域

の池屑 箸体は，大き〈みると古い方から，領家格の変成岩類，深成岩類，二上層群，大阪層群段丘堆

積物及ぴ相当の機械物，そしてそれらを沖積層が狙っている 領家載は，主に三畳紀ージュラ紀に原岩

が形成され，白亜紀後期に広域的な鎖家変成作用を受けた縫検岩起源の領家変成倉類，ジュラ紀の普鉄

質ー中性探成治甑そして白亙紀後期のi案成岩鍍からなっている こよ層務は，新第三紀中新世の火山

宕及び制隆積岩からなる 大阪層群は，鉾新更新世の隆生，内湾性の地積物からなり多くの火山灰層を

挟む そして段丘機積物は，中期更新位以降に段丘地形を作る堆積物である 本地質図には表現きれな

5 



「

いが，大阪平野地下には，この時代の河川成や，内湾成の機積物が堆積しており，これらを沖積層が

署員っている 沖積層は 大阪平野や奈良盆地に広〈分布する 本国幅では，旧河遭及ぴ自然塊防機械物，

ヨル可床及ぴ白然堤防法積物，亀の瀬地すべりなどの地すべり岩嫌に区分した また， この地域は。都市

化が進み，人工改変地も数多〈見られる このうち. 5方分の l地質闘に表現できるスケールの改変地

色古喰日射てのものと，昭和以降のものに区分した 古墳時代のものは 合市古墳群に代表される巨犬

新

生

代

中

生

代

地質時代

第

回

紀

新

第

記

自

夏

紀

実務世

中新世

後期

ジュラ紀

地質区分 主な地質事象

人工改聖地

沖積層

生駒山地の後起

累層
ー l黒星母斜方輝石ヂイザイ

上岡~累F川Rシ~ I加わ醐湾問糊開制棚倉

曙 |噂1岩砂岩シルト岩

害事

ズル|-H角同開閉山岩制
ポー ザクロ右鳳露骨量山署置曹llU:央砕者

累楊

議長賞深成岩類の貫入

花筒閃録瑳岩の貫入

中色深成岩類の貫入

第 4図 r大阪京商都』図幅地織の，.賓館街図
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古墳や，生駒山地西緑の山H.馬見丘陵貫主蚤に見られる 以下にそれぞれの省体 地層の特徴を概観す

る.

II. 1 聖成岩類z;.Ui案成岩類

本図館地機は近銭地方領家格の酉縁部に位置し，広域的な領策変成作用により形成された変成岩績と

ジュラ紀の省鉄質中性深成岩貌及ぴそれらを捕複する白亜紀後期のi案成宕類が広〈分布している(第6

図)

領案変成岩類は主に図版地域東部の矢図丘陵に分布する チャート起機変成岩を主とし，砂宕泥岩起

源変成岩を伴う 周辺の「奈良」凶館内の笠置地域や r上野」図幅内の柄1山地の中生界と同暗に，変

成宕類の原告はジニzラ紀に纏積したものと考えられる 花開岩鎮の!t射年代から領家変成作用拡臼亜紀

後期と推定できる 領家変成岩実質は東西から酋北西東南東の精進を有し，本図偏東部松尾山付近に背

斜紬をもっ訟尾山より北部の変成岩は，雪量級石の斑状変晶をもっ ー方，甫主宇都のものは変成宕類の

梅造に調和的に花問者賞脈が貫入し，綴清片麻岩をなす ー部"花鴎省と権維に混成し，ミグマタイト

槍となる チャ ト起源変成岩は原器の康状チャ トの梅遣をよく残す また，信貧山南部では変成老若

類は花開省中に繍援活体様に分布し，キE欄宕と混成しミグマタイトとなっている

ジュラ紀の普鉄賞一中性深成岩績は主として被れい岩，焚鱒緑岩，石英閃録宕からなる.斑れい岩は

生駒山付近の此2較的大きな斑れい岩体をなすものと，花関岩鎖中に小規雄な捕獲岩として産するものと

に区分される 変輝緑岩は花尚治獄中に小規模な捕獲岩としてのみ分布する 生駒山斑れい宕のSm-

Nd金活年代は 192Maのツュラ紀の年代を示し。変錫緑岩もほぼ同じ年代を示す(Kagamiet al.， 

199同 信食細石英関縁者は変石英閃録岩と称されていたもので(Yoshizawaet al.， 1966)，その苦鉄賀

郡は生駒山疲れい岩と宕質が似ているだけでなく，未発表であるが，ジュラ紀の年代を示す

白亙紀後期の深成総額の大部分は花附岩績からなる 花関宕額は貫入関係や岩質上の特徴から，第 l

期花陶器から第4期花関岩に匡分できる 第 111!は信貴山花閥閃縁結。岩締山花樹岩及び高安山花削

岩，第2斯は鴨川花削岩。第3期は堅下花樹閃緑若1 大道花筒岩及ぴ堅上花筒岩 第4期は繭何内花筒

岩と岡地花開岩である(第4図) 第 l期の花樹岩類は片麻状綿遣が顕著で，変形作用を受けていること

から古矧花関省(Yoshizawaet al.， 1966)とされてきたものである 信貴山花尚閃緑岩は中粒片麻状の

黒雲母花開問緑岩が主体であるが 第4納の南河内花欄結との機能部ではカリ長石が斑状を呈する礎技

県雲母花開問緑岩へと省相が変化する 高安山花附岩は中盤片麻状の県雲母花関岩が主体であるが，優

臼貿で片麻挟の細位花開岩が南部にみられ，信貴山花関閃緑告を貧〈 第2期の鴫川花陶器"本地域北

錆に分布する恕位弱片状¢角閃石黒雲母花開倉一花凶肉縁結で，北部の生駒山斑れい岩を取り巻くよヲ

に分布する大きな岩体である この花岡岩中には，カリ長石が寝室状の活相もみられる 第3期の花関岩

はま鬼状。ー都弱片放のストッタ状の花関岩体で。領家維の東西方向の勝進を切って貫入している。堅下

花開閃緑岩は図館南西部に分布する中雄一綱枝花樹閃縁岩石英閃緑告で，岩相変化があり，主体をなす

中位角関石黒:母花関問緑岩のほか細勉角閃石探雲母花附閃緑宕及び中盤角閃石.m.tr母石英閃縁者の 3

岩相からなる 大道花陶岩は二上山南部に者株放に少量分布する花働省で 中一制組県雲母花耐宕であ

8 -
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る 竪上花胸aさはさ主体をなすのは組粒角閃石隷雲母花胸倉花筒閃緑訟であるが，岩体周縁部ではカリ

投石が斑状となる岩組へ移 ヒする 第4期の花筒岩は細桂花岡岩で。商河内花尚岩が信貴山の北部に東

酋方向に分布する この花附岩は弱片状で1 ぎくろ石を含むのを特徴とする ー方 図池花禍岩は営!i¥

状をなして産出し，本地域全峨に分布する塊状の綱粒花筒岩である

この地域の花陶器体の欣射年代は得られていないが，いままで報告されて きた近畿地方領家格花踊省

類の K-Ar'Rb-Sr鉱物年代は，多〈が95-75Maであることを示している (B本の地質「近畿地方J編

集委員会編， 19喝7) なお。生駒山斑れい宕の鉱物一会岩 Sm-Nd年代は約98Ma，同じく Rb-Sr年代

は約 72Ma (Kagami et al.， 1995)で。これら年代は周闘の花働省(主に樋川花測岩}の貧入による斑れ

い岩の若返り年代，つまりリセヅト年代とされている(Kagamiet at.， 1995) またI 斑れい活中のジル

コンの SHRIMP年代も 72Maから 85Ma(飯泉ほか， 19ゆ3)で，やはり花陶器の貫入によるリセット

年代を示す(飯泉ほか， 1995) すなわち，これら白亜紀末の年代がこの地域の花凶器の年代とみなされ

る

岩脈類は斑れい岩を貧き，変形作用や花同省の鱗変成を受ける古矧宕脈と，すべての時期の花開岩を

寅〈新潮倉腺に区分される 古期省脈は熱愛成ひん岩でI!!れい結中にのみ産し，南北の貫入方向をもち。

片状構遺をもっ 新期宕脈"ひん岩で， "包状であり ，ー般に南北方向に貫入する なお。花Iil宕質岩脈

も多数みられるが，これらは困地花関岩に属する

11. 2 第三系

本図幅地域の第三系は，二上層群(議本ほか。 1953)と貫入岩績からなる 二上J層群は時代を決定でき

る化石を産出しないが，火山績の欽射年代が 13-16Maと報告されており，中新世中期の地層である

貫入省類の年代の報告はないが，その得賞はニ上層群再火山岩の活費とほぼ閉じであり ，活動時期はニ

上層群とほぽ同時代と考えられる

三上層群は，下位よりドンズルポー累居，際川県届，定ケ総集局に区分され，いずれも隆成層である

ドンズルポ累摘は国阿南被都地舗の山地及び丘陵地に分布し，先第三系とは不整会または断層関係

で桜している 大別して下部，中部，上部に区分される 下部はザクロ石県雲母浦敏宕火山際凝灰岩か

らなり，ー部は溶結している 中部はザクロ石操雲母安山岩質の溶岩及び火砕倉と，変質の進んだザク

ロ石含有角間石斜方輝石安山岩の洛怠である 上郁はザクロ石蝋雪母流紋岩貿の火砕宕，溶老若及ぴ貫入

岩である

原川累婦は図幅中一南東部地峡の丘陵地及ぴ山地に点在して分布しf ド〆ズルポ泉層を盛合に，先

第三系を不盤会に覆っている 溢相により礎岩 砂足音 シルト岩，無纏品安山走路岩及び貫入省，カン

ラン石斜方輝石単斜輝石安山岩i蕗岩，カンラン石単終煤石玄武岩裕治及ぴ貫入宕に区分される 各岩相

は基本的に互屠関係にあり，その組み合わせは点在する分布地域ごとに興なる 喫岩砂省 γルト省

は各所に分布し，淡水棲の珪藻化石を産する(二上山地学研究会， 19岨) 無斑品安山怠溶岩'&ぴ貫入省

はいわゆるサヌキ トイドで，わずかに角閃石，単斜輝石を含むが波品のごく少ない安山宕て'ある。斑晶

量は省体ごとに差があ"また角閃石を含まない(または非常に少ない)省体もある カンラ〆石斜方輝

- 10-



石単斜輝石安山岩溶岩は亀の瀬地すぺり池波に分布し1 機管砂岩 ンルト岩と互局する カ〆ラン石

単斜脅右玄武岩溶岩及び貧入岩は小岩体として二上層群分布域に点在している

定ケ繊探腐は.ff.Iti::母斜方鱒石デイサイト溶治線雲母i荒紋宕デイサイ ト凝灰岩。機器からなる 各

省相はそれぞれ鍵なる場所に分布するが，いずれも原川累居を盤合に現う 黒雲母斜方鰯石デイサイト

i容器は，寺山を中心とした山体をなして分布している 黒雲母流紋魁デイサイト議灰岩は柏原布団分

周辺に分布している 機倉は二上層群の最上部にあたり，柿原市岡辺及び香芝市穴，.付近に分布する

花刷岩，明神山火山活，寺山火山岩の巨撲を合む

貫入者績は信貧山一高安山周辺に分布する 省貨からザクロ石黒雲母安山岩，ザクロ石烈雲母波紋岩。

角閃石斜方錫石含有無斑品質安山岩，カンラン石単斜錬石玄武告に区分きれ，ザクロ石製雲母流紋岩は

宕頚及び宕侃その他は倉脈である

11. 3 大阪層群

大阪層群"，鮮新ー更新世に地積した河湖成堆積物で。 12枚の海成粘土層や多くの火山灰層を狭む

大阪層群i左大阪平野や奈良盆地の丘陵部に広〈分布する 本図幅地域では，大阪平野南部の富田林丘陵

や河爾丘陵，奈良盆地では馬見丘陵に分布し ほかに生駒山地図縁に沿った池峰や香芝市の関屋地域や

生駒市の山地聞の盆地に分布する また，大阪平野や奈良盆地の地下にも厚〈惟潤している 大阪層群

の届序は各丘陵毎にたてられ，深脳ポーリングとあわせて火山灰婦や泌成粘土I!Iなどで対比されている

本図幅では松浦ほか(1997)にしたがって， 大阪層群を下位より下旬屠，中旬層， 上部層に三分した

下部局は函岡林丘陵の西部と，河南丘陵，馬見丘陵の函縁部及ぴ生駒地域束郡に分布し，約 200万年

前より古い地婦で，メタセコイア純物群繁索開を示す植物化石を含むj何成 湖沼成層からなる 中部層

は廷闘林丘陵中部，関屋地域，鳥見丘陵丑ぴ生駒地域に分布し，約 2ω 芳年前から 80万年前までの，

メタセコ イア縞物群消滅期の地層である 中部婦の下部は河成 湖沼成で，中部層の上部には 'JII準の

海成粘土層を挑む地層である 上部局は，tE図林丘陵東南部，生駒地織西部に分布し，河成湖沼成と

海成粘土腐の互層からなり t メタセコイア等が消滅した後の地層である

II. 4 段丘堆積物

本図絹地域の段丘は，大きく大阪平野 ・生駒山地西織や金剛山地京総 奈良盆地酉緑にわけられ，そ

れぞれが様々な形態で発途している 本図艇ではここの段丘を細かく対比することは不可能なので両院

位 中位低位(更に上位面と下位函}の4つに区分した惟位段丘下位蘭推積物は最終氷期に上位函

堆積物は数万年前に，中位段丘堆積物は最終問氷剣及びそれ以降の.，附氷期に!高位段丘地積物は最鶴

氷期以前に堆積したものである

本図帳地域の高位段丘綾積物は，大阪平野南部では信太山台地や富国林丘陵に，中位段丘堆積閣は信

太山台地や富凶林丘陵の縁辺部及び上町台地に低位段丘推絹物は，図幅内の山地丘陵台地の縁辺

に主に分布する
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II. 5 沖積層 ー人工改聖地

地形の項目でも述べられているが，本図臨地域は大阪平野東部の東大阪市，八尾市及ぴ大阪市西部に

広〈沖積層が縫積している 生駒山地の隆起に伴って沈降した平野部に，沖噛屠が厚〈堆積したもので

ある

東大阪平野は， 古都は縄文時代まで海が没入し(提山 市原， 1986)，またそれ以降は，粕原市で大和

川が石川と合旅した地点付近から，北へこの盆地を北濯する旧流路の鋼隆積物が見られる

本図阪地，~中央部の羽曳野市 ・ 藤弁寺市周辺には古前古漬群と呼ばれる古墳群が存在する そのほか

にも，生駒山地西緑郎や馬見丘陵東餓部にもいくつかの古境鮮が見られる また，大阪平野の南部の丘

陵部や高見丘陵付近の溜池li，近年になって樫め主られている これらの裡立地についても，昭和初期

の地形図や米軍の1/10，000の空中写真を元に地質図上に表せるもののみ愛した

11. 6 活 断 層

本図臨地域周辺には，大阪平野をとりまくょっに，いくつかの活断層が見られる

沖積低地の中央を南北に貫くように，納長い台地(上町台地)が発達している 地下栂造の開断により。

この古地の酉縁に上町断層系(活断層研究会績， 19帥など)が発達し，沖積世に入っても活動を綬けて

いることが推定きれている

生駒山地の商緑は，複数の活断鳩(笠駒断層系!活断層研究会組， 198Cなど)によ勺て限られており。

山鑑に広〈分布する扇状地位段丘薗も変位を受けている この活断層系の南雄は大和川の荷にも延び

{誉回断層 寒川， 19制).段丘福や沖積蘭，古墳などを変位さゼている

金剛山地東縁にも，中央構造線活断層系のー都をなす金剛断層系が発達しているが，本図館地域に

至って，その存在が不明瞭になる

III 変成岩類及ぴ深成岩類

(団結臣良昭)

lIL 1 研究史

本図隔地繊の変成岩煩及ぴ深成岩類は領家併に!IIする この地域の深成宕類と変成倉類，"，山下

(1893)による 2075分の 1'大阪」図編により。大まかな告石6円分布が報告された その後， Yoshizawa 
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et aJ. (1966) により，近畿地方領家怖のまとめがなされ，この地，~を含む近畿地方領家併の地質図が示

された それによると。この地域には傾家mの深成岩実質が生駒山地に分布し，変成法類が松尾丘陵に分

布する 深成岩績のなかで，斑れい岩と新矧の花関積額が生駒山地の北部に，陶部には古期の花関宕類

が分布することが明らかにされた その後，相馬(1963)により t 生駒山斑れい宕の鋼管が行われ，1lI造

要素が検討され，東に厚い腐平な盃状の岩体であることが明らかにされた 更に 1 生駒山地積家帯研究

グル}プ(1986)により，生駒山斑れい岩体の鮮しい岩層区分や化学組成から1 生駒山破れい告が高圧で

形成されたく二と，層状省体であることなどが報告された なお!生駒山の斑れい岩体はこれまで1 生駒

斑れい省体と名づけられてきたが!この省体は生駒山付近にのみ分布することからI 生駒山瑳れい倉と

命名する

縫近!生畑山地領家併研究グループ(19ゆ7)により，生駒一倍賞山地の酵しい池質図が公表され。深成

岩煩の産状，貫入関係の僻細が報告され，この地械の花尚岩類が第 l期から第4期に匡分されることが

明らかにされた 本報告はこの研究成果に大きく依拠している 更に，この地域の花筒岩類の化学級成

の特徴とそれに基づく成因が悶結庄ほかは凹7)により報告された

本図幅南部，二上山南部付近の領家修ì~成者類は政問(1982) により金剛高城山地の北縁部として，

岩紹区分と地質図が示され，古期花欄老若が南部に，新潮花樹告が北郎に分布するζ とが示きれた 更に，

機案 。困結庄(1991)により，この地械の詳細な地質図と花欄倉類の相互関係及び化学組成が示きれた

この池繊の深成岩矧の問位体年代の研究は少ないが， Kagami et al. (1985， 19噌同及び加々実ほか

(1995)により生駒山斑れい岩を中 c，として，輔力的に測定された 生駒山斑れい岩の角閃石斑れい告の

Sm-Nd会岩アイソクロ〆法による年代は 192:t19Ma，優白賀角関石斑れい省朝長告の年代は 169土

29Maと，予想された白亜紀の年代よりかなり古いジュラ紀の年代が得られた 方，近畿地方領家

格の花附倉類の Sm-Nd，Rb-Sr金岩アイソクロン法による年代はほとんど報告されていないが，近銀

地方領家mの北縁部に際機する琵宜湖周辺の花開宕鎮の Rb-Sr金岩年代から健気持すると， 75-帥 M，及

ぴ 95-100Maと考えられるG尺図 板谷， 1993) 事実。生駒山斑れい岩を賞〈古期着脈の Rb-Sr金野

アイソクロン年代が測定され， 111土7M，と白亜紀前期の年代が示き札た(加々美ほか。1995) 吏に。

周闘の花開宕鎮の影響を受けた斑れい岩の Rb-Sr鉱物会岩アイソクロム〆年代は 72Maである なお，

本地域より更に東南部の桜弁地域の淀れい岩の斜長告のフィッション トラック年代が皆備 。仲井

(1983)により測定きれ， 101 Maの冷却年代が得られた 飯泉ほか(1993)は近銭地方領家帯のはんれい

岩体のツルコンの SHRIMP年代を測定し， 95-12 Maを得た これら年代は近畿地方領家修のすE閥岩

類のK-Ar年代 Rb-Sr鉱物年代kはぽ一致し，いずれも花闘宕の燃によるリセット年代を示してい

る このように，領家併の火成活動は従来臼亙紀から始まると考えられていたが!斑れい岩はジュラ紀

の火成活動の産物で1 白亜紀末の花筒岩活動とは異なった火成活動のものであることが明らかとなって

きた
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日l. 2 頓家変成岩掴 (Mc，Mg， Ms) 

田 2.1 続 要

本国幅地域の変成宕類は固館東部，大和郡山市山凪町の松尾山付近にまとまって分布しているほか，

信貴闘辺の花附着類に繍嘆きれて少量分宿する 変成者類を地貧困で表現するにあたり 1 東方の r上

野」地域と隔様，原宕に者目して地層としての取扱いに温点をおいた分類をしたが，必要に応じて片状

あるいは片麻状といった宕石構造にも注目して妃織した

田 2. 2 屠序及び嫌進

本図隔地繊の変成岩類はチャ ト起i原変成省を主とするが，砂岩泥岩起源変成若も産し，更に砂岩泥

岩起源変成省中に花欄岩質脈が複雑に侵入し，混成した変成岩額もみられる

領家変成屋績はほぼ東西の領家帯のー般走向を示し，松尾山頂付近を境に，北部の変成岩績は北に，

南部の変成岩貌Ii商に傾斜し，背締結が山項付近を通る 背斜輔の方向はほぼ東西である 更に，背斜

輸商都の岩石は南北の走向を有し裕幽しており 。背斜織は東にゆる〈プランジしていると思われる な

お，背斜紬"訟尾山西部を通る惚悶断層により切られるため，変成岩類はプロック化している

本図崎地域の領家変成岩類には徴鋼な裕筒構造(ちりめんじわ視胸)や斜君主母や逮線石の配列による線

構造がみられ，その方向はほぼ東西である

回 2. ， 岩椅

チャ ト起源変成岩(Mc)は本地域の領家変成省娠の主要な部分を構成する 本省のうち松尾山より

北部付近のものは片麻岩的で，はさみの泥質部の再結晶が進み，黒雲母，時に謹線石が含まれる 砂岩

泥岩起源変成総(Ms)は松尾山付近から矢回付近に分布する この変成宕は変成作用が進み，組粒化し

ているほか，珪口線石がよ〈見られる また!ちりめんじわ穆闘による線構造もみられる 砂宕泥省起源

変成岩中に数 lOcm程度の花倒宕賀原が網状に局砲に沿って絞入した砂岩泥溢起疎変成岩(花筒岩質脈

を伴う IIM.Iが見られる この宕石は変成岩と花蘭岩が授する付近によく分布する 信貴山南部三郷町

の国民宿舎付近には変成宕鎖が花附着類に繍獲され。花陶器のしみ込みを受け，複雑に混成し，ミグマ

タイト状になった岩石が存在する

テャ ト緑源変成治 (Mc) 松尾山周辺に広〈分布する 特に，大和郡山市山田町松尾寺付近のもの

が典型的である 肉般的には原法の施状チャー トの特徴をよ〈残し(第7図)， i，尼質舗の侠みが見られ，

f議雲母などの変成鉱物が生じている より北部のものは蒋結晶作用が進行し，石英組が割くなり.11状

栂進もやや弱くなっている

岩石妃総

チャー ト起源変成岩(9632803，Loc大和郡山市矢岡山町西l.2km) 

厚さ 5-10mmの重賞部と 1-2mmの緑色，泥質薄I!Iからなる燭状チh ト起訴のものである 構

14 



~鉱物は石英から大傭分なるが斜長石，県.，母，緑泥石。時にぎ〈ろ石1 珪.1M石からなる

砂場泥岩起草変足農場(l'tfs) 本変成岩は本国帽の大和郡山市松尾山の北郡から矢図山町にかけて南北

に，そこから東西に術幽するよう に細長〈分布する。特に，北部のものは絹枝精進が顕著で片麻宕とい

.7悶 チ守ート起雌変成岩{大細E山市"尾山}阻，置の居綾チャ-.の鴎遣をよ〈須す

第8図 縞隷梅遣をもっ砂倉，.，雪組.".".岩 《大和.山術失図萄 Ikm)事湿などの修生的旭観情遣が規うている
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えるものである(第8図) 更に北錦では，再結晶作用のため級位化し，斑状変品も発達し，調和的に花

倒錯の細腺が侵入している

治右記載

砂岩泥宕起様変成績(95080401，L拡大和郡山市矢関山町西1.2km) 

原E告は砂怠と泥岩互屠の原績の岩石である 砂緩衝は縮瞳で優臼貨の石英貨の活石である 方。

泥岩"は金面に再結晶し，時に療法変品が生じている "'..鉱物は石英，カリ長石，斜長石，県'"

...臼"'...ま札に謹鰻石である
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砂岩泥岩起草変成宕(花関砦賀原を伴う )(Mg) 密尾山の最南部，大和郡山市総回付近によく分布す

るほか，松尾山北部で，砂岩i尼岩起源変成岩が鴨川花関経と後する付近でもよ〈みられる 更に，三郷

町国民宿舎付近の道路沿いで!花関省中の捕獲岩としても見ら札る 砂岩泥省起源変成岩の居中に花鴎

密貿細脈が復雑に佼入している 再結晶が進み，組圃化し，原岩の締法が不明瞭となっているほか，珪

長買の部分と銀色の黒雲母部分が脇市となっている(第9固) また，時に，歓メートルの花胤器質脈が

調和的に貫入している 花開岩質服と反応しているため，組位化し，原老若の堆積構造がやや不明瞭であ

る ー都のものは花開宕化.i!戸周を受け，原岩の堆積婿造がみられないものもある

岩石記載

砂岩泥符起源変成宕(花筒岩質岩服を伴う)(96032101， Lοc大和郡山市矢銅町西1.3km) 

砂岩泥岩互庖の後穣岩の特徴を残すが!変成岩中に数十 =の程度の厚さの花筒岩賀原が層面に

沿って網状に侵入し!昨に復維に変成岩と混成し，ミグ?タイト様をなす 構成鉱物は石英，カリ

長石。斜長石.I県雲母，白雲母，ときに建線石である

悶 2. 4 変成作用

本地域では変成岩績が断片的に，プロック化してしか産しない そのため砂岩泥岩起蔵変成岩の変成

鉱物の組み合わせに基づく変成分帯を検肘することはできない 変成条件の指僚となる珪線石は松尾山

北部の鴫川花防省に織する付近に多く還する しかし，白雲母の消失に伴って運線石が生じるなどの系

統的な変成鉱物による分併はみられない

lll. 3 醸成宕類

m. J. 1 概要

本団結地域の深成岩類は，施れい岩を主とする普鉄質一中性深成岩類と花閥岩類に大き〈二分できる

警鉄貫一中性深成岩績はジュラ紀火成活動の産物であり，花開岩額は白蔓紀後期の火成活動の産物であ

る 筈鉄質一中盤i案成省績は盗れい岩，変婦緑岩及び石英問緑若からなる 花開岩矧は野外での産状，

貫入関係から 4時期に区分される この中で，第 1矧のものが従来、の古鋼花働経，それ以降の第 2，3， 

4朔の花筒者が新剣花開岩に属する 本図幅では第lJ.の花関岩が吸も広〈分布する

m. 3. 2 苦鉄賓ー闘争性深成岩類(Rd， Rh， Ro， ru， Rp， Qf) 

警鉄置中性深成岩類の中で，斑れい倉類が大部分をなす 斑れい宕類は生駒山!I!れい岩として生駒

山川す近に大規模に分布するが。そのほかに. 1，樹岩類中に捕獲営状に小樹棄に産する これら小関実濯

れい岩の多くは図縮南部柏原市付近と二上山南部に分布する 変悌縁岩i草花尚省績や斑れい答類の捕獲

轡としてのみ産する こ上山南部付近に特によ〈みら札る これら愛媛縁者はいすれも径数十om前後

のものが多く，二上山南部地域のものは，これらが密集している地域である なお，福貴畑石英閃緑告

はこれまで変石英閃緑岩と呼ばれてきた宕石であるが(Y。由I:/:awaet ai.， 1966)，斑れい宕から トーナ
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ライトまで省相が変化すること，未公袋であるが，ジ斗ラ紀の年代を示すことから，成図的には斑れい

箸に関連すると考えられる

変錫録場 (Rd)

分布と産状 Yoshizawa et al. (I田6)により記般された 本図錨地峻の変燭緑岩は花筒岩や石英閃

緑岩1 ときに斑れい岩中に径 10数 om，ときに 10ft: mから 2間十数mの捕獲岩として産する 地質

図には，此揖的大きな術援活体のみを示した 変鱒緑告は循貴細石英閃緑穏や信貴山花筒閃緑岩中に比

較的多〈みられる 特に二上山南部の太子町山図付近の偶貧山花筒閃緑岩中にまとまって分布する(第

10 図上変甥緑省の形は角張っており，花筒告との~界は明瞭である

婚相 周到の花欄活からの残構成分である石英成分やカリ隻石成分の浅み込みを受け，結晶艦聞に

様々な割合で石英治喧じているほか，組度も組〈なり，斜長石カ唱品をなすなど。まわりの花働省との

反応の程度によって活相が変化する

治省肥般

紙組鎌級岩(9回8251，Loc平野町緬.'"西方O.8k叫

主に斜長石(63%)と角閃石(30%)よりなるが!黒雲母(3.4%)や石英(3.6%)も含む斜長石は径

lmm前後の小型のものと I 径 5mm前後の斑晶状のものとがある小型のものは拍子木状で，核銃

は綱審母化している 斑晶状のものは顕著な累格構造を示す 角閃石は径 lmm前後の緑色角関石

で，時に，緩卸に無色角閃石をもっ 花樹宕による彫・が弱い岩相では斜方錫石や単鰐湯石が残っ

ている これらの鏡石はレリ γタ状で 角閃石の火成作用醸の反応織に取り司惨かれるものが多い

石英"他形で周隊克犠状に産する 黒11母は挙8形他形で角閃石の周囲に慶することが多い

第 10図信賓山花闘閃緑倉と変.級選告の関係(羽曳野市山岡}信貧山花倒防総省{白色・}

がプロヲタ設に.・..W(銀色侮，.包宥している 調者の嶋界"明畿で.る
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圃 1."/*，，'1‘"白1り， .，、 E 与，'-.:ρ'.:'1 r .勺1，;.':-> I • I、..'¥、

〈グ♂3λ刊咋.〈とω:〉;
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川、、 細粒'"れいノーライト
かんらん時開れいノーライト ] 角間弱れい場

解 11図 かんらん石含有機れいノーライトと角閃石隆れい岩の関係(生駒山雄鰍家格研究グルプ"関"の郷4園)

かんらん石倉宥礎れい精ノ ライト(1臨閉角}と角.石岩盤れい溢{ハヲチ}は穣穆に入。倒み明瞭な筏"ない

続鈍桜丸もノーライト(撚朝合'M'護者扱に包有さ"る

生駒山蕊れい岩 (Rh，Ro， Rf， R河p)

分布と産状 本図臨地域の斑れい老若績は，地震図上の分布から生駒山のように斑れい省体をなすもの

と，花関岩領分布地域に小規模な捕獲岩として厳するものに分けられる

生駒山斑れい岩'".凶服地域北部の生駒山南部，奈良県生駒市西畑町及ぴその酒部に分布する この

斑れい容は生駒山地銀家将研究グループ(1986)により詳し〈調べられた 今回の調査では，更に詳しい

岩月訴の分布合匂奮aされた 生駒山破れい省体は角閃石海れいさき ノーライトを主体とし， それらと漸移

して，東盟浦町を中乙、としてかんらん石念荷破れいノーライトが見られる 両者ほ明阪な境界を有せず，

領維な関係を示す(第 11図) また，級位継れいノーライトが東大阪市牧肉付近で角閃石斑れい岩中に

捕獲岩波に巌する(第 12図) 両者の境訴は明瞭である また優白質角閃石理れい岩及ぴ斜長岩が団

幅北方の東大阪市豊浦町南部に径回Omの南北に延ぴた省体として，角閃石淀れい岩を明瞭に貰いて

分布する 疲れい岩中には斜長石や角閃石の定向配列による弱い片状締造がみられ， その擁造は，本国

幅地域では東西性であるが北に際機する大阪東北部地域では南北性となワ! 岩体の形に調和的であ

る

花附宕類に伴う斑れい省類は八尾市高安山南方や二上山南部で 100-300m規模の岩体をなすが， 多

くは数+mの捕磯宕として花樹省類中に産する これら小規模斑れい岩は大部分角閃石斑れい岩であ

る

治相 生駒山滋れい岩は貫入や捕獲関係などの野外での産状からまず紛岨斑れいノーライトが形成さ

れ， その後角閃石瑳れい岩l かんらん石含有斑れいノーライトの主宕相が貫入し，制組斑れいノーライ

第 12図

J 

、
、

、
、
、
、、

角閃石斑れい岩

:Sh、
、 、

1m 
] 

細粒斑れいノーライト

角閃石夜"い岩と鯛総瑳れいノ ライ bの関侮〈生動U地側面K得研究グルプ'"惨"の第s凶)

角閃右環仇い岩〈ハγチ'"側雌経れいノーライト{欄戸D'!:繍礎省械に舎をr
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優白質角閃右斑れい岩

貫入

角閃石斑:t't，¥，、砦

第13園 生駒山権れい省体の倉綱相互の関係{隼吻山地領首震構研究グルプu鈎めの第S闘を修正}

トが繍獲された 最後に，分化作用末期の残液からの形成物である優白質角閃石淀れい岩が貫入した

(生駒山池領家帯研究グル プ，1986) これら生駒山斑れい岩の岩紺組Eの関係を第 13固に示しl そ

のモード組成を第"図に示した これら綴れい岩は顕微鏡下で集積栂遣を示し，野外で時に居状精進

もみられる よとから{第四図)， J!j状岩体である 夕、閃石斑れい岩は大部分斜長石と角閃石よりなる老若

相であるがt 斜長石が 10mを超える大型斑品となる斜長石斑状角閃石斑れい岩や，時に斜方錫石含有

量が5%に達し鱒石角閃右斑れいノ ライト賓となる岩相も存在する ζれら岩繍は漸移し1 野外

では区別が難しい かんらん石含有斑れいノ ライトはかんらん石を約四%程度合むカペかんらん石

がご〈少量しかみられない録石角閃石斑れいノ ライトや優臼質かんらん石含有斑れいノーライトも

みられ，活相が変化する(第"国) これらは野外で区別ができず，地貧困上では 指して表現した

優臼質角閃石礎れい宕は大部分斜長石からなるが，斜愛石容量が90%を超え，斜愛宕の範図に入るも

のもある(第"回}

PI 

• 'g 

• 
PX 

，+優自質角関石振れい治

2 . 斜畏宥斑状角閃布施れい岩

3・ かんらん石含有縫れいノーライト
4・ 角関石斑れい岩

5 . 締艦斑れいノーライト

Hb 
解 M関 生駒山権仇い省の鉱物容量比 I~駒山旭観家俗研究グループu鈍6)による}

"斜.石 h 得有 Hb 角閃右分期11:IUGSωk倒羽missi加 (1973)による
線長石礎技角閃石縫れいgr:1αnを趨える大製僻.右o:I:.t含む角関石理れい轡

A"錫*.t1，Hg角閃石礎れい.t1， Pg録石角肉石礎れい省及び."丸いノ ライト Gn:~量れいノーライト
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.15掴 レイアリ yグ川遣を示す夜九い治め綜石《東大阪市東.浦町}

有色鉱物a・a・・IlM・ a・色.)と鍋墨石歯.傭'w白色舗》が')Xミック..をなす

小規属施れい活祭は図領中央部堅上付近に径3帥 m前後のレンズ状に信貴山花筒閃総老に術後され

て猛する また，高安山西方の信貴山花側関緑岩中にも径l曲m前後の捕獲岩体として分布する 更

に，相原市竪下北旬の慣貧山花関閃緑岩中にも径 150m前後の補償者告がみられるほか，二上山南部地

織には径300m以上と比較的まとまって分布する これら小規模濯れい岩は大鶴分鍋色角関石，斜長

石よりなる角閃石はんれい岩である 花欄岩賀原の侵入や花測結岩化作用により，県''''訟を含む場舎が

ある 斜長石は径7-8mm前後の自形結晶で，泉併構造はほとんどみられない組成は An80-90前後

'"'園 かんらん右(01)と働条石(Pl)の彼触邸にみられるスピ本ルシrプレタタイ ~(Sp)
{虫食い技部)の顕微鎗写実

- 21-



「

である 角閃石は半自形ー他彩で，鈴長石結晶の聞を緩めるように産する 鮒色で，一部核部に無色角

閃石をもっ

岩石記般

角閃石斑れい岩輝石角閃石理れいノ ライト(8708241，東大阪市東量繍)

中盤組組。柱状組織をなす主成分鉱物は斜長石(65.6%)，褐色角閃石(32.1%)，斜方鱒石

(0.6%)，単科錫石{0.4%1からなる 副成分鉱物として ηん灰石。チタン鉄鉱を含む斜長石は半

十 34'38' N 

。

。-。
・.・。...。。

・・。• • • • 。・。.・.
0 ・.・。• . 一。。一.・"。.。

21/ 冊

20[コ割統
19回大師
18EE  M 山安山岩

間 r17~ 園地花醐

捌 l'6日..̂四樹
15匝ヨ杭2鷺Z2L状相〉
14日
13fX:"司 竪下可花醐倒聞関醐
uー.J (綱包花岡崎関縁猶縄》

12戸司監下花開闘
し..iJ (中也石実関縁辺監相〉

11r+:1町制時.. 
L-.J (飼勉トナル智縄)

10白髭下花醐醐

， 9反主l噛川棚岩r 巳副〈カリH 制御)

払 L6回 … 婚
7広烹i耐山醐場

峰三五コ (.白賞怨相)

IIIU1! I 61;::.t-'1閉山四割

花健省 I• roち口信貴山花闘関S来場
u じ与三J(カ ')1長石破吠相)

4Eヨ開山花岡剛

。。 ・・ . 
a ・.. 

。.・。.
時 間r3目指醐団関幽

. .一.、.. . 
" " " " 

明 l2~ 磁れい岩.白.、.. . 
.. 0"  " " 

。 酬 1剛陶

』ー占ーー~占ー」

1日開拠開

第 17凶 生駒"也の花鵬省類の分布と帰還(隼蜘山勉領首配管研究グルプ。 1997め第2図}
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自形でほとんど累併梅追を示きない 組成は An85-90の灰長石である 角閃石は褐色橿で単餅甥

石を交代して産する 紛方錫石は半白形，柱状で弱い多色性をもち，しばしば角閃石中に包有され

る 噂斜鱒石は分解してアタチノ閃石賓の規存物が角閃石中にみられる

かんらん石含有斑れいノーライト ω612261.Loc.東大阪市豊浦町南方0.5km)

組経暗黒色な活相で，粧状組織をなす主成分鉱物"斜長石 (63.3%)，かんらん石(10.3%)，単

斜輝石(7.7%)，角閃石(8.7%)，斜方銀石(8.9%)であり I 湖底分鉱物として，チタン鉄鉱，リン

灰石がみられる 斜長石は半白彩総状で累帯構造を示きず，その組成はAn90の灰長石である

角閃右は大型でポイキリチヲクに他鉱物を包有する 働色穫で.'ア..に"残存通院斜燭石を交代し

たと思われる無色角閃石がみられる 輝石類は多くが。レリック状に麗し，黒僻獅遣は包められな

い かんらん石は角閃石に包有されることが多いが，斜長石と直接織する渇合，必ずかんらん石倒

十 + → 
+ 寸 十

+ 十 十

ー + ー十

十 + 『

十 → 、 、措置畑石英閃緑岩

困地花-筒.岩の岩脈

+ 
、 → ー

指 18掴 偏食細石英調録宕と闘地花岡倉の関係{亭""偏食姻)掴縄'"・倉〈白色・"

が島民放に極貧綱審実関蝕轡{時錨色錫}を貧〈

23 



「

に斜方緑右や害事色角閃右が斜長石倒にスピネルと角閃右のシンプレクタイトがき主じている(第 16

図) このようなγ ンプレクタイトは他地浅の傾家修斑れい岩領にも必ずみられる(乎嫌。 1979 悶

結産ほか 1989) 

細粒斑れいノーライト (86871，Loc東大阪市盟浦町)

鯛槌，優掛質な活相で!柱状組織をなす斜長石(57.8%)，褐色角閃石(30.5%)。斜方輝布

(5.8%)。単斜糊石(3.4%)を主とし，降に少量のかんらん石からなる 斜長石は O.5Xlmm程度

で比較的自形性のよい綿子木状をなす核鵠は An90-95の灰長石で。周総都は An60である

綴古都は周縁部と明瞭に区分きれ，結晶の大鯨分を占める 檎色角閃石は一般に 0.5-1cm程度で。

周縁鰯が緑色となるものがある また， 2cm程度の組範大型となるものもある 斜方海右は半白

形組状， .${j}棺造はみられない 単斜鱒石はすべて鰯色角閃石の核都にレリヴク状にみられる.

優白質角閃石概れい宕及ぴ斜長宕(8708261 東大阪市東'豊浦町南方， 0.5 km) 

中盤11"貸で，主として斜長石(81.9%)からなり，その聞を充填状に少量の角閃右(13.1%)が温め

る 肉峨では灰白色で花関岩のような概観を示す E雌分鉱物としてチタン鉄鉱，りん灰石を含む

斜長石は自形で，弱い累修構造を示す A"組成{j:80-90である 角閃石は網色角閃石と無色及び

淡緑色の角閃石からなる 無色及ぴ淡緑色角閃石は蝋石を交代して生じたもので，前者U集片双品

をすることが多い

禍貴鯛石英問縁告(Qf)

命名 生駒山地鎖家格研究グル プ(1997)が平群町稲貴畑付近に露出する石英閃緑岩に対し命名した

分布 本図艇の中央郡から北部，福貴畑付近に分布し，角関石の配列による弱片状栂造をもち，ベー

スン状梅造をなす(第 17図)

関係 本岩右は岨}II花刷岩や閏池花胤岩に貫かれ(第 18固)。攻れい岩や変縛録告を補擁する

岩綱と術進岩紺変化が激しい有色鉱物の含有震は北邸で少なし南部で多<.縛石を含むすな

わち，北部の宕石はSiO，が高<.南部のE石は 5iO.が唯い(第四国) これら変化は漸移的である

岩石舵鍛

中位角閃石~::;-HJ;石英閃録者 (940剖4001 ， Loc平群町綱貴畑西方 O.5km;第 I図版，)

中粒弱片状，褐緑色の角閃石で特徴づけられる 主成分鉱物は斜菱石(46.3%)，石英(20.5%) カ

Si Oz(w t%) 

九y
 

¥
 56 

54 

52 

50 
爾紛 1∞Om 20∞m オと書目

M 19図 街貴畑石英関線岩のF崎北方向の5iO，含有量の変化〈幽結庄ほか "9マによる}
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リ長石(1.0%).機#flJ:07，5%).角関右(13.7%)。単斜雌石(1.0%)からなる 副成分鉱物として

ジルコン. (きぴ石!りん灰石を企む斜長石は 5mm前後の自形半白形の結晶で弱い累梼構

造がみられる カリ長石は他形，間関完壕状に少量産するが。南部ではほとんどみられない 弱い

パサイト組織が存在する 石英は他形半白形皮動消光が著しい拠隼母は 3-4mm前後I 半

白形白形結晶で，集会してタロット状に麗し，圧砕作用が顕著なものでは方向性のある錫片状結

晶の集合体となっている 角閃石は半白形一白形，総色位状の普通角閃石であるが核部に樽石か

ら変わった扱緑色のアクチノ閃石を有する 単斜輝石lif:Am色治相の角閃石の紘部に残存して見ら

札結晶I鋪図や勢欄にそってアクチノ閃石化している

2手代 領家帯の瑳れい岩奴の年代についてはKagamiet al. (19凹).加々美ほか(1995. 1997)，飯泉

ほか(j問。， 1993)などにより IpJt主体年代の研究が精力的に行われた

Kagami et al. (19崎)は生駒山瑳れい岩体から 20個の試料を傑取し，それらについて Sm-Nd金岩

アイソクロン法による年代測定を鼠みた その結栄，主岩相である角閃石夜れい岩，かんらん石会有探

れいノ ライト，変蓄積練岩は 192:t19Maのほぼ問ーのアイソクロンにプロ yトされた 優白質角閃石

斑れい岩斜長岩は 169土29Maの年代を示す施れい宕類の K，O会有量が0.05-0.44wι%ときわめ

て低いことから判断して!斑れい岩類i草花働省の影響をあまり受けていないと考えられる それゆえ。

上記年代は斑れい宕類の形成年代を示す いずれにしろ，斑れい岩矧はこれまで信じられてきた白企組

末の花陶器類に先立つ火成活動の産物(フォアランナー)でなく ，';)ュラ紀の火成活動の産物でt ジュラ

紀にも火成活動があったと考えられる なお，角閃石斑れい畿の全宕鉱物アイソクロン年代はSm-Nd

訟で97.7土5.5Ma，Rb-Sr法で7l.8土9.5Maとなる これらは花嵐岩類の貫入により箸返ったもの

と解釈されている(K暗 amiet al.， 1995) 

飯泉ほか(1993)は近畿地方領家帯の幾つかの普鉄質火成岩体より分離されたジルコンについて

SHRIMPにより 95-72Maの年代を報告した これら年代も花闘岩類の貫入によ るリセット年代を示

している

化学組成 本図縞の変想録宕，廃れい場福貴畑石英問緑岩の代表的な依斜を選ぴ，蛍光X線によ

る化学分析を行った 第 1.2滋にこれら化学組成を示した斑れい岩類の金岩化学組成をみると，

SiO.%で45-47%の範凶にあり， Al.0$' MgO. CaOに寓み， Na.O. K，Oに乏しい この特徴は斑れ

い岩類の多くが主として斜長石と角閃石からなっていることに起因する また. Rb は大部分数ppm

以下ときわめて低い特徴をもっている(第四図) 特に，かんらん石含有斑れいノーライトで低い Rb

値を示す 5，は約200←700p戸nで. 4凶 600ppmのものが多しやや高い値をもっ生駒山施れい岩

の各省相はきわめて類似した化学組成を示すことや閉じ Sm-Ndアイソクロ J上にプロ少トされる

(Kagami et al.， 1995)ことから，これらがほぼ同じマグマから形成されたと考えられる 花削岩類に捕

獲された小規模濯れいお類も生駒山斑れい岩のものとほぼ閉じ化学経晴をもっ(凶結庄ほか. 19崎7)

変想録岩の化学組成は角関石被れい岩の化学組成に比べやや Rbや K，O含有量が高いカペ類似し

た値をもっ(悶結庄ほか， 199η 更に1 閉じ Sm-Nd金岩アイソクロ"とにプロットされ1 これらが同

じ起源物質に由来することを示している(Kagamiet al.， 1四国 このようなイじ学級成の特徴は生駒山斑

れい岩だけでなし近織瀬戸内領家併の共通の特徴でもある(飯泉ほか， 1990) 斑れい精類の母マグ

マとしてはソレアイト質で，変鱒緑岩は大陸性の挟水玄武岩のものと鮪似した化学組成をもっ(飯泉ほ
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か.1鈎0。加々美ほか， 1997) なお!斑れい宕鎖の斜長石成分は灰長石であるのに対 し共存する有

色鉱物はそれほど Mg値に高まない(凶鎗産ほか， 1989) この現象はこ札ら鉱物が高水蒸気圧下で形

成きれたことを示している 更に，かんらん石と斜菱石聞には必ず囲網反応で形成されたスピネルシン

プレクタイ トを有 しl やはり高圧下で形成されたことを示す(Nicholesand Lorentz， 1973) 

福愛知石英閃縁者は化学組成に変化があり (第2表).北部のものは SiO.が 59-62%，中央部が

58-61%，南部が51-58%である まt 北部から南部に向かつて. F.o は 6%カら 10%へ.MgOは

2%から 5%へと系統閣に潜加する(飼結庄ほか。 1997)

m. J. 3 花陶器類

本図縮地域の花附岩類は岩体問の相互関係などから 4時期に区分される {生駒山地銀家借研究グル

プ 1997) 第l剣1;信貴山花側関録省 省婦山花開岩並び高安山花聞省 。第2期は鴨川花!樹宕 !第 3

第11堅 生駒山斑れい岩の代表的な省糊の金者化学級成{生腕山網島領家修初突グル プ(1986)による〉

2 3 4 5 

Si02 44.94 47.03 46.44 46.77 45.57 

Ti02 LlO 0.60 0.90 0.42 0.3:5 

A12Q3 19.99 2:5.69 24.70 21.49 20.81 

F田 03 l.22 0.6:5 0.86 0.62 0.98 

F，O 7.69 3.66 6.55 3.84 6.33 

MnO 0.1り 0.08 0.13 0.09 0.13 

C，O 13.40 14.64 13.86 16ι2 13.:56 

N"O 1.81 1.23 1.41 0.75 0.99 

Kl0 0.20 0.23 0.15 0.18 0.15 

H20+ 1.44 1.47 1.06 1.68 J.l2 

H20- 0.32 0.03 0.05 0.18 0.04 

P20~ 0.08 0.09 0.38 
" 

0.06 

total 99.76 99.72 100.25 99.20 99.53 

t1SrrSr 0.70731 0.70791 。.70837 0.70776 0.70767 

Rb (PPlll) 5.8 2.6 4.7 19.1 

Sr(ppm) 402 396 518 393 367 

An% 93 92 88 90 95 

plagioclae 

l 餌岐瑳れいノ ライト. 1 かんらん石含有夜れいノ ヲイ ト.3 角閃石程れい轡〈輝石角関石磨れい

ノーライト細1. .角関石握れいむ s コ トランタイト
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N 
吋

NUMsER 

SiQ2 

TiU2 

AJ'白

日0

M，O 

MgO 

0.0 

Na;由

K2u 

1'20' 

TOTAL 

第 2褒図錨地.. の代表的な花倒g績の金省化学，.. "阻鎗座"か 1997 ;梅議団結a.1991による)

福貴畑石英閃韓岩相 イ冒貴山花筒閃揖岩 高安山花岡岩 岩織山花耐宕

A B C D E F G H I J K L M N 

103006 51221 112007 112005 060204 070305師 020195111308 95111309 042204凹 1516190208 95050501 96101802 

61.29 58.曲 54.75 51.15 65.59 65.74 68.67 ヲ0.55 67.71 74.04 75.69 73.49 72.48 

0.84 1.20 1.40 Ll5 0.52 0.65 0.42 0.26 0.31 0.03 0.06 。‘17 0.31 

16.82 14.80 17.68 17.53 16.05 15.68 15.67 14.82 15.05 14.71 13.22 15.11 14.54 

6.60 8.64 8.75 9.97 4.38 4.96 3.59 263 3.42 0.43 0.61 1.07 3.07 

0.10 0.15 0.15 。‘19 0.08 0.10 0.06 0.06 0.08 0.02 。02 0.03 0.06 

244 3.45 4.15 5.03 0.98 1.40 。咽77 0.46 0.61 0.03 0.08 0.36 0.50 

5.65 5‘35 8.32 9.87 4.53 3.74 4.24 235 3.06 1.27 1.07 1.95 207 

294 234 263 3.03 3.78 3.90 3.75 3.63 4.17 3.00 1.72 3.36 3.20 

283 3.33 1.54 0.94 1.72 1.93 1.29 4.16 232 6.14 6.64 4.08 3.97 

0.16 0.23 0.23 0.13 0.14 0.16 0.12 0.07 0.09 0.04 0.05 0.03 0.07 

99.67 98.79 99.60 98.99 97.77 98.27 98.58 98.99 %.82 99.71 99.16 99.15 100.28 

A 石実関線宕{北部組峨)， B 石英語閃級む〈申書断絶犠).C 石英附録宕(個師.. 池峰).D 石英閃緑経{握れいむ貿細)， E 中怠様:.花網開緑む{角掬石

倉有拘).F 中敏鼎#'場花側関縁轡【主活網).G 継続&U 花陶閃緑_. H 中盤鳳:.花働閃録告<=土山陽包刻1111:)， 1φ鐙.u花備関誌者{ニよ

山網開毎絶域)， J 同H1~.iì-花憐凶~. K 中盤!I;!;i!t花尚鑑{主~柑.. L 総鑑網..花関翁. M 中敏担降客匂花陶営〈角閃石含有利)， N: ~ド鐘県n花

削岩(主審紺}

75.32 

0.14 

13.81 

1.71 

0.02 

0.17 

1.47 

3.50 

4.27 

0.04 

100.76 
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第20図生剛山"れい岩及ぴ周辺の傾家傍若鉄質岩類の良.b-Srの関係
〈図絡庄ほか 1総9による〉

期は整下花関閃録宕，大道花尚岩及ぴ聖上花尚岩，第 4期は南河内花向者と図池花働省である

第1期の花耐宕頬は片麻状締造が顕著で?変形作用を受けており，古期才E附岩(yo由Izawaet al.， 

1966)に相当する 償責山花筒閃縁績は中位片麻状の県雲母花倒閃緑岩が主体であるが.iIl河内花掬岩

との接触部ではカ 1);長石が環状を呈する 岩梼山花周岩は中級の黒雲母花関岩一花関閃録岩である 郡

安山花筒岩は中位片際状の撚雲母花関岩が主であるが，紙位，優臼質，片麻状の黒雲母花関宕が南部に

みられ，償責山花筒閃緑岩を貫〈 第 2J!llの崎川花樋省は本地域北部に分4有する粗粒弱片状の角閃石綿

雲母花岡岩から花尚閃抽岩で。北部の生駒山斑れい岩を取り巻〈よヲに分布する この花陶岩には. ，ウ

リ長石が斑放の宕相もみられる 第3期の花関岩は境杭ー都弱片状のストック状の花陶母体で，領家

格の般構造を切って貫入している 竪下花開閃緑岩は南西部に分布する中勉縮瞳の花開閃緑岩石英

閃緑岩で1 岩相変化がある 主体をなす中敏塊状の角閃石IMI母花筒閃鯵宕のほか細組"輔の角閃石黒

雲母花倒閃緑岩，中位塊状の角閃石県雲母石英閃緑宕の3お相からなる 大道花耐岩は中一粗魅の'"雲

母花問答で岩株状に分布する 竪上花岡岩は主体をなす組組嫌状の角閃石県雲母花筒積一花樹閃縁岩の

ほか。岩体周縁舗にはカリ長石が環状となる宕相へ移化する 第4期の花附宕i左側粒花倒績で，南河内

花開岩が信貧山の北部に東西方向に分布する この花附岩は弱}令状で，ぎくる石を含む ー方，国池花

開岩は岩服状をなしてl 本地域全域に分布する塊状の級位花鴎岩である

本図館地峨のこれら花筒岩類の地質学的関係のまとめを淡路島候家帯及ぴ近畿地方領家格の花開着類

の時期区分とともに第 21固に示した また!あわせて，この地域の欣射年代資料も示した また，花

開岩類の内部構造を理解しやすいよう ，生駒山地領家帯研究グル プ(1997)による生駒信貴山地の花

筒岩類の分布と構造を第 17図に示した 花尚岩類のモ ド組成を第 22図に生駒山地機と二上山地波に

分けて示した
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第"図 本図幅地峨のお震成省績の相互関係と返幾償家手普及び線路島領家帯の花削岩との対比(釜駒山絶領奮剤降研究グル ヲ"'， 1997の第5図に加筆}近縁
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石英 ・ 畑山花聞闘

カり長石 金銅山調.開花闘騒恩

石英

カリ長石 二上山勉の花筒婚煩

水'‘.山花鍋.

o 1f!lli[側普

+ -判明関陣2旬

。，土花E・.
国商何肉花働省

割長石

ロ 11禽山花嗣閃.. 省
【二上山商毎地厳}。省a山花副監

+ 大道花鍋.

斜長石

.2引Z-1.2園 釜・山亀A.ニよ山維の花陶器量婦のそ ， ... 隼銅山.U8-1阻} 生・向山旭・司区・硬奥グループ

"99η.ニ上山.(18-2図 } 締 覆 図 鑑 座 " 鈎ηによる

区分!1IUGS釦""""司副担(1913)による Gτ 花尚..cd花鍋関陣，n， To: ~ ナル.

Qd石英閃段着

四 3. 3. 1 111糊花削岩額 (Gs，Gp， Gi， Gt， Gη 

畑貴山花倒閃録岩 (Gs，Gp) 

命名 生駒山地積家俗研究グループ(1997)が生駒ー信貴山地付近に様式的に露出する片麻挟花筒閃緑

省に命名した Yoshizawa et al. (1966)の古期花刷費に対応する.
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「

分布 信1t山の南部から柏原市にかけて広〈分布するほか，大和郡山市念尾山付近にも分布する ま

た，二上山南部の嘗燐町にかけても広〈分布する

関係 本図帽東部，松尾山付近において信貴山花関悶縁結は，領家変成岩の構造に飼和的に貫入して

いる また，変成岩に鱗状にしみ込んでいる 後述の高安山花陶岩。岩橋山花向岩は信実山花開閃録岩

の機遣に筒和的及びやや斜交して貫入している{第 23，24図) ー方，竪上及び竪下花鴎閃録岩は明瞭

に信貴山花倒閃縁岩の構造を切って実入している(鯵 25回)

治相と繊造 中盤，片麻状の!!I3母花関閃縁者を主とするが，降に角関石を含む また，稼緑岩置の

捕獲宕もみられる 北部の南河内花f羽宕との様触部付近では南河内花陶省からのアルカリ成分の添加を

受け，カリ長石が斑状となり，宕相が変化する また，信貴山すぐ下の岩石は変成岩と復雑に混成し，

ミグマタイト様となっている

岩石記載

中盤黒雲母花開閃緑岩(目。701，Loι三郷町雁多尾畑北東 Q，5km 第 I図版b)

主成分鉱物は 3-6mm程度で，片麻状締迭をなす 主成分鉱物は石英(37.2%)，斜長石(37.7%)，

カリ長石(I7.6%l，.jA~母 (7.5%)からなり，更に副成分鉱物としてジルコ J りん灰右 チタ ノ

鉄鉱を含む圧砕作用を受けており t 半島形組成組織を示す斜長石"数mm穏皮の半白形で，

累帯構造はほとんどみられず，双品商が幽がうたりしている また，石英との綾触都ではミルメヌラ

イトが発遣する カリ長石は半自形ー他形で!パーサイト締遣はあまり宛逮せず，倫子構造が見ら

れる 石英はサプグレイン化が著し<，ー都剤師平化している 黒雲母は燐片状で，集会して盆し，

義理に平行な定向配列が見られる まれに含まれる角閃石は緑色で。黒雲母とクロ γ トをなして産

する

斑状線:fl録花胤閃縁岩(062618.Loc三郷町信貴山西方O.3km)

後 lOmmを越えるカリ長石破品を省することを特徴とする 主成分鉱物は斜長石(37.4%しかリ

長石(17.6%)，右英(40.0%)，県雲母(5.0%)からなり，副成分鉱物としてジルコン リン灰石

チタン鉄鉱からなる 斜長石は 5mm前後の半白形の給品で祈れ幽がりやキンクバンドが見られ

る 操指構造は発達せず，石英との綬触簡でミルメカイトが見られる カリ長石はポイキリチヴク

に斜長石などを取り込み弱いパーサイト組織を示す その配列には定向性はない石英は 般に

3-4mm前後の小型結晶で，サプグレイン化が顕著で，届平化している 県雲母は半白形で，小型

鱗片状集合をなし，定向配列が顕著である

告橘山花関岩 (Gi)

命名 機業 図結 庄(19ゆ7)が禽麻町竹内峠付近に鴛出する花筒肉縁岩に対し命名した

分布 本図阪南部，竹内崎を中心とし 東南東一西北西に慈ぴる東南東約 3km，蒲北約 lkmの小規

模な者体である

関係 岩構山花開岩は周辺の信費山花倒閃縁組;と明瞭な関係で捜しており，漸移しない 竹内峠周辺

では岩織山花尚岩が信貴山花筒閃緑岩中に岩脈状に貫入する(第 23図)

信網と構造 中勉の議事雲母花防省である 片麻状精進が忽められ，その走向i孟東西から西北西一東南

東で，信貧山花附閃級岩と餌和的である 顕著な岩相変化はみられないが，省体周縁部でやや細粧とな

る 石英の含有量や有色鉱物の震は変化する 石英のサブグレインイヒや県雲母の定向配列がみられるほ

か。斜長石は角がと九卯裂になっている
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‘・ 「イ賃貸山花閣閃時岩

第 23翻信貴山花醐閃緑省と高安山花削岩の関係【三鷹町商細陶'"叫

.~山花岡ttf~H山花陶閃険組ーとの様僧舗でアプライト賓とな~， 'S~J趣a患が貫入する

中駐機雲母花削指(9刷50501， tt麻町竹内鈴，第11図版b)

片麻状構造を有する 主成分鉱物，:1時長石(31.6%)，石英(31.0%)，i'Jリ長石α沼0%)。黒:.. 

(8，3%)からなる ジルコン， ?ん灰石を副成分鉱物として含む石英，.他形，柱状で。変形作用

のため，伸長得遣を待つほか，顕著な波動消光がみら札る 斜長石i孟半白形自形で，アルパイト

双品がよ〈みられるほか， JII<f構造も包めら札る 石英との彼蝕侮で，.ミルメカイト組織をなす

カリ愛着，.半島影他形。パサイト組鎗をもち，裕子締遣が宛遣する 県:..，左半自形ー自形， ，長

住宅犬で，ー鏑クロットをなすが，多〈は散点状に産する
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高安山花関場 (Gt，Gη 

命名 生駒山地領家傍研究グループ(1991)が三郷町本堂付近に模式的に露出する中粧片F眠状花岡岩に

命名した

分布 本図舗の中央部三郷町信貴山の甫方約剖Omの所に東西に分布する 南限は立野断層で区

切られる

関係 信食山花筒閃緑岩に貫入し，高安山花開岩から派生したアプライト質の舌状突起が信貧山花闘

関緑岩を寅<(第 24回)

岩槻と犠途 中位片周縁状無雲母花倒岩を主とするが，南部には細勉，ー都中盤の優白質片麻状のffl.a'

傍花尚岩が分布する 両者の関係は漸移関係である

倉石記載

中盤県雲母花閥岩(963216.Loc三郷町本堂西方 0.5km;第Il図版b)

片麻状構造を有する 主成分鉱物は石爽<41.0%)，カリ長石(31.0%)，斜長石(23.0%)，~隊第母

(5.0%)である 副成分鉱物として白雲母，ジルコン，りん灰右を含む斜長石は小型で半白影l

累得構造はほとんどみられず，核部は絹雲録化しているこ kが多い 変形作用を受け!街れ幽がり

がみられる 石英との穣触部でミルメカイトが発途する カリ長石は大型で斑晶状である パーサ

イト務造がみられ，他の鉱物をポイキリチヴクに包有する 石英は小型で，サブグレイン化がめだ

ち!庸平化している 黒審舟は小型業片設でクロ yト状に集合するほか!薬理箇に沿って定向配列

する

細粒!!!雲母花闘岩(100206，八尾市高安山南西 lkm)

創勉で，一部アプライト質組織を示す 主成分鉱物は斜長石(19.0%) カリ長石(30.0%)，石英

(49.0%).耕雲母(2.0%)である 副成分鉱物としてジルコン，りん灰石を含む斜長石は半自形。

集傍構造はみら札ず。核部の絹雲母化が著しい カリ長石は比較的大型で!バーサイト縞遣が認め

られる 石英はサプグレイン化が著しい...母はクロットをなして産する

ffi. 3. 3. 1 第 2期花測畿頼 (Gn，Gm) 

場川花陶岩 (Gn，Gm) 

命名 生駒山地領家併研究グループ(19明)が生駒市鳴川I付近に鴛幽する組組角閃石黒雲母花向者に命

名した

分布 本国紹北部，奈良県生駒市場川付近から大和郡山市にかけて広〈分布し，さらに r大阪東北

鶴」図幅池波へと連続して分布する

関係 南部に分布する偏食畑石英3問緑告を岩脈状に貫き。岩'"状の岡地花筒告に貰かれる

岩綱と構造 組魁で!一都中位，弱片状機遣の砲められる花開岩花開関緑岩である 斑状のカ')長

右で符徴づけられる斑状弱片状の県111:..花開岩花側関緑岩も分布する 主活相とカリ長石斑状者相"

漸移関係である 焚海鎌岩を締獲することも多い この柑百ii~告は片湿の方向に延びた形鰭を示す

岩石飽鍛

組組角閃石黒雲母花尚岩一花縄問緑着(88332剖3，生駒市鳴川荷方0.3km)

一目 ー
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解2<図 "..山花u・'"ヒ信貴山花側関緑越の関係 (11.111竹内帥}

&lO山花働省t左側)Itn山花闘閃縁者{右倒}ゃに..紋に貧入する 両者の鳴"

明瞭で副首移せず 趨銅山花倒.のー・~信貧山花網開鎗轡に貫入している

組盤1 弱片状構造がaめられる 主な構成鉱物は斜長石(32.2%)，石英(39.0%)，カリ長石

(22.2%)，易保雲母(S.6%)，角関石U.o%)である 取j成分鉱物としてはジルコン，りん灰石，褐れ

ん石が含まれる S身長石は半白形..挟で， 10m大に逮する 巣俸制降遣が見られる 首都では双品

商が折れ幽がるなどの変形栂進がみられる カリ長石は半白形から他形間際克損状であるが9

10mを魅す斑晶状のものも多い -10にパーサイト精進が発遣し.格子構造もみら札る.石英は

5-7mmで，集合して集施状をなすことが多い 波動i脚光"見られるが，サプグレイン化i孟弱い

県&-al:#.2-4 mmの自形で，集会をなす傾向がある 角関石"キ白形で，ー部副食形で.......母とク

ロットをなす
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施状黒雲母花間関縛結(83328-16し生駒市鴨川商方0.5km) 

ヌラ リ長石が斑状をなす 主な~"鉱物は斜畏石{31. 8%J ，石英{32.8%J ，カ リ 長石 (32.4%) ， ffi雲
母{3.0%lである 副成分鉱物としてジルコンI りん灰右を含む斜長石は半島形，弱い巣待機造

を示すカリ長石は半白形，バサイト織造が宛途する石英は集合して1 集粧品をなす県雲母

は半自彩一白形で，クロット をなす

m. 3. 3. 3 第 3期花陶器類 (Gk，Gg， Gb， Go， Gc， Gc) 

竪下花陶悶録婚(Gk，Gg， Gb) 

命名 生駒山地領家帯研究グループ(1997)が柏原市部弁回付近の花開閉緑岩に命名した

分布 本国幅中部，柏原市の大和川沿い付近に岩株状に少盆分布する

関係 墜下花閤閃縁結は償責山花筒閃縁岩を捕獲するほか，岩脈状に償責山花附閃総宕を貫<(第 25

図A)

岩相と構造 中一細札塊状の花濁閃縁者一石英閃緑岩で。悠世戒の角閃石で特徴づけられる 岩相変

化が著しι中位角閃石黒雲母花附閃緑答。中盤角閃石黒雲母石英閃縁宕1 掴唖角閃石黒雲母花筒閃緑
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第25園 償責山花.関録泊と堅下花陶閃緑岩"ぴE陸上花醐岩の関紙{生駒山地積家傍研究グループ(1997)による)

A 盤下花尚閃縁坐(KaH:I.足"眠状に信貧山花網開嶋答。"を3竜巻 アプライト賓(Ap)となる

B 竪上花網針。匂'"償資山花尚関録岩(S~との機触部でアプライト質<A" とな，. .帳毛先後白質絹"々 が倍賞山花

劇閃録むを貫〈
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宕の3宕相からなる これら各岩相はすべて狭い範囲で漸移する 主岩相の中粒角閃石燃雲母花開閃緑

告は!ー般に塊状であるが!省体周縁部で弱片状の岩石で!変輝録岩の繍機岩を含む

活石妃載

中盤角閃石黒2聖母花開閃緑岩(101806，柏原市高弁国北方 O.Skm)

塊状である 主成分鉱物は斜長石(38.5%)，石英(22.0%)，カリ長石U5.5%)，ffie母04.0%上

角閃石(9.5%)である 副成分鉱物としてジルヨλ りん灰石を合む斜長石は双品が顕著で， 累

平野構造が認められる 石英は半白形ー他形で波動消光を呈するがサプグレイン化は弱い カリ

長石は他形でパーサイト精進が宛達しI ー都に佑子締逃が認められる 黒雲母の多くは自形ー半白

形!線鍋色で，クロ γ ト状に集合して厳し。時に，弱い定向配列をなす 角閃石は短柱状の自形結

晶で，瞥録色で県雲母と クロットをなす

級岨角閃石県雲母花嗣閃録岩(073111，相阪市安堂側n

組閣，塊状不均質で-Il碩内でも岩紺が大き〈変化する 主成分鉱物iま斜長石(38.5%)，石英

(26.0%)， fJ 1) 長石(1l.0%) 県雲母(15.5%) 角閃石(9.0%)である IiIJ成分鉱物としてジルコ

ン!りん灰石を含む斜長石は自形半白形で一線大型結晶となり 撚併構造を示す石英は他

影一等自影で，波動消光を示す カリ長石は他形で。弱いパーサイト構造をなす黒雲母は白形で，

クロット放に濯する 角閃石は自影め緑色角閃石である

中粒角閃石様婁母石英閃緑岩(101811 相阪市高#闘東方 lkm)

中魁.，息状!停に!弱い片状構造カ唱められる 変絹緑岩の包有物を含む主成分鉱物は斜長石

(43.5%)，石英(Z5.5%)，カリ長石(5.0%)，よ込書客母U5.0%) 角閃石(11.0%)である lill成分鉱

物はジルコン，りん灰石からなる 斜畏石は 5mm程度の半自形結晶で，累帯機逸が見られる 石

英は他自院でI 間際光壊状に獲し，援助消光がみられる カリ長石は少量で.1&形を示し，間際充機

設に産する 様雲母は 2-3mmの自形で!クロット挟に麗し，時に，弱い定向配列をなす角閃石

"短柱状，淡緑色，自形で!黒雲母とクロットをなす

堅上花側岩 (Gc，Ge) 

命名 生駒山地領家修研究グルプ(1997)が柏原市繍尾付近に様式的に露出する，組粧角閃石製雲母

花附岩花胤閃緑宕に命名した

分布 本図鋸南西部。大阪府柏原市の横尾付近に岩縁状に少量産する

聞係 この花開岩に由来するアプライト質岩相が信，.山花筒閃緑岩を貫<(第 25図 B)

治相と暢透 視位， 都中位で!塊状の花閥岩一花尚閃緑岩でおり，石英プールで特徴づけられる

省体周縁部，，~リ長石が斑状となる角間右県雲母花鴎岩一花尚閃総省である

砦石E己線

組粒'"雲母花同省(凹12506，袷原市横尾西方0.5km)

主成分鉱物は斜長石(35.0%)，石英(40.5%上カリ長石(20.0%)，県雲母(4.5%)からなり，裕れ

ん石，ジルコン りん灰石を副成分鉱物として含む斜長石U7-10mm前後の学自形，卓状結晶

で，累術構造が見られる 犠舗はしばしば絹雲母化している 石英は 7-lOmm程度のプールをな

し，集権状をなす弱いサブグレイ r化がみられる カ1):畏石は半白形ー他形で1 弱いバーサイト

組織をなし，絡子機遣がみられる 黒雲母は自影!褐色で，集合してクロット状に産する
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斑状角閃石繍雲母花附着(的企511，柏原市積尾爾方1.3km) 

カリ長石縫状，塊挟の花商法で!後 10mmを鎗える大型!自形のhリ長石斑状で符'"づけられる

支な構成鉱物は斜長石(30.0%)，右英(35.0%)，カリ長石(31.5%) 黒雲母(4.0%)，角閃石

(0.5%)からなり!副成分鉱物としでジルコン，りん灰石からなる 斜長石は通常 5-8mm前後，

半白形で，弱い累帯構造がみられ。核部は絹雲母化している 石英はプール設に集会して産する

ヌウリ長石は瑳状で，;f，'ィキ 'Jチックに他の鉱物を包有する パーサイト構造を有し，裕子栂遣も認

めら札る 黒雲母f:i5mm前後の自形結晶で，集合して産することが多い 角関石は緑色，半自形

で黒雲母とクロットをなす

大道花駒治 (Go)

命名 機業国結庄(1997)が羽曳野市太子町付近に様式的に露出する中粒組組黒雲母花隣岩に命名

した

分布 大阪府羽曳野市太子町付近に東西約 lkm，南北約 lkmの小規模に分布するが，周闘を三上

山の安山岩績に覆われる.

関係 この花倒省と他の花開省銀との接触iit頭がないため貫入関係は不明であるが，その分布は償責

山花期間緑老普及ぴ岩措山花閥岩の精進を切る

岩相と綱遺 命 題盤の~.母すE間着で弱い片状栴迭をもっ その走向は北西南東から北北西南南

東で商に傾斜している 岩稲"比湾攻V悦勾貨である 錦分的に。県雲母が緑泥石化したり.hリ長石がや

や銚色を呈するなど変質を受けている

岩石記載

中組組黒雲母花働省(，印62108，羽曳野市大子町大港)(第1lI図版，)

主成分鉱物は斜畏石(31.3%)，石英(38.3%)，カリ長石(23.6%)ω 様雲母(6.7%)である 副成分

鉱物はりん灰石。ジルコンである 石英は半白影!盤状，変形作用によるサプグレイン化が包めら

れる斜長石は半白彩ー由形で，アルバイト双品がよ〈見られ， JHlffA.造を有する 郁，カリ長

石との按触都でミルメカイト組織をなす カリ長石は学自形，時に!胤際充蝶状に産し，パサイ

ト組織がよ〈宛逮しI 格子情造もよくみられる 黒雲母は半白形短経状 長柱状でクロットをな

して産するものと 散点状に産するものとがある

皿 3. 3. 4 第 4糊花尚治 (Gh，A) 

爾河内花陶器 (Gh)

命名 生駒山地領家俗研究グループ(1997)が平野町倍賞姻付近に篠式的に露出する掴盆ぎ〈ろ石含有

花開岩に命名した

分布 本国舗中央部，奈良県平群町信貴畑付近にまとまって東西に細長〈分布する

関係 北部の福貴細石共団縁岩を明瞭に貫 くほか1 務部の倍賞山花開閃緑岩に花附着化作用を与え。

カリ長石斑品を生じさせている

岩槻と構造 細粒弱片状花倒岩で，西部では片状構造が顕著となる 少量のぎ〈ろ右と臼雲母を合む

ことを特徴とする 宕相は全体として均質であるが， 北部に分布するものは，やや有色鉱物が多い 南

部の信黄山花倒閃縁岩との接触都寸近ではアプライト質，ぺグマタイト質活相となる
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娼石"叡

制組ぎくる石含有無雲母花r自治(51406，平野町信貴畑!第1lI図版b)

主な織成鉱物は斜長石(20.5%).石茶(42.5%上カリ長石(33.0%)，黒雲母(3.0%)，ぎ〈ろ石

(0.5%)，白雲母(0.5%)である 副成分鉱物としてジルコハりん灰石を含む斜長石は半白形一

自影!双品がめだち，累帯情造が発進する カリ長石ほ後1cmを勉える大型のポイキロ破品と

2mmJ'lij伎の小型のものからなる ポイキロ斑品はバーサイト縛遣が発途し，小型のものは格子精

進が見られる 石英ほ 1-3mmで，波動消光が顕著でサプグレイン化が目だっ.!烹l:t..，孟 1-2mm，

自形一半白形で散在して産する ぎ〈ろ石は 1mm前後の魁状で，散在して産する 臼雲母は

1mm前後で，半白形である

国池花闘法 (A)

命名 生駒山地領家格研究グループ(19ゆ7)が東大阪市国池付近に様式的に露出する細位花開岩に対し

命名した

分布 ー般に大きなお体をなさす花附倉質倉原として本図幅内に広〈分布する 本図館中央部.東

大阪市神立付近では比較泊まとまって分布する 本図幅の花閥岩質岩脈はすべてこの闘地花開岩に属す

る

関係 他のすべての花耐岩鏑を岩'眠状に貫〈

婚姻と術造決求の鯨絵花尚岩で。時にアプライト貨となる。貫入方向は南北方向が大部分である

場右記載

細魁黒雲母花開岩(J回関2，東大阪市神立)

級住で，カリ長石のポイキロ粧品を含む 主な機成鉱物は斜愛右(17.3%)，石英(41.5%)，カリ長

石(40.0%)，;':1:¥:母(l.O%)である 副成分鉱物として白雲母。ジルコン.りん灰石からなる 斜

長石は 2mm以下の半自形結晶で，泉符構造が顕著である カリ長石は時に， lcm前後の草壁品と

なη，バーサイト構造が発途し?他の鉱物をポイキリチックに包有する 石英は 1-2mm前後の位

校結晶で，波動消光が捌者である 県雲母は }-2mm前後の自形結晶で，散在して産する

化学組成

本図鑑地域の花働岩鎮の中から約 110個を選ぴ，蛍光X線分析による化学分析を行った(図結庄ほか.

19ゆ7;機薬 ・旬結庄， 19ゆ7) 第 2，3穫に各花閥若の代理史的な化学分析値を示した 以下に各時期の花

陶岩類の化学組成の符微を列記する

第 1期花開岩信貴山花倒閃録宕は SiOIが回一75%と広い範囲にわたり， AhO.は 14-18%前後のも

のが。 K，Oは 1-4%のものが多<.全体に低い値を示す

岩橋山花削岩は SiOI'O"69-79%と変化するが， 70-75%のものが多<.信食山花倒閃緑岩より SiO.合

有量に富む.

高安山花樹績は SiO.が 66-78%で，多〈が73%前後と高い値を有する AI.O.も13-17%と比加的商

しまた， K.Oが 4-8.5%と高いものが多い 高安山花関岩の細粧県雲母花閥岩相は主婚相に比べ，や

や Na.Oに!Iむ 高安山花陶岩はー般に信黄山花向閃緑岩に比べ高い K，Oをもっ

第2期花蘭岩 鴫川花蘭岩は SiO.が 69-74%前後， Al.0.!ま14-17%前後， K.Oが 2-5%と高<.
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詰

第 "長 図幌地繊の代表的な花働省績の金活化学組成 1m施庄はか。 1凶附7術者官園紛$:.19栂7による}

鴨川花岡岩 堅上花崩岩 竪下花耐閃揖岩 大道花尚宕 南河内花潟岩 困地花様岩

O P Q R s T U V 、v X Yl Y2 Zl z2 

NUMBER 053271 620510 315270 092508 101816 101806 ()曲，505101811 95092902 95092回2-02 522岨 52209 91507 100902 

SiU2 70.21 71.07 73.57 77.59 76.81 69.36 71.57 62.52 76.51 73.86 7248 74.85 76.68 76.34 

TiU2 0.15 0.11 0.09 O.OB 。‘06 0.57 0.33 0.74 0.18 0.20 0.14 0.18 0.04 0.05 

A12UJ 16.70 lι42 15.01 12.96 13咽49 15.34 15.11 16ユ5 13坦 14.71 14.23 13.95 13.44 13.61 

F，O 201 1.81 1.01 1.08 0.75 3.78 243 6.42 206 2.22 211 1.44 0.86 0.90 

M"O 0.01 。.02 0.02 0.02 0.02 0.07 0.04 0.12 0.04 0.04 。‘30 0.04 0.04 0.09 

MgO 0.95 0.51 。‘31 0.08 0.03 1.14 0.48 1.80 0.33 0.36 0.30 0.38 0.10 。.09
臼 0 265 245 1.57 0.94 0.56 3.75 216 5.00 239 2.44 1.22 1.46 。.87 1.29 

Na20 3.25 3.25 3.01 3.23 3.23 3.37 3.52 3.34 3.87 4.06 3.29 3.60 3.24 3.34 

1<20 3.53 4咽01 4.78 4.64 5‘69 1.53 3.01 2.65 1.76 272 4.20 3.82 298 4.28 

P205 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.14 0.08 0.15 。05 0.05 0.07 0.04 0.01 0.02 

TQTAL 99.48 99.78 宮9.38 100.63 100.67 9町9.04 98.74 98.99 100.47 100.67 98.34 開 .76 98.26 100.00 

O : &8~県.. 母花欄密情関石含有組). P 観盤."it花働錯{主省相). Q 纏伏期:~花倒む R 粗盆繊u花尚治 s 礎松角閃石U~花削岩 T 中段角閃石拠客

引.ro側関総".u綱総角閃右P.l#$c花鴎閃総智.v 中盤角閃石綿n石英関級者 W:</'銭Al;!;llf(E尚岩(主宕欄). X 中也被~峰花尚必 y) 綱鐙"ろ右含有昂

u 花闘響{主倉紺).Y2 楓縫ぎくろ右含有縄県n 花尚む， Z1: Ol鐘揖雲母花附盆{主溢相)，Z2 鋼舷型客観e花関岩
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第 26図鑑駒山地の解 1.3M問花側省領のSiO，-Na，O+K，O図及USiO，-FeO/MgO図

{阿倍Eをほか!ω切による}
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第 27図 園縮池嶋の花岡町岩績の Al，O，-(Na.O+K，αCaO-(FeO+MgO凶団結座ほか 四?による}

Iタイプ花劇活矧とsタイヲ'A凶む剣の境界観客Chappelland White (1917)による
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Caoが 1.5-2.7%と低い傾向にある

第 3期花開宕 堅下花踊閃縁結は 5iQ.:Qf62 .5-76%と広い範囲にわたり。Al.Q，や K，Oはそれぞれ

12-16%， 1.5-5%のものが多しやや低い値をもっ

大道花附岩はSiO;Y73-77%と大きな組成変化がない 第 1，2期の花倒宕に比べ，閉じ 5iO，含有量

の岩石で比べると， Na，Oがやや高<.MgOや K，Oが低い

竪上花尚岩は SiO.が 13-78%に集中し，高い信をもっ Al，O.や K，Oはそれぞれ12-15%前後，

4-6%と高い値をもっ

第""花開岩 南河内花筒岩は SiO，の多くが72-77%で， AI.O，と K，Oの多くが，それぞれ 13-16%

と2-7%と高い 南河内花倒治は周池花凶器に比べ， Al.O.含有量が高(， Sタイプ犯尚岩に嵐する

困地花筒岩は 5iO.1.l176-79%と脅し〈声高<. Al，O，が 13.5%前後， K，Oが 4-6%前後のものが多い

微量元棄をみると，倍賞山花岡閃緑温は低い Rb含有量，昼、橋山花掬岩は;!J;いz.含有量をもつほか，

大道花働岩は低いs.含有量を有する 第2期と第4期花晦岩はやや高い B，含有量をもっ

第 I期花附宕から第4期花樹告に麦る化学組成の維移をみると，第 l期の信11;山花耐閃総省はやや低

い K，O，アルカリ及び FeO/MgO比をもっ(図結庄陪か， 1997;第 26図) 第 2刻花尚岩の吻川花開績

はやや臨、 FoO/MgOを有する 第 3期花倒岩の竪下花倒問録制調じ SiO，~，"'する花胤省に比ぺ!

明らかに低い K，O.アルカリ ，FoO/MgOで他の時期の花尚治実質と異なる佐賀をもっ大道花随岩は

やや高い Na，Oをもっ 竪上花開岩は高い K.O，FeO/MgO ltをもち，他の花倒宕と輿なる(第 26図)

第4期花嗣宕の南河内花筒岩及ぴ悶池花閥岩はともに高い K，Oで。他の時期の花関岩と異なってい

る このように，花陶岩類は各時期によってそのイ包学的特徴を異にする

これら花筒老若績のうち，南河内花商岩は Al，O，が高<， FeOや MgOに乏しし Chappelland White 

(1974)のsタイプ花閥告に属する(第 27図，菌結庄ほか， 1997) また，高安山花倒倉は多〈がSタイ

プ花筒岩に， 部Iタイプ花働岩に属する 一方，他の花尚2差額はIタイプに属する このように，傾

家帯の花閥宕領の中にも衛河内花働省のようにsタイプ花働省が移在することが明らかとなった ま

た，ノルム Or-Ab-An組成をみると，;ej安山花尚岩や南河内花開宕は著しく O.組成に高み(第2B図)， 

信貴山花崎閃僻岩は Ao組成に富むなど，制時期の花陶岩によって化学組成が興なり，それぞれ異なっ

たマグマから形成されたことを示している

山 4 岩 脈類

本図帽の溢服類は斑れい宕を貫き 1 花倒結により熱愛成を受けている花li1閃録湿者{省期着目黒)と第

1-3矧の花開溢癒を貫〈花筒閃緑斑岩や困池桂樹告(花尚岩買告脈)(新実男岩脈)に犬き〈分けられる な

お，関池花開宕(A)は花開岩の積で既に!e載した

ID. 4. 1 古鋤婚旅類 凹)

花樹閃緑潤岩田)

生駒山地領家修研究グループ(}997)が命名した熱変成ひん宕に相当する 生駒山斑札ぃ宕体の酉部に
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のみ麗し，片状組晶を有し，再結晶作用をうけている 岩相は花開閃緑夜省一石英閃緑環宕である 宕

脈の餌は 10m程度のものが多いが，東大阪市出雲町付近のものは比較的規雄が大きし最大 100mほ

どに遣する 岩原の方向は南北方向のものが阜越する 岩眼中の片状精進は北西一南東で，領家格のー

鍛的栂造の方向である この岩脈の Rb-Sr金岩年代が加々業ほか(1997)により行われ，約 111土7Ma

の臼亙紀前期一中期の年代が得られた

岩石Ie磁

花陥閃縁報省(9308671，東大阪市/t'，:!:町南)

綴品斜長石と白隠位の斜長石I 角閃石及ぴ少量のa降客ii，石英からなる 副成分鉱物及び二次鉱物と

して。りん灰石，チタン鉄鉱，緑泥右からなる 斜長石庭品は自形であるが，石拳のものは半白

形-.影である 角閃石"半白形一白形，淡緑色で，録泥石に変質しているものが多い 黒雲母は半

白形ー他形，茶掬色を呈する 石英は他形で，間隙充域状に産する

m. 4. 2 新期借眼鏡 (P)

新期岩脈に属する花耐閃緑斑宕 (P)

花尚閃縁斑告は鴨川花尚岩の西端に多〈みられる 塊放の角閃石花開問線灘岩である この花嵐閃緑

破岩の稲は 10数mのものが多しその方向は荷北性のものが多い 変形，再結晶はみら札ない

岩石配鍛

花陶閃緑斑宕(9301205，東大阪市大方寺東方O.5km)

斜長石1 角閃石及ぴ少2誌の単斜輝石。石英からなる 副成分鉱物として不透明鉱物，録泥石を含む

斜長石は自形，短冊状の斜長石が石""をなす 角閃石は半白影一白形，褐緑色で，短冊状斜長石の

栓側!を裡める 単斜陽石は半白形で斜長石の粧.，を埋める 石英は{由形で，間際究場状に産する

IV， 第三系

(古川肱之}

IV， 1 研究史及び視要

二上層群を含む本地桟'"最初の地質図は， 20方分の 1c大阪J図幅(山下， 1回めである その後1 大

場 (1910)がは じめて詳しい測牽を行うた Koto (1916)は日本の火山についてまとめた報告の中で本地

域も考察し。地層断斑図を載せている また，吉海(1930)が本地域の層序の研究を行っている ただし，

この頃の研究ではまだこ上層群と大阪層群の聞に大きな時代の違いがあることは忽織されて8らず，ニ
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「

上山自体もその山容から比較的新しい(第四紀の)火山と考えられていた 更にこの時期の二上層群での

研究対象は火山岩に含まれるザクロ石の成図に集中しており，廊F字の解明を目的とした研究は少ない

第二次世界大戦後になって，森本ほか(j田3)により二上掃群の鷹序がほぽ積立された 絵本ほカ

(1953)は大阪層鮮と二上層欝とを明瞭に区分し，二上JIl訴が大阪府群より有愈に古いことを明らかにし

た また，初めて採層 ・部層の巨分と命名を行った森本信か(1953)以降，二上層鮮の崩序に関する総

括的な研究は， 二上山地学研究会(1同6)のみで，その区分も議本ほか(1953)とほぼ変わらない 二上山

地学研究会(1986)は原川黒崎 定ケ城累層に関して重点的に調査を行い?地II!の細分を行っている 例

外的に亀の瀬地すべり地:'!lの地質に関しては，地すぺり発生直後の鯛査による詳細な報告がなされてい

る(織山， 1932 藤図， 1967など)

二上層群は，下位よりドンズルポ累婿，原川泉/t1， Aケ級幾層とする区分が森本ほか(1953)により

磁立されており，本報告もこれを路損する しかし，部層E分については窓報告では5万分の lという

縮尺を考慮してなるべく簡略化することを主隙におき，従来の部層区分は使わず 岩穏による区分を用

いる 二上層群の結相は，火山谷(火砕治協浩・貫入倉)と磯岩砂岩からなる ドンズルポー集局は

主に溶岩及ぴ貫入省と火砕岩からなっており，砕居住の通常の雄積宕をほとんど含まない ー方1 これ

を老買っ源川累腐は主に喋岩，砂岩と溶岩丑ぴ貫入岩からなっており，火除岩をほとんど含まない 定ケ

滅累腐は。傑岩と溶岩，火砕岩からなっている こ上層群から海成の証拠は見つかっておらず，すべて

政成層と考えられる

ドンズルポー集局最上部のザクロ石累雲母流紋岩火砕岩に関しては1 火砕流漣積物の運搬 ・堆積メカ

ニズムと堆左翼環境をめ〈って Katoet al. (19η1)， Yamazaki et al. (1973).佐藤・茅原(1990).鎌国

ほか(1995)などの研究がある

二上層群の火山岩については，瀬戸内火山者実質の一部として Morimotoet al. (1957)，山崎 大賞

(1969)が岩石学的研究を行っている またI 火山岩の放射年代を河野・植岡(1964)，興ほか(1980)，繍

山ほか(1984)，吉川(1曲7)が報告している

八尾市高安山から平群町信貴山付近には貫入岩が点在し，佐藤(1985)の研究がある これらの貫入宕

の着賞は二上層群の火山岩の岩賓とほぽ同じであり!同時期の活動と考えられる

IV. 2 二上届群

IV. 2. 1 ドンズルボー累層 (Dl，Da， Om， Dh， Dr， Du) 

命名森本ほか(19日)による 森本ほか(1953)や二上山地学研究会(19叫)は本腐を更に部屠区分して

いるが，本報告では本暦を下部，中部，上部に区分する 本報告の岩相匡分と森本ほか(1953)&ぴ二上

山地学研究会(l986)の都府との対応は第4表に示した

様式地 穴虫峠を中心とする原111.飛鳥川上流地域(森本ほか.1953) 

分布・ 層庫本腸は二上山周辺の山地及ぴ丘陵地に分布している 庖厚は二上山付近で最大符Om

以上である.

膚位関係 先第三系を不盤合に覆うほか。二上山南西都ではー部断層で接している
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第'" 二上層君事の婿序対比表

本図幅 よ山地学研究会 1986' 森本ほか 1953

峻定ケE層R 

確宕
定械累nケ， 舗昼前層/毘辺都圏

集璽母流紋岩デイサイト凝匝宕 王手山相庇宕

集璽母斜方輝石デイサイト溶宕 寺山火山岩

定員R累' 玉拍車匝岩層 (吋

寺山火山岩

カンラン石単斜開石玄武岩洛岩及び貫入岩
東条火山岩/芝山火山宕/
厳弁火山活/雁多尾知火山宕 芝山火山宕 (* ) 

品

カンラン石制方鱒石単調輝石安山岩溶岩
旧期ドロコ口火山岩/

原l累用11 
原J愚累11 新獄ドロコ口火山岩

よ
雄岳火山岩/明神山火山岩/

府 無斑品安山宕i1i省及び買入岩 春日山火山岩/柏崎火山岩/
石ま〈り火山岩

事手
図毘都圏/明神都圏/

機宕砂宕シルト岩
lはト部メンヨ山部届/東山都圏

ザクロ石黒璽@流紋岩火砕岩 ドンズルポ一層/穴!Il峠様岩掴

ド上部ザクロ石黒雲母斑紋宕溶宕及び貫入告 ド雌岳火山宕

原j2l1 師火山岩/明神山火山岩/

春日山火山宕/太子火山岩

よ部ドンズルポー蘭/穴虫峠機岩圏

ド雌岳火山岩

ズムノ ザクロ石含有角間石斜方障石安山岩沼岩 主畑火山活 長畑火山宕

府生ドZザクロ石摺酷山岩火硝

ザクロ石黒璽母安山岩溶岩

Jポ書， 中部ドンズルポ眉

石切犠火山岩

ルボ言 中部ドンズルボ 層

石切場火山告

五ザクロ石黒酷琉描火山醐醐 下部ドンズルポ 層 下部ドンズルポ届/鹿谷火山宕

(掌) 森本ほか(1953)では王手山凝血宕眉を原川累眉に，芝山火山宕を定ケ域黒層に含めている
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岩縄 本溜は大き〈下部，中部!よ却に区分される

下部はザクロ石黒雲母波紋者火山稜凝灰岩からなり， ー宮市は溶結している {第四悶) 溶結凝灰岩は

二上山南方に多〈 一方I その側方延長の嘗隣町加守や太子町牡丹洞などには分布しない 下部自体の

局厚も二上山南方で 150m札上なのに対し，太子町牡丹j同商方では約 20mと薄くなる 二上山南部で

は溶結凝灰岩は非溶結凝灰岩を挟んで2111隠められ，上位のi容結凝灰岩の方が溶結度合符齢、 軽石，石

費者片，細粧火山灰からなり。ー般に掬汰は悪い 経石の発砲はよく，宕片には長径数 cm未満の県雲

母J"紋者，花?銅器績を含む 非洛結部には炭化した木片が含まれることがある 太子町太子温泉東方の

小川では，基底に花掬宕起源の静屑物からなる線岩が..められる

中部はザクロ石易黒雲母安山岩溶岩及ぴ火砕岩，ザクロ石含有角関石斜方源右安山岩i客岩からなる 分

布からみて，後者が稿者に獲合的に重なるとみられる 岩屋峠及び血谷寺跡西方でp ザクロ石黒雲母安

山岩溶岩及ぴ火砕岩がドンズルポ累層下部を整合に覆っているのが砂察される いず九も箸しい削り

込みなどはなしドノズルポ集局下部と中部との間に大きな時間間際はなかったと推定きれる ザク

ロ石黒m母安山器溶岩は，多くの苦鉄実岩石の繍護老きを含む(議本ほか， 1953) 萎底宮市には火山角線治

."，図 ド〆ズルボ"*下線ザクロ石黒'"奪涜紋岩火山磯良議灰浩の溶結礎灰岩
〈文子町大子温県東方の探右働拘)
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を伴い，それに重なる塊状都にはしばしば柱状節理が発達する ザクロ石黒婁母安山岩火砕岩は溶岩と

密1妥に伴っており，溶岩に近い地検では錯塊は粗粒で!基質に乏しい また岩機の発泡は不良で，円磨

の程度も低いくことから，これらは洛岩から崩れた胤康雄積物やその蒋推欄物と考えら札る(第 30図)

一方，搭岩から離れた地I~では，岩塊の門瑠が進み 複製岩に近い岩格を呈する このような岩棺では!

成層揚造がよく発達し，iEまたは逆級化調寄進が認められる ザクロ石含有角閃石斜方輝石安山岩溶岩"

主に二上山北方に分布し， 多くは火山角磯岩の産状を示す新鮮なときは背灰色を呈するが， 一般に変

質が進んでおり， 淡偶色一決赤灰色を呈する 斑品量や基賓の経度は。地域によるぱらつきがやや大き

し、

上部はザクロ石黒雲母流紋岩落岩貫入宕及び火砕宕からなる 溶岩及ぴ貰入岩はニ上山1<近に，火

砕岩は香芝市屯鈎峯付近を中心に東北東一西南西に連続して分布する 下位のドンズルポー巣廊下部

中部の分布とはやや斜交し，穴虫ではドンズルポ一族暦中認のザクロ石含有角関石斜方海石安山岩角奇襲

岩にアハヴ卜する(佐藤 ・茅原， 19田)

ドJ ズルボー巣壇上部の火瀞岩は，香芝市屯筒準周辺に野露出を見せ，主に火山健凝灰岩，凝灰角線

岩，成局した細位な凝灰岩の亙月脅からなる(第 31図 A) 火砕省に含まれる本質岩片と考えられる岩片

の多くはザクロ石含有線雲母流紋岩で，発泡していない収atoet al.， 1971 ; Yamazaki et al.， 1973) 

香芝市凶尻峠十付近では，依下部にドンズルポ-J長嶋中部のザクロ石含有角関石斜方鱒石安山岩のプロッ

クに富む凝灰角礁揚がみられる また上部では匁淑凝灰岩ー凝灰JI1砂岩が主体となる 火山傑凝灰岩一凝

灰角畷岩は一般に塊状で，層厚 1-4m程度のことが多い 石質岩片，程石，細盤火山灰からなり，淘

汰は惑い《第 31回 B) 最上部にはときに脱ガス精進が見られることがある(第 31図 C) また!含まれ

る岩塊の揖留磁化方位がー定している{Katoet al.， 1971 :鎌図偲か， 1995)ことから，堆積物は高温で

第3<l図 ドンズルポー泉層中部，ザクロ石黒雲母安山宕礎灰角礎宕〈太子珂ニ上山菌剤
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定量したと推定される これらの特徴から火山礎凝灰岩凝灰角撲岩は火除i荒地積物と考えられるe 成

層した制粒な凝灰岩は下位層を平滑に覆い。ほぽ平行な業理が発達する(第31悶D) ときに bomb

"'.構造が12められることがある(第31図日 また，しばしば火山豆石が含まれている(第 31図 F)ほ

か， ，田cu!atedtuff (Lor凹 tz，197-4)が包められる(第 31国 G) これら句符微から成層した細位な凝灰

岩はサ←ジ縫積物と考えられている(鎌図ほか， 1凹5) 屯鈎翼民北端では1 級粒凝灰岩の表面に乾裂とみ

られる割れ目が発達し，かっ rしわ」が寄ったよ?に変形している(第 31図 H) その断麗では地層が磁

断して thrustUPしているのが観察される(第 31図I)

，.' ・・9叫ー一一
毛細胆-τ瞳円一'・. . 

• • ， 
..川・一 -• 

第3J図 ドンズルポ集層上句。ザクロ石損害E母涜紋岩火砕宕の産状左犠様締遺{寄芝市屯衝撃}

A 成局したザクロ右!P..母諸紋後火勢総

B 火山欄&灰省吋提灰角磯署告の~底.

C 火山務長灰岩雄灰角環gの上旬霊直方向に民ガス構造が見られる(矢印ほか〉

D 火山砲"灰岩凝灰角鶴居を覆う~.した倒盤な&灰岩

Z 皮膚した銅盤会礎灰岩の"'m'組 g/O遺
F鯛枝な張反宕に含まれる火山室右 掴現高岡クローズア yプ
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ドンズルポ一路用上部のザクロ石黒婁母流紋岩は，雄岳H阿鍵の分布の最も北側はほぼ垂直に近い貫入

者で。原川累膚の無施品安山岩に平行している 雌岳府辺ではー般に流紋岩火山角棲省で，下部に獲灰

角線岩を挟在する 雌岳南方ではドンズルポー集局中部を覆うが，境界は起伏が大きし谷部の基底に

はザクロ石含有角閃石斜方録石安山岩のプロックに富む議灰角礎岩がある 1:1麻町新凌家西方ではほと

んどが発泡の悪いプロ yタからなる火山角礎岩で，まれに砂岩を挟在する 緩岳北方では， 小岩B震がド

ンズル"でー巣鷹中部のザクロ石含有角関石斜方峰石安山岩を貫いている

岩石恒敏

ザクロ石探雲母流紋岩溶結凝灰岩(第 32図A/GSJR 65935) 

産地建技大子町太子温泉東方の深石場路に産する強溶結の火砕潟堆積物

結晶斜畏石石英黒雲母l ザクロ右

基質ガラス片.ガラスレンズp 微小な結晶片及ぴ活片

足雪片 波紋岩，.m雲母花関箸

結晶はいずれも破砕されてお η，級位な結晶のー衡に自形の形態をとどめる 斜長石は長径

2mm以下で，顕著なアルバイト双品を示すものがある それ以外の結晶は長後1mm以下

で!県雲母はー部変質している ガラスはやや脱ガラス化し，軽石はつぶれて長径 L5cm

以下のガラスレ〆ズ化している 石寅治片の量は少ない よLータキシティック組織を示す

" 31図 t健制
G 繍鑑な縫灰岩中の.泡 (vesiculatedtuff) 

日総組.礎灰岩層理面に見ら丸る紘療のとその変形栂遺
I 棚組な凝灰皆目野福に見られる重カ変形劇修造右側から友側へ向かつてぬ句stupしている
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篇 32掴 ドンズルボ黒腐の火山宕績の薄片写真
Aザタロ石侵n淀鉄管火山礁緩灰岩の湾総遺灰宕〈女子町太子温県東方の傑石場JfI，GSJ R6開'"
aザクロ石墨書母安山活〈文子町穴.偽側方 GSJ R659611 
C会ザクロ右角肉右併方銀右安山岩12藤町細菌芳 GSJ R65917) 
D ザクロ石黒雲母淀飲岩(太子町二よ山.~栴隼， GSJ R65915) 
いずれも下方ポーラーのみ

ザクロ石黒雲母安山岩(第 32図 B/GSJR 65961) 

産地ー産技 太子町穴虫峠南方の二よ山への登山道路に露出する溶岩で，柱状節理が発途する

疲 品 斜，.石，黒雲母，ザクロ石

斜長石は受後2mm以下の短柱状盤状で，自形半自形を呈する 易黒婁母は後 2mm以下の

厚板状で， Y勾 z=鍋色を呈する ザクロ石は径 1.5mm以下の粒状で，やや丸みをおびた

紙状を示す

石拳ガラス，斜長石，不透明鉱物

科長石iま受径 O.05mm以下。その他の結晶はごく徴織で，ハイアロピリティック組織を示

す

モード組成 盛時長石=お 2%，ザクロ石=1.9%，.JI雲母=7.8%，石拳=62.1%

角閃石割方鱒石安山岩(第 32図CノGSjR 65917) 

産地産状常麻町姻菌方の二上山への登山道脇に露出する沈設の溶岩

斑jnh 斜長石，斜方様右，不透明鉱物!角関石(粘土鉱物に変質)

斜長石は長後2mm以下の長4車柱殺で，中性長石に属する 鈴方輝石は長径 2mm以下で，

長 短柱状を呈する 不透明鉱物は径O.7mm以下の盤状である 角閃石は長径O.4mm以

下の短柱状でf 完全に変質しており，ご〈少ない

石釜 ガラス，斜長石，斜ブヲ輝石

ガラスはやや脱ガラえ化を受けている 斜長石院長径 O.lmm以下!その他の結晶は微細で，
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ハイアロピリティック組織を示す

モード組成斜長石=18.7%，斜方揚石=7.9%.不透明鉱物=0.6%，石器::72.8%

県雲母流紋宕{第32閲 D/GSリR65915) 

産地産状太子町二上山雄岳の爾貨のII山道に露出する務省

港品斜長石，m雲母

斑品i!は少ない斜長石"長径1.5mm以下の短柱状を呈する 黒雲母は径 0.3mm以下の

板状で， Y討Z~時鋤色を呈する
石拳ガラス，斜長イ百

斜長石は畏径O.03mm以下で，ハイアロピリティック組織を示す また， ilt理構造が臨め

ら仇る

モード組成斜"石=2.7%，黒雲母=0.3%.;信基=97.0%

年代 ドノズルポー幾層の火山岩からは E令部のザクロ石!!¥l雲母安山岩溶岩の烈雲母K-Ar年仕と

して 16Ma(河野誠困， 1964)，またザクロ右含有角閃石斜方様石安山積溶岩の企岩 K-Ar年代とし

て15.4::fO.3Ma(吉)1(， 1997)の政射年代が報告されている

IV. 2. Z 原JII累層 (Hc，Hs，血a，Hb) 

命名 察本ほか(1953)による 家本ほか(19日)やこ 上山地叶研究会(1986)は本旭を更に部居区分して

いるが 本報告では本暦を岩相で区分する 本報告の岩柏匡分と森本ほか(1953)及び二L上山地学晴究会

(19咽)の部局との対日Sは第4表に示した

被式地香芝市図尻より闘尻帥に至る街滋周辺(謀本ほか， 1953) 

分布・層庫 本層は香芝市図尻から穴虫にかけての丘陵地， 三上山泌窃周辺7 羽虫野市から大子町の

山地及び丘陵地2 明神山周辺の山地及び丘陵地，柏原市圏分周辺に点在して分11Iしている 旭厚は分布

地ごとにまちまちで，厚いところでは明神山付近で 2∞m以上である

層住関係 ドンズルポー累婦をま複合に覆うほか，基盤の党第三系を耳、盤合に覆ラ ニ上山雄岳周辺や

柏峰では然環品安山岩がドンズルポー黒屠及ぴ先第三系を貫いている

岩縄 本府iま岩絡により 場建岩 砂皆 νルト智，無減品安山宕溶岩及ぴ貫入岩，カンラン石斜方輝

宥単斜筒石安山岩熔:b'，ヌ，，，ラ〆石単斜録石玄武岩Il<岩及ぴ貫入省に区分される これらの岩絢 ，:~基本

的に互1tl関係にあり ，その総合せは点在する分イ有地，~ごとに異なる

eを岩砂岩; ンルト岩は， ドンズルポ累婦分布域ではこれを覆い，それ以外では基鍍の先第三系を

直後被って属加I~層分布域各所に'"記する 池袋では模式地付近に最も厚く分布し，層厚約90mに透

する脊芝市屯処進北方ではす位のドンズルポー採用よ部から漸移する 喋活砂岩 ンルト岩は分布

域によって岩本EやE業種などが少しずつ異なる(二上山地学研究会， 1986) 屯鶴当証北方ではドンズルポー

線用起脅威の砕廃物に富み，連事底部はザクロ石I.\~-liì荒紋者援におむ機岩，砂岩からなるが， !面携によ勺

てはザクロ石含有角閃高純方嫁為一安山岩の礁に;1;むこともあり，後費地からの流系が複数あったことを

示唆する 柏原市周辺では磁灰資砂怨が阜起し.襟岩.凝灰質シルト越を挟君主する この簡の地域では，

llIl岩。劇粒砂8を玄とする 礁宕の婆賓!砂宕などの制粒の砕I荷物はほとんど花向指;起源の結晶片及び

岩片からなり p 掬汰がよい 際担は花尚岩が主で，場所により無斑品安山岩やカンラン石単斜嫁石玄武
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告を伴う 特に太子町太子ヶ丘東方に分布する原川累層の礎省は， ドンズルポー累層を直後覆っている

にもかかわらず，機種がほぼ花繍岩のみからなりド〆ズルポ累磨の礁をほとんど含まない なお，原

川果層の推訓告からは縞物出石及ぴ淡水棲の建議化石が産している(二上山地学研究会。 1986)

無粧品安山岩は春日山 太子町石まくり，柏崎，二上山雄岳周辺，明神山周辺の山地及び丘陵地に分

布している 従来は，これら分布の費量れた岩体ごとに部局として区分されていた(森本ほか， 1953;二

上山地学研究会， 1986) 岩体ごとに産状や石慈の粒度，まれに含まれる斑品の種類は少しずつ異なる

春日山ではきわめてまれに斜方輝石 単斜輝石波品を含む安山宕溶岩である 時育灰色を呈し。 しばし

ば絞殺節理が発途する ー都では著しくガラス質で，鋭別な貝鮫放の断商に削れる 石まくりではまれ

に斜長石，斜方輝石粧品を含む安山岩で，著しい流理局遣を呈し，変質が進んでいる 柏崎ではまれに

斜長石，角閃石，斜方輝石粧品を含む安山岩の貫入省で，脅灰色を呈し，板状節慨が臨められる 花岡

岩及びドンズルポー累層上部を切る断層に沿って貫入しており，柏峰南方で観察きれる貫入面は凹凸が

激しい 明神山周辺ではまれに斜長石，斜方鱒石，角閃石斑品を含む安山告である 淡時紫灰色を皐

するが1 しばしば変質して淡紫白色を呈する 普通は塊状で(第 33図)， 舗で角礎岩化している 塊

状郵にはやや不明隊な流理が臨められる 流理の向きは場所によりさまぎまだが，高角度であることが

多い 柏原市圏分東条町の岩体は花筒岩に貫入しているのが包められ，貫入蘭はほぼ霊宜である こ上

山雄岳周辺でi忠雄fきから続〈織に環状岩駅として分布するほか，省麻町加守西方に小法脈が包められ

る まれにごく綱粒な斜隻石，普通角閃石，斜方鏡石療品を含む安山告で，しばしば涜覆が包められ，

涜理に平行に板状節理が発達することがある 時背灰色?ときに淡赤紫灰色→紫繍色を呈する 野外で

の産状I;l:j鬼状で，角唆岩状になることはない 問外的に，嘗麻町加守酉方の小岩E震のうち，北側に位盆

する岩原は部角礁宕化している

カンラン石斜方輝石単斜錫石安山岩は柏原市亀の瀬及びその北方に分布し，分布地の多くは亀の瀬地

第 33図 原川累層の無夜品質安山岩(柏原市臨分東粂町の保石場}
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すぺり地域である カンラン石斜方銀石単斜輝石安山告については雄図(1967)がドロコロ熔岩としてー

惜しているのに対し 根山(1932) 建駁省近縁地方建股局大和}I仁工事事務所(1982)，二上山地学研究会

(I986)は古期(または!周期)ドロコロ溶岩，新期ドロコロ溶岩とに区分している 本報告では岩質の犬き

な違いが認められないことから藤田(1967)と問機に一掃する 現在地表で観察できるカンラン石斜方輝

石単斜輝石安山岩は酎"累居の襖岩 ー砂岩 シルト省と互局する溶岩である 斑品に乏しく 一般に変

質が著しい 暗脅褐色一脅灰色を呈する 野外での産款は塊状または角線岩状でI やや発泡し 縄状都

には顕著な板状節理が発達することがある こ上山勉学研究会(19也6)によれぱ1 科芳輝石単斜稼石安山

岩，角閃石斜方婿石単斜僻石安山岩のおさ省も合，九廠多尾畑ではカンラン石単科輝石玄武穏を2実在し

ている

カンラン石単斜嫁石玄武岩は二上層群分布域に点在し，柏原市芝山，柏原市悶辺東方，王子町藤弁聞

方，給関前ドロコロ山。香芝市二上山北西1lI(烏岳)にそれぞ札ト治体として分布する また，屯紛峯甫
0'ん~，，~

方に帳2m未満の省旅が!llめられる こ上山地学研究会(1986)はこれらを芝山火山総，東条火山総，

b・..1'1f'"
!<，多尾畑火山岩，藤井火山岩の4部局置に区分している 般に原川累層の務活 砂岩 γルト宕に挟在

する"ンラ J石車斜縛石玄武岩め溶告で，複数の届継に存在する{二上山勉学研究会， 1986) 芝山の北

西穏では花閣岩礁に)1;む版川県層の礎宕を覆勺ており 境界面付近には駁者な板状銘還が見られる 一

般に塊状，鍬密で，暗脅鍋色一時背灰色を呈する 風化に対する抵抗力も大きいと考えら札芝山1 ド

ロコロ山，鳥岳などでは地形的に突ぬ した詰まりをなしている 周辺東方では，他よワも変質が進んで

いる

岩石配磁

無!!!品安山岩(第 34図A!GSJR 65941) 

産地・産状羽曳野市容白山の係右犠に鍵出する溶岩で，板状節理が発進する

萩品 斜方同右， 1拠斜縁石

瑳品量は極めて少ない斜方輝石は長径0.3mm以下の短伎挟で。自形半白河惨を星ずる

単斜鏡石は長径0.8mm以下の長短柱状でやや丸みをおびていることがある

石基ガラス，斜長石不透明鉱物

斜長石は~径 O.08mm 以下，ふの他の結晶はご〈細絃で，微細なハイアロピリテ 4 ッタ組

織を示す

モード組成 斜長石=0.1%。場斜縛石=0.6%.石基=99.3%

カンヲー〆石鍋方輝石単科婦石安山岩(~ 34図I3/GSJR: 65938) 

産地 産状物原市崎北方の道路脇にZ支出する溶結

斑品斜.. 石l 斜方輝石，カンラン石単斜線石

斜長石は長後O.6mm以下の長住状を塁する 斜方司嫁石はk径 lmm以下の畳一短段状粒状

を呈する カンラン石は径O.4mm以‘Fの勉状司綬絵状で7 完全に変質している単斜揮石

は径O.3mm以下の短柱状一段状である また，石英の権担堅持品を含む

右基ガラス，斜長石，鋭方海石，不透明鉱物単斜源右

ガラス俗説ガラス化が進んでいる 斜長石は長後0.2mm以下，その他の結晶は納継で.木

透明鉱物には針状，組救及び他の鉱物岬位聞を充填した形態のものがある ハイアロ ピリ

ティックーインターサータル総織を示す

モード組成 斜長石=6.8%.斜方輝石=1.7%.)恥斜縛石=3.7%，/]ンラy石=4.6% 不透明鉱
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物=O.J%守石義=回 1%

カJ ラ〆石単斜海ゐ玄武岩(第 34闘 C/GSJR 65925) 

産地産状柏原市芝山の北斜薗に露出する溶岩

~品 "ンラ y石1 斜長石，単斜鱒石!斜方錫石

カンラン石は径 1.6mm以下の柱状4霊柱状で，別れ自が発達している斜長石は長径

O.5mm以下の長柱状を呈する 単科婦石は後 lmm以下の短絵枚組状である 働方樽石

は径O.6mm以下の短住状4立状を呈する

右基斜長石単斜輝石，不透明鉱物ガラス1 紛方錫石

斜長石は長径0.3mm以下1 その他の結晶は繍粒で，不透明鉱物には組状及び針紘のものが

ある インターグヲニューラーーインターサータル飢織を示す

モード組成斜度石=3.7%.斜方海右=::0.2% 単斜淘石=3.3%.~ンラン石=13.6% 不透明

鉱物""0 . 6%，石~=18 . 6%

年代 h向11累11の鋼隆積岩からは1 降伏を特定できる化石の報告はない 火山績の政射年代は，石まく

りの無班品安山活から会岩 K-Ar年代として 13.0土O.7Ma(襲係か， 19剖)念行芝山のカンラン石単斜

輝石玄武岩から金岩 K-Ar年代として 148土O.3Ma(育)11，1回7)が報告されている

W‘ 2. 1 定.，.械累層 (Jd，Jt， .Tc) 

命名 森本ほか(1953)による

模式地 明神山より南西にのびる尾綴の末端(察本ほか， 19陪3) すなわち柏阪市悶辺周辺に相当する

分布・ 層庫本層は柏原市民辺南東方及ぴ香芝市大忠一関屋付近，羽曳野市寺山及ぴ鉢伏山の山地及

ぴ丘陵地，紬際市玉手山の丘陵及び筒井凶付近に分布する 燭厚は寺山で 200m以上である

層位関係 原川累層を援金に額う 上位は大阪府瀞に不整会に2買わ札る

岩綱 本層はき相により 1 礎A白t!撚雲傍斜方鱒石デイサイト溶岩， ~略雲母流紋岩ーデイサイト凝灰滑

に区分さ札る 鎌足きについては二上山地学研究会(1986)は更に関属部届， 国辺部取に区分している

機密は柏原市問辺南東方及び脅芝市穴虫関屋付近に分命し。局厚は最大約40mである 淘"'は

悪<，花附岩，無廃品安山岩t，烈雲母斜方磁石アイサイトの巨礁を含む碁貨は磁灰貨制蚊組紐砂岩

で，通常"基質支持である 肱川累腐の礎翁とは撚雲母斜方備石デイサイト礁を含むことで(gJIJjできる

また大阪脂群とi孟巨撲を念むこと，チャートの療を含まないことでE別できる 化石の産品の報告はな

、、

県雲傍多キフザ侮石デイサイトは羽曳野市寺山及ぴ鉢伏山周辺に分布する 斜長石，石英，黒婁母の組粒

な斑品に宮む溶岩で，原川3終局を援合に覆う 寺山南束力ではやや変質した塊状の溶岩が原川累層の礎

岩結膜砂岩を里っている 分布の南限及ぴ北限の盤会.iWの走向傾斜から，東西方向の組を持つ緩い淘

斜獅迄をなしていると推定され1 地形からみて層爆は2田 m以上に及ぶとみられる 野外での産状は

塊狭または角俊岩状で， ，鬼放都には柱状節理が見られることもある 決理などの明瞭な内部構造'''1'め

られない灰色淡紛色淡緑侮色 淡紫倫色など多様な色を呈する 風化していることが多い

県雲母前t紋岩ーデイ サイ ト凝灰活i玄7 相原市王手山の丘陵及ぴ高弁箇付近に分""し1 腐れIl民層の様績

を盟主舎に笥う 層厚は商#図付近で30m以上である 塊状の繰g;母消紋岩ーデイサイ ト凝灰岩で 伺
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質事 34堕 原川巣膚の火山経績の薄片写奥

A 無准品安山者【羽曳野市春闘山め得石場 GSJ R応941)

B. "ンラン石併方・石.斜蝿石安山告{柏町医市"北方. GS] 

R65S期

C カンラノ石..詩句右玄武岩警〈柏原甫芝山の北.. GSJ 

R6開2渇}

いず仇も下方ポラのみ

第 35図 "ヶ繍."1県雲母流紋岩デイサイ ト凝灰省の脱ガス構造{柏原市高弁図)

一日ー
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第36図 定ケ峨..層鼎...斜方燭石デイサイト溶岩の薄片写真(嘗芝市図!!<'. GSJ R65910 
下方ポーラーめみ

色を呈し，淘汰のよい数mm大来?衡の経石片と火山ガラスからなる 悶結度はやや弱(.風化にはあ

まり強くない 新鮮な覆には明瞭な脱ヌゲス構造が飽められることがある(第 35図) しばしば径数<m

の花閥岩，片麻岩の異質岩片を含む

告右記載

黒雲母割方輝石デイサイト明~ 36固/GSJR 65911) 

産地産状香芝市図尻の大阪府との府県境付近の道路脇に鴛出する俗岩

斑品 石英，斜長石，易黒雲母，併方嫁石

施r置は金体に組経で，量も多い石英は径3mm以下の敏状で丸みをおびた形態を塁しl

-部齢食形をなす斜長石は長径4mm以下の長柱状柱状で，丸みをおびた形態を呈する

黒雲母は後 lmm以下の板状で，やや丸みをおびた形胞を呈する 斜方鱒右は長径O.7mm

以下の長一短柱状一段状を呈する

石拳 f1ラス，斜長石，斜方樽石

ガラスはやや脱ガラス化している 斜長石は長径O.2mm以下!斜方欝右は長径O.3mm以

下の長一短位状一段状を呈する ハイアロ ピリテ4ック総織を示す

モード組成石英=6.7%，紛長石=12.8%。黒雲母=2.3%，斜方輝石=3.1%，石義=75.1%

年代走 ケ城 巣層からの化石の産出は報告されていない 火山岩の欽射年代は，県a母斜方輝石デイ

サイトの金岩 K-Ar年代として 15.1土O.3Ma(吉}II， 1997)が，また機雲母流紋宕←デイサイト凝灰岩

のジルコンのフィツ Yヨ〆 。トラック年代として， 14.0土O.6Ma(繍山ほか， 1984)が報告さ札ている

IV. 3 JI入岩類 (Na，Nr， Nb， Ns) 

大阪府と奈良県の府県境をなす寓安山←信貴山周辺には，多数の貫入岩が認められる(佐藤.19喝5)

償責山にはザクロ石黒雲母波紋岩岩績が基盤の花筒岩類に貫入している 雌岳火山岩に似たガラス質

の流紋岩で，涜寝め明瞭な機状部とそれが破砕された火山角礎岩が混在して認められる 南東緑及ぴ南

西織には火遭角磯岩が分布する(佐藤。 19喝5)
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第37図 信貧山に分布するザクロ石.jIBf!i流鍛造の1f片写真 1'1'幹町信貴山 GSJ R659~5) 
下方ポーラーのみ

信貨山一高安山周辺には，ザクロ石黒雲母安山岩，ザクロ石黒雲母流紋岩，角関石斜方輝石倉有無斑

品質安山岩ウンラン石単斜樽石玄武岩の岩脈が基盤の花自賞者類に貰入している 貧入方向はいすれも

東西ないし北京一南西方向である 信貴山の山項付近で，角関石斜方輝石含有無施品質安山岩とカンラ

ン石単斜嫁石玄武岩がザクロ石黒雲母波紋岩を貧<(佐藤， 19.崎) ザクロ石黒雲母安山岩には 1-2mm

大の自形のザクロ石が含まれ，ときに密集して産することがある 二上!I群の火山岩の岩相と対比する

と，ザクロ石県雲母安山岩はドンズルポー累層中部のザクロ石黒雲母安山岩に，ザクロ石鼎雲母流紋宕

はドンズルポ-".層上宮市のザクロ石易黒雲母波紋岩に，角閃石斜方輝石含有無斑品質安山岩は原川累層の

無表品安山告に，カンラン石単斜輝石玄震岩は:<:ケ減果婦のカンラン石単斜輝石玄武器に相当すると考

えられる いずれも飲射年代などは報告されていないが，上述の貫入関係は，二上山付近の火山岩の共

通する岩相の前後関係と綱初的である この地成の岩原には外側が角閃石斜方銀石含有無斑品質安山岩，

内側がザクロ石黒雲母安山岩からなる複合宕脈が幾っか見られる 佐藤(1985)は三郷町南畑の複合省脹

について，その境界都が漸移することを報告している

平群町鵠悶酉では幅約 7mの角閃石単餅楊石倉有無粧品質安山岩岩採が，基盤をなす花胤省のフ才

リヱ ンヨンに調和的に貫入している 池質図では角閃石併方磁石含有無粧品質安山岩に含めた

砦右記載

ザクロ石黒雲母流紋宕(第 37関IGSJR 65945) 

産地産状 平群町信貴山の納鰻孫寺から信貴山頂への歩道日脇に露出する結頚

粧品斜長石，鶏11母，ザクロ石!石英

斜長石は長径lmm以下の短息状ー柱状である 易黒雲母は径1.5mm以下の叡状で， Y与z=

赤みをおびた褐色を呈する ザクロ石は径 1.8mm以下の槌状で。やや丸みをおびた形恕を

呈する 石英は径O.5mm以下の粒状で!丸みをおびた形怨を呈する

石基ガラス!斜長石，"，雲母!不透明鉱物

ガラスはやや脱ガラスイヒしている 結晶は長径 O.15mm以下で，ハイアロピリティック組

織を示す

モ ド組成石英=0.1% 斜長石=5.4%.II県雲母=1.9%.ザクロ石=0.5%，石.=92.1%
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V 大阪府群

(宮地良典)

大阪屠静"大阪平野，奈良 京都金札機磨盆也淡路島など』ニ分布するS手術ー更新統である(第s
図} 大阪府紛の機減した環境としては，湖沼成. J可成周密主とし 12枚の海成粘土廟t後む 最大局

厚'i"150(ト200Qmである大飯層群は下位よ 9下部局?・rill層上司階層に分けられたf必擦はか，

1997) 大阪層群の111'字と歳出化石編年，火山灰や古地磁気による脂1字を。節38聞にまとめる

本図編絶滅の大医局幹11.大き〈大阪平野商都と奈良盆地縁迫観の丘腿に分布し.従朱よりそれぞれ

の婚必惜地..に厳1字がたてら札それぞれはf 火山灰層や海'"結土111などの鍵層によりそ仇ぞ仇の関係

が明らかにされて昼た，

大阪層群は，大阪平野南揮では主に11闘精丘陵と何府丘陵に，奈良重注旭では 島見丘陵，杏芝丘陵及

び~駒谷などに分布する

下部局は，約200万午前よゆ古い地婦で，メタセコイア胤物鉾'応策納を釈す絹物追体を含む河成 糊

成層からなる.三松火山灰を侠むシルト!IIの上限よりも下位の地層で，泉街地岐に広〈分布L.泉市娯

層{版酬はか 1963)に相当する 図鑑地出では大和川と石川が合流する柏原市玉手山剛辺，奈良盆地で

は，肴芝市岡泌がら主寺町王守にかけての香芝丘陵地械l 渇見丘陵商鮒及ぴ生駒市の生駒谷地~に分布

寸る(第5凶)

中部'"は，約2田万年前から約80万年前の，〆タセコイア縫物郁消滅期の地層で，下部i帥1成鰯

泡成，よ鰯は，海成枯土層を挟む 三法火山灰層を挟むシルトJIの上院から，アズキ火山灰を挟む海成

I~土Jif (Ma3)JlJtI!i直下の砂礎周までを指す泉南組織では。圃分泉崎と呼ば札(原田ほか。 1963)、図師

耐方の松尾丘陵から'/1;岡林丘陵南京都.河南丘陵に.奈良禽泊では香芝丘陵，局見丘陵及ぴ矢図丘陵周

辺に分布する。

よ鏑層11.釣 80百年前以降の地層で，河rP. 湖沼成層と治成粘土居が互屠する アズキ火山灰層を

後tr海成粘土居より上位の地層を指し，泉南泊，.では，泉-1t黒砲と呼ばれ(原因ほか.19唱3).Il>~出隊

北龍泉北丘!t~t!ll.富岡林丘陵北西$.河南丘陵に，奈良盆地では生駒地織に一也が分布する

V. 1 研究車

大阪周辺の第四系の研究1;1.， Nakamura (1926)が湖沼成， iil成を'"とする占納洪積層を大阪層鮮と

段丘JIにわけたことにはじまる 次に，山線(1930)，t大阪市地下鉄盛綾のポーリングデータから 下位
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「

より大阪基盤層上町層，天満屑，機困層に区分した現在でも平野地下ではよの暦芹区分が使われて

いる〈第"図)

戦後?地質鯛査所大阪支所長淵J所文盲らを中心として。天然ガス開発がはじまり 1 大阪・京都奈

良盆地の鮮新更新統の詳細な帯当査が行われた大阪平野悶辺に分布する'革新更新統は1 千里丘陵を模

式地として大阪地群と命名され，アズキ火山灰婚の下限を境にして上錦町下部に分けられた(大阪層鮮

研究グループ， 1951) 

1960年代以降 高度経済成長期にかけて，大阪平野の都市化が進み，宅地開発や禽速道路その他の

造成カ吋すんだ これに伴って地盤沈下等の問姐が発生した このころ1 平野地下の学術ポーリングと

してι 00-1から OD-9の深層ポーリングが行われた。池辺ほか(19制)は OD-lの試料から海底粘土府

を14枚re:llし， Ma 0， 1， 2， ".13と命名した現在も大阪層群の層作は，多くの火山灰層とこの海

成粘土婦の組み合わせとで議官歯されている

凶編関連の地峨で'"，原悶..か(1963)が泉南 ・泉北丘陵の大阪局窓FのAl序を積立し。その後古川

(1973)が大阪平野南部の地賓としてまとめた奈良盆地で，"，木村 阿久保(1958)が生駒市水型地宜図

において生駒地域の!中川(1967)が奈良盆地首都の地質図を出した 関屋地却は二よ層群を萎盤とし，

大阪h耐震学の下部 中部局が分布する 械山 中川(1974)では!下位ょっ，送迎来Al，瀦室副粘土機月号，

問屋砂層に3区分される(第"稜) また馬見丘陵地I~の大阪層群は! 層厚約 28旧 m で下部局から中部

/1が分布するとし，この地域の大阪層群を，，区分した{池辺ほか， 1971) 

また大阪局君事のIDIf学的な検討としてl 花粉(都須， 1970)，植物遺体(Nirei，19GB)，寝首長(野口，

1961)，火山灰I!!(械山締本， 19個石関横山，1969; Yokoyama， 1969など)鴫礼煩化石(K.amei

1966 ;亀弁 ・額戸口， 1970)，古地織気順序(Ishidaet ai.， 1969)，フィッショ y トラヅク年代(商村

笹崎，1970)など，数多くの手法で居序学的な研究がなされた これらの速の研究は，市原 亀ヲl'

(1970)にまとめられている

不整会開腫

大阪府群の研究を倫じる上で，最もlIt裂でかつ議諭のたえない問題として 1 不箆合問題がある これ

は，平皇丘陵で Ma0の下伎の燭継が(Yokoyamaet al.， 1976;績山ほか.1981;中川信か， 1982な

どし泉F街地浅の棒悶川でMa5"陸上の地局が(飯間， 1980)，幾つかの鍵摘を削り込んでいることか

ら，不艶合であると考えられた 前者が芝の不遣を合，後者は測地谷不餐合とよばれている 藤間 笠間

(]98助，重量削(19田)などは満池谷不整合などのイミ隻合を基準として大飯周辺の構造運動によるものと考

L 大阪層群を下部誕J!m，中部亙層群。上部夏層群にE分し， よ都重層群の土佐検商がお位段丘酉とし

た 飯倒(1980) などは古地磁気111序に基づきオルドパイイペントカ~， Ma Oの下位で欠如しており，こ

れが主の不整会によって削制されたと考えた 中瀬古銅(984)でも大阪湾のポーリングコアの記験など

から，満岨谷不夏合が存在するとしている

ζれに対c.市原(1983)，市原ほか(1開4.1986)は芝の不整合を，大阪層群l!l下部団体研究グループ

(1四2)では沸池谷不整合に対して否定的な見解である また， 古地硲気111*学的な検討からも，泉南

泉北li倣(Toriiet oJ.， 1974).光明池周辺(Nishidaand lshida， 1975)などが否定的である 飯岡，

1980 b は1 爆国川沈S戎の火山灰I!iと鮎土腐の古地磁気嵐序からv下居内火山灰層の2m_t位から，三
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「

ツ松火山灰の 5m上位までがオルドハイ事件であるとし!オルドパイ事件の照準の欠如はないと考え

られた 近年，図師南方の岸和岡市三回町付近において，この膚準の綾械学的検討から，i純池谷不務会

陥i修造時の浸食面であると考ι柵造的運動を伴うような方、筆合ではなく，梅水織変動などによる削り

込み商である事を明らかにした(宮地 図中， 1994) 

V. 2 大匝層群の層I'f

V. 2. 1傑製

本函館地域のI!!序学的研究としては大阪平野南部では古川1(1973)が，奈良盆地では，木村図久保

(J目的が生駒市水湿地質図においてき主駒地繊の 巾川(19731が奈良西方丘陵で，池辺ほか(1971)が鳥見

丘陵で， ，熊本ほか(1953)，横山 。中川(1974)が関昆地域においてそれぞれ線告されている 閃録地減は

岩制局序により，下位より送迎累局，瑞宝阻粘土礁庖 関墨砂層の3都11にわけられた 馬見丘陵は!

池辺ほか(1971)などで4部局に分け，そ札ぞれ，大阪平野や他の丘陵部と対比されている

V. 2， 2 下街層 (01)

本図幅地域内の大阪平野では，河衛丘陵の北部にI 奈良盆地では閲屡勉機の二上山に沿った地域に二

上層若手を不量産合に覆って停鳴する また，鳥見丘陵西部や守生駒6において傾家信の深成忠実質や花向省

額を不蔓舎に覆って分布する 矢烈丘陵の函緑は松尾山断層によ勺て丘陵部と盆地部がわけられて

いるが平群町緑が丘東方で鎖家帯と大阪層群との関係は直接確隠さ札ていない 層厚は河南丘陵の北部

で約 80m以下!関慶地械では約 10m以下，局見丘陵では約 80m以下，生駒谷では約 45m以下であ

る いずれの地域も，中線大の様層を主とし?組組砂婦や灰色の粘土婚を侠在する 喫属中に合まれる

艇は，チャート，頁岩，砂，..，の問機一車内礎よりなり，関摩地域においては，二上層務起綴の礁を含む

しばしば， トラフ状斜交層湿をなす

古il!系は，笠原J谷においてトラフの壁が東菌性であることから.:W:百方向の旗印をもっ河JIIの地調物

であると考えられる(宮地， 1997) 下部n拙積時には，生駒山地を横断する多数の河川が存在していた

ことを示唆する

V. 2. 3 中郷膚 (0111)

三松火山灰層を挟むシルト摘のよ限から，アズキ火山灰を挟む海成粘土縁側品川調機直 Fの砂複層ま

でを指す層厚約 160mで1 下学部l'洞湖成の砂層，シルト周。砂礁11を主とし.上半部には4枚の

海成粘土居と 16枚の火山灰層を挟む

活図林丘陵では，巾部lIi下部は局員事約 80m 上部は約 80mである，下僚は淘汰のよい砂層主体の地

層 砂曜細や逮続性の乏しいシルトI!l絡土脳を伴う 下部は衡問実神山など 4層の火山灰層を含む

上部は，下位からy 千里山局準(熊取乎石栂)，イエロー ピンク 山聞などの火山灰層がよく連続す

る砂屈は厚さ 3-10m，掬汰のよい細から中粒砂からなり よ都は，秘絃砂が単組する砂層には

リップル斜愛護濯やトラフ状掛炎膚浬が発進する 砂礎I!lは厚き 1-3mで，ー般に綱ー大磯大の亙同様
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からな"砂1:1 チ守ートが多<，波放岩鏑(泉南)を伴う 花胸岩Uほとんど含まれないよ削丸一

般にンルト層粘土層主体の地層からなる 厚き l-lOm，骨灰ー灰色を呈し。比鞍的よ〈連続する 海

成粘土層のうち Ma-l.MaO は本国師抱負農の池袋には分布しない ー方 Mal1tf1: 2-1 m. Ma2層は

1・4mである

奈良盆地においては2 管芝丘陵，鳥見丘陵1 矢開丘峻の周辺に分布する 花簡結賓な砂月闘を主とし，

粘土層や破局を挟む 本図籍地峨内の奈良盆地の中部膚には連続性のよい海成帖土層は見られなかった

生駒谷に分命する中部層の古泊系は， トラフの筆まが前北住であることから，南北方向の時向をむつ河川

の地4貨物であると考えられる(宮地，1997)ーまた1 管芝丘陵では金属織に溜り西向きが$魁する(繍

山 中)11.197心 大阪I!II誇堆積時には 関墨付近が奈良盆地の水系のliIロとして隠定されてきたと考

えられる

V. 2. ~ よ銅膚 (Ou)

アズキ火山灰を含む海成給i層(M"')の下面より上位の地層で1 中古都婚を重量合に贋う 羽曳野丘俊<t

間部，伊I陶丘陵などに分布する 屠厚約 90m で何欄成の紗a.!f，砂層。 ~Jl，. ト層と 8歓の構成結土

層からなる 12織の火山灰を銚をする Ma6の上限で，よ舗と下部に分かれる

河南丘陵の文子町 k子付近には穆層が分宿してJ:;? I笹川(1913)では中稼滑に対比しているが，この

周辺の胞質構造が京商に傾斜していることから考えて，上旬嶋であると轡之られる

下部は庖厚釣 40m，河欄成のiJ>a魁 砂層，ンルト屠L 比較的厚い4腐の海成粘土層(Ma3-6)と，

1[11する アズキ狭山，入了池，火山灰層などを含む一般に砂層砂1111と粘土婦の五崩が宛達す

るが，州南丘陵では砂層が優勢となる.

海底粘土A闘は1 暗骨灰色の粘土層からなり，しばしば硫貨を析出して.It~ している M.3にはしば

しば成貨物を含むζ ともある。それぞれの海成梢土層のII/JlI'は M.3は l-lOm，Ma4は2-6m.Ma5 

はト5m，MaSI孟ト4mである 泉南丘陵に向けて揮さ怯減じる。砂層は単膚の彫き 1-3mで，砂線

}lIJl-5m制緩から大磁の車内縁主体である 銭高11孟砂軌チャート機倉からなり，イE削岩礁を含む

ミ二ともある 文字町においては，花樹岩貨な砂屠を主とし，西向きのスランプ憎途がしばしば見られる.

上錦""き約 50m で 4Mの鳴い海底枯土膚(l\b7~]O)と阿制成の砂鴨居 砂層 シルト層からなる

全体に砂機層が場組する サクラ カスリなど6舗の火山灰廟を後む本11/1ま大原狭山市今熊，羽曳

野丘硯北西鶴の袋原町平尾周辺に分布する 111M俗"さ 1-8mで，中一大際大の問ー単向撲を含み 花

削岩砂岩ーチャート撲からなる 砂屠は厚き J-5mで.細ー楓敏@からなる.各海成枯土層は簿<， 

奮闘緋丘陵の北ー首都に分命する上旬属中に断片的である MalOはサンドパイプを含むシルト居より

なる

V， 3 火山匝畑

本国幅械を会む泉南東北地域l札療機的合火山灰層が見られる地機の一つで1 約国枚の火山灰層

が'J1.ら札る ニれらの火山灰層はこれまでに詳細に報告さ札ている{古川。 1973，1975など) 大阪11
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「 「

群の下位より，岬土丸1. 11，水間 1. 11，土生滝I.n.m，靭代?真ノ地、三 Y松?福困，千里山 1・

Il，イエロ HV，竜ヶ池山ピ〆ク，光明池 I-IV，山岡 1• H，アズキ!狭山，今能1. H，八町池1
~...， . 

Il，栂!サクラ，茶英木，カスリ，和図，八回などの火山灰腐を挟む(Itiharaet al.， 1975) 以下の記

載等は吉山1(1973)などによる また，それぞれの火山灰の特徴は第 39図にまとめら札ている

構図火山灰層 本国幅滋には分布しないが， 大阪層群の中で曹に1嬰なものの つなのて骨記する 中

部層の下部に"る 堺市新家から堺布福闘の南に分布する 層厚 100-300cmの納粒ー中盤のガラス質

火山灰 全体に白色から貨白色で，中部に赤紫色の部分を挟む

ピンク火山灰層 M，j腐の 3-5m上位にあり，層厚lOcm程度である 淡桃色から白色を昆し1 細駿一

中盤のガラス貿火山灰である 国緬外の石津川沿いでは，第 40図のように4つの部分に分けられる

すなわち 1 下部は白色から寅白色で上部ほど平行薬理が発達する節分， 2. 1旋色から淡賞色の逆グ

レーデイングした部分， 3 白色細位で生物鑓乱の発達した部分。そして 4 桃色で平行業湿の発遣す

質白色事省主 ."事告緩纏寛られる

.得色 "に白色のM山灰をレシヌ玖c，無む

主'"C陶円て色~.<怒る

貧民色火山原層

相咽謹掛金一首部拐すフ畑山明酷遇する

号会
一個~・

白色sWI'.J!山岡
…輔副担…

「つ〉

.~ 

上意思ど要事行贋理発"

割
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第40図 ピJ ク火山灰の珊相
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「

る節分に分けられる この火山灰層は上総層群の07火山灰などと対比され，噴出離は，中部九州の邪

馬渓火砕波地積物とされている(俗図， 1997) 

光明地火山皮膚 I-IV ピンク火山灰の 3-12m上位に数IIIl!見られる 層厚5-20cmの白色1 銅盤か

ら中盤の火山灰層

山関火山灰層 I-III: Ma2膚中に 2m間隔で211懲日10.3m上位に 111準ijIOあり.mは図幅'"では

観察できなかった lOcm以下，白色級位のガラス質火山灰である

アズキ火山灰層 M.3居中に狭まれる 層厚 30-70cmの赤鎗色の粗法制組ガラス賓火山灰である

特徴澗な鍍灰色の岩相を示し，大阪層群の中部層と上部層の区分に使われている 大阪狭山市の狭山地

の改修中に池床で見られた火山灰層は，第 41図のような膚相を示す すなわち，下鏑より，掬汰の惑

いシルト慣な液銚白色火山灰，県色粘土などの偽礁を含む紫灰色火山灰そして，その上俗。色問と生物

1I乱により 3区分される この火山灰層はよ総局群の Ku6C火山灰層と対比され。供給源は緒牟図カ

ルデラの今市火砕涜から噴出したと考えられている(健闘， 1997) 

告発山火山灰層 M.3の 3m程度上位にある 麿厚は lOcm以下で。白色，中組位のゴマンオ状のやや

o 

2 
制 四 拙 山 俵

'由主@バ...食住2

."e. ...臥 山際

.・e"'-.・，.山原

.即.テ恨の鎗灰色火山嗣パ~".帥....e*山皮膚
ー配掴悼む

.醐蝿."ナ積立候む

聞の跡、シルト闘 醐白色火山陵

a色...山.

'・1図 アズキ火山灰の膚繍
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結品質火山灰である

今熊火山灰層 M，Sの 5m，3m下位にそれぞれ1枚ずつ存濯し，層厚 20-25cm下位のものは淡紘白

色，上伎のものは貧褐色。'"細位の火山灰て"ちる

八丁池火山灰層 Ma5 Jt1中に挟まれる 1m 間隔で 2枚存在し，共に11J!J 10 cm以下，灰白一白色，細

定立の火山灰である

栂火山灰層 M，6層の直下，層厚 20-7αn，淡桃色焚白色，中細駐のffラス質火山灰である

サクラ火山灰層 Ma7層織の直下，層厚20-5cm. 炎赤色。中一嗣粒のガラス質火山灰である

捜本多火山灰層 Ma7屑の上ゴ約 5mJ:伎にあり !光明池の北に分布層厚 10m 臼色絹紬である

茶英本火山灰層 カスリ火山灰層の約 1m下位に。堺市伏屋や今熊に分布する 層厚 90-10cm，淡桃

色，巾一統組のガラス質火山灰である

カスリ火山灰層 M，8胸中。 M"膚の約 10mよ位にみられ.堺市利附周辺に分布する 層厚 Som臼

色，ゴマγオ状で，給品質な火山灰である 径 2mm前後の角閃石を含む

利回火山灰層 M，8届の約 10m上位にみられる 層厚Somで，白色ゴマyオ状で給品質火山灰で

ある。

八図火山灰層 Ma8/!の約20m上位にみられる 層厚 10cmで，賞白色中細粧のやや結品質火山

灰である

V， 4 産出化石と地質年代

V. 4. I 植物化石

大阪平野南部の植物化石は，三木(1948)， Miki (1957)，引回(J9刷)などによって報告され，市原

(1960)，市原ほか(1966)，光明池田体研究グルプ(1971)，吉川(1973)，Itihara et al. (1975)などによっ

て報告された

下部庖からは1 第三足型縞物群であるメタセコイア組物静に属する織物tAが多産する

中部屠からは，メタセコイア植物群のJ噌 'lanscinerea var. Megacinerea， Me必切れωicadis舵 ha，

Picea加ribaiなどを産する これらは中部層上部の下部にのみ産する ''''加"scmerea var 

M"，叩""，ffiは千里山火山灰層から，イエロ 火山灰層までの届準に.Mefaseqtω皿 distic，加 ，11c，回

koribai は， Ma2までの局単に雇きする また，Picω _m脚開ヒメパラモミ}や Mm問，1=

trifoliata (ミツグγ ワ}などは，第四紀寒冷裂の植物化石が福田火山灰よりも上伎の地局面から産出する

また，Juglans man必churi，日(マンシュウグルミ}もピノク火山灰層より k位から産出する

泉北然層からは， ，孔地us!wraiensis (チ ョウセンマ，)などの様冷気伎を示す化石が。Ma6-7問， Ma8 

9附， MalO以上など上位の地層から産出する 方，印刷間吋抑徳田~(νキ γマハマナツメ)，

Sapium seb-俳rium var. (コナンキンハゼ)など比較的温和な気候を示す化石は，海感粘土層から一般

に産し， Ma8JD中からは温暖型の Meliaaze，曲作h(センダン)が産出する
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v. 4. 2 鴫乳動物化石

奈良県上牧町から。稲岡火山灰層の8m下位の地層から Stegodonsugiyan咽(スギヤマゾウ)の左下第

3真臼歯化石が産出している(池辺ほか， 1971). Mal 層の 50-60m下位の粘土シルト Hーから，Mam 

剛 Ih"， 陣 地 醐mm卵胞噌M 哨 is(ンガゾウ)の右上門歯.E.坤h.叫 shika間 i(γカマンフゾウ)の

角が産出している(安奈良県立福原考古学研究所， 1985) 

図磁地域外の五条図幅内の11;白林市のイエロー火山灰層準から，Stegodon cf akashie7四， (アカシゾ

ウ)の臼歯切歯{富賀石上， 1984)や E坤hurnscf sh向剛i(シカマンフゾウ)の角(宙賀石上，

1987)が選出している

また，岸和国図幅内の和泉市光明池の Ma2~肩車から Man叩uthus sh時。岱"(ンガゾウ)の右下領臼禽

が， Ma511準直下から，Mam11U4thus sh司伊協Sの左上級臼歯が産出している(市原ほか， 1966) 

V. 4. 3 省地磁気膚序 ・7イツシヨン トラ γク年代

大阪婿群の麿序については!そのほかに古池磁気層時やフイツンヨン トラックなどきまざまな手訟

で行われてきた これらの層序を第 38固にまとめた

大阪層群の古地権気層序学的研究は，Ishida et al. (1969)にはじまり， Torii et al. (1974)， Ni由 ida

and Ishida (1975)， Maenaka (197唱。 1983)，積山・林関(1980)，市原ほか(1984)などによって進めら

れてきた すなわち Torii et al. (1974)はガウス ・松山 プリュ〆ヌ界の層序を火山灰層単とともに

"敏した

また! 火山灰資料を使うフィ yンヨン トラック法(西村 。笹晩 1970)やK-Ar法(兼岡 小凪

1970) ζれらのうち代袋.，なものは第 31固に示したとおりである 広域火山灰でもあるピンク火山灰

は，約 LOm.y.(鈴木 1988 ;横山ほか， 1984;などれ大阪層群の中部婦とよ都府を境するアズキ火山

灰はフイツンヨン ・ト ラック年代で0.87m.y.(西村笹鴎， 1970)の値が待られている

V. 5 大阪層群の構造

大阪盆地南部では。全体として大阪湾の方向へ綬〈傾斜。図舗法の南方では基盤の和泉山脈に向けて

急傾斜になる 基袋岩類との関係は，領家省?とは山地丘陵の酉鐘では生駒断嵐や松尾u.断層など断層

で，東鍵ではアパット不整合で徹している 図舗の範圏内には1 太子背斜，羽曳野俊幽などの裕幽が見

られ，生駒山地商緑を限る生駒断層，嘗図断層や矢悶丘陵商縁の松尾山断層などの南北位の断層によっ

て切られている

大子背斜は羽曳野市大無関辺から，大子町春日の束にかけて。 N30.・40・S方向へ伸ぴる 背斜の東

側で N5・10・Eで緩〈東傾斜，西側では N5←30・Wで 30-60・西に傾斜する

寓田林俊幽は!羽曳野市尺度から高四綜市を南北にとおり I ここから南では N20・E方向とつづく後

幽精進である 背斜"の東側では大阪府群が30・90・E方向に急斜し，西側では， 3'-30・に緩傾斜する

非対称な俊幽構遣である

鳥見丘陵の大阪層群は!ヲ艇に緩〈傾斜する単斜構造を示すが，丘陵西部に NNE-SSW性のー対の摺
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断槍遣が見られる また。関屋地域では，東に銀〈傾斜，生駒地域では酋に緩〈傾斜している

V. 6 大臨平野町地下構造

大阪平野の拳悠深度は東大阪市のOD-2ポーリングでは 656m.MaO以下に 480mの大阪層群が見

られるとされている 市原ほか(1991)によると!大阪平野の基慮深度は，上町断層沿いの大阪市中央区

両津で羽田叫生野区脇谷で l034mとされ。東大阪平野で， t公原市別所で 1398m，堺市南野間で

990m同地質断面図では 1600m程度の深度を持つ大阪平野地下の深層ポーリJ グコアとしては，

00-I，OD-2と1996年度に地質駒査所で行ったポーリングがあり。それぞれの火山灰層や海成粘土層

が対比されている(吉川ほか，1997) 西大阪では大阪市西区江戸婦で 1475m，また，大阪湾で行われ

た音波傑査(岩崎ほか， 1990)によると!基盤深度は，盛大2回Omに及ぶ

上町台地面緑にはI 上町断層があり，北方には千皇丘陵の仏念寺断層に地下でつながっていることが

猪認されている また，図飽西方の住之江周辺で南西に枝分かれしていることが穣aされた(杉山ほカ，

1997)。大阪層群の傾斜は!上町断層の東側では緩傾斜!西側では，断層を境に急傾斜になり，非対称

な背斜構造であるとされている しかし，最近の音波探査などのデ タでは，東側も急激に基盤深度が

増している事が判明している

VI 段丘及ぴ段丘堆積物 (th，tm， tI1， t2， tl2， tI) 

(寒川旭 。宮池島奥)

本国師地域には，様々な形11の段丘が発達している 大阪平野では，北涜する比較的規模の大きな河

川に沿って河岸段丘が広く発途している 生駒山地酋織や金剛山地来縁では。山地を開析して涜下する

急勾配の河川による扇状地位の段丘商 そして，奈良盆地商緑では，丘陵を附晴する小さな河川に沿う

河岸段丘が発達する

多くの地I~は!戦後の土地改変が著しし原地形の大半は消失し，露顕も緩めて少ないので 1948 :iF 

に米軍が織彫した l方分の 1&ぴ 4方分の l空中写真を活用して民丘巨分を行った また，様々な地形

環境で形成された段丘で，個々の段丘を細かく対比することは不可能なので，首位(th) 中位(回)・低位

(tl) (更に上位と下位に区分}という 4つのグルプとして把握した

低位段丘下位。12)函は最終氷期(2芳年前頃}に形成されたもの{関東平野の立川面相当)，上位(t11)商

は数万年前に形成されたもの(関東平野の武蔵野面相当)，中位段丘面は金終間氷期(約 13芳年前}及び

それ以降の亙問氷剣(8芳年l泊まで}前後に相当 高位段丘面は最終問氷期以前に形成されたものと考え
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大阪平野

現大和川以南の地域の段丘雄積物は 古川(1973)が高位 中位低位に 3区分している いずれも大

阪層群を不型車合に覆って厚さ数mの段丘堆積物が雄補しており，r.;位段丘機械物は風化が著しし多

〈が赤みを帯びている 本国縮地舗の th耐は吉)Ij(1973)の高位段丘耐とほぼー致しているが。中位

低位段丘商については tm.tll . t12の3面に細分した

th函は大阪狭山市から堺市土師町に到る恒圏で扇状地伎の段丘として広〈発達しており，堆積原箇

は北東方向に流れる多くの河川によってかなり開析を受けている また，石川と東除川の問に発達する

丘陵(富岡林丘陵)では。丘陵の商緑及び北縁付近にのみ曲面が分布している これは，この段丘が形

成されてからも西XI<北西へ向かつて傾動するような変形を空けていることを反映したものである ζ 

こでの曲面は附析が著しし丘陵の頂部にご〈わずかに堆積康面が残存する状恕である

tm而は石川 東除川 。西除川に沿って，出荷の下位(東除川 西蜘I[では比高差20m前後)に分

布している 田商堆積噛はかなり風化F進んでおり。}部に赤色風化鮫も見られる tIl . tl2面も前述

の3河川に沿って分布している tIl函は tl2iluや沖積耐と段丘厳で境きれているが，t12面は沖積面下

へ埋没し，沖積薗との境界が不明瞭な場合が多い

本図師池域の北西部には。南北方向にのびる上町白地が含まれており この台地を得成する上町層

(山根， 19鈎)や，周辺の相当層を含めた上町線層(市原， 1960)は!最務関氷矧頃に形成されたものと考

えられている

上町省地i玄関郵と京都に区分できる 商却は最大幅約1.2kmで北北東一南南西方向に細長〈のぴて

おり，海抜高度は 15-20mである 地彩画の開析も進んでおり，土質工学会 関西支部地質業協会

(19.唱7)の断面図でもよ町嵐の縦横面として形成きれたことが示されており， tm函に相当すると考えら

れる

京都は1 最大幅2.5mで首都にほぼ平行している 権放高度は 10m以下で，束に向かつてゆるやか

に沖積商下に埋没するような形態を示している 土質工学会 関西支部地質策協会(日明}の断面図から

もtm蘭ょっ更に新しい段丘とわかる この世丘は他地織のようにtl1・tl2商に細分することが難しい

ので，tli話とー話して表示した

その他の地域

生駒山地は商緑に発達する生駒断層系の活動によ って激しい隆起を続けているため，西箆には礎砂

で構成される扇状池唯積物が広〈分宿している これらの堆積物の多くは風化の程度が弱く， tl函雄積

物に相当する.

本図幅地域では扇状地面の形態から tll. tl2函に分類することが可能である tl1函は，東大阪市上四

条町周辺，岡市!神立周辺1 月尾市恩智中町などに分布しており，小河谷による開析が進んでいる 全

域にわたって tl1函の下位に t[2面が広〈発途しているが。tl2面の場合，ほとんど開析を受けておら

ず，商に向かつて神積低地に埋没している
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金剛山地も東縁に発途守る金隙断層系の活動によって，第四紀後半に著しい隆起を行ってS寄り，山地

東諸には新18の扇状地が広〈発達している

阿国 寒川1(1978)。水野ほか(1994)は紀伊半烏西部の中央構造線活断層系に沿っ，金側山池東織と和

見山脈商艇の段丘摘を H'Ml. M2. Ll' L2面に区分しているが，本図隔地械のt12• t1l商は，それぞ

れ11.L2商に対比され，町、商は Ml'M2商のいずれかに相当する

本国縞地機では金肉断層系による断層変位地形は不明瞭になるが， j也形発達の特徴は金剛山地JIi織の

他地域('五条」閲幅地峨)とほとんど変わらず，扇状地位のt12商が広〈分布し，山S直線の付近に，浸食

をまぬがれた山田商がわずかに残存している

本図幅池岨の北東端を占める地域では丘陵を流れる大和川，竜回川沿いに thからt12の各段丘が

連続的に発達している

vu 沖積層 (1，vl， ar， a， rb) 

(完奈川旭宮地良典)

大阪平野の北部を商北に賞〈上町台地を取り図むように，沖積低地炉提逮している ここでは!縦波

累層(池辺， 1952)と呼ばれる沖積層帆低位段丘綾積層(天満層 山線， 1目。〉を援って厚く雄積してい

る

E本建築学会近後支部 土質工学会関西支都編(1966) 土~工学会関西支部 関函地質問資案筒会

(1987)は!多くのボーリング資料を剤いて!神積層の深度やIi相変化を明らかにした これによると，

大阪平野における沖積層の下限は，安治川河口部で， 35mと最大の値をとり，内陸に向かうにつれて，

その深度を減じている 本図館地域内では，北端にあたる東大阪市街1躍進付近で 15m前後の値を示す

そして!賀高に向かつて深度がゆるやかに減じ，八尾市関井中付近ではOに近い値となっている(第"

図)

沖積層は，砂 シルトからなる下部局，海成粘土を主体とする中部J!l，砂 。ンルトからなる上部局か

ら偶成されている そして，最も特徴的な中部局については。難波集局中部脳(古後，1978)，中部粘土

居(灘間 ・前回， 1969)など¢呼ぴ方が用いられている これら大阪平野地下と奈良盆地の沖積層の属序

の対比を第6表にまとめる

土質工学会関西支部 関西地質街宣業協会 (I9S7)は中部粘土粛の層厚を求めているが，生駒山地西麓

北部の大京市深谷から東大阪市加納にかけての南北3kmの細長い制点で，最大値(15m)を示している

(第 42図) 更に，南《向かつて麿厚は減じ!本図師地域では，八尾市弓削以西で0-5mの局厚を示し

ている
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第 42図 沖積月野の下限深度分布と沖'...侮枯土層の屠厚{土質工学金崎冨支鶴 岡酉泊質調定集首色合 "聞に.づ()

業慢は~積層下限濃度 中縁結土居の層門医について!制聴いアミOSm以上}と鳴いアミ '10ト15m)で示した

第 6表 大阪平野と奈良象地の段丘屠および地下の層'"の対比

年代 局序 大阪平野地下 周辺郎 奈良盆地

完新世 沖積層
簸波累層

瞳波累層 神様層"'13 
低位段正下位面構成層 法隆寺ー

後期里 低位段丘上位面織成層
天潜届 伊丹礁層

田原本挟炭層

新世
中位段丘繕成眉

上町累眉
よ町層 鹿野図様層

"'12 

高位段丘構成層
高山立段正相当局

白太山磯層など 奈良絞礁層
中期更 恥"11
新世 大匝層群上告S層

虚空蔵山線眉
抽 10.Ma 9・
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護欝

第43図 縄文地進湖の海'..拠. 市1)，L9-衡を簡略イωアミの額分が海の.. 圏

このよヮな神積婦の分布は1 完新世に入って急速に変化した大阪平野の古地理費還を反映している

約 27]年前の最終氷期には紀伊水道沖にあった海岸線は，完新世における海水調整上鼻に伴って 現在の

大阪湾を形作るように急速に広がっている そして?海水割障が最高に途した縄文海進湖(約6千年前)に

は，第 43図のように，本図館地域北部の東大阪市から八尾市北奇想にかけての池域が海域となっている

(梶山 市!氏 1986) これが先還の中都柚土層の分布織を決めたのである

鍵山 市原(1986)は， 5000-4000年前，31帥0-却制年前。1800-1ωo年前(弥生中一後期)の古池理図を

作成し!海域が後退するとともに，周辺から流れ込む河川によって新たな陵域が生 じる課程を詳し〈再

現している

本国錨地域中央部の羽曳野市 藤弁寺市周辺には古市古t責務と呼ばれる古漬群が存在し，誉田山吉境

(応神天皇陵)に代表される巨大古境が兇られる またω そのほかにも ! 生駒山地商縁銘や，~見丘陵東縁

部にもいくつかの古墳訴が見られる 本図縮では，そのうち地質図上に表すことのできるものについて

のみ史跡として表した
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また，大阪平野のF阿部の丘陵郁や馬見丘陵付近には;11続のため多〈の泡池が作られていたが，近年に

なってそれらを埋め立てて土地を有効利用している これらの埋立地についても，昭和初期の地形図や

米軍の 1/10，0∞の空中写英を元に地質図上に表せるもののみ表した

四l 活断層

(寒川旭)

大阪平野の!鋼辺には多くの活断層"が発達し，この焔'.における地形の骨組みを形遭っている(活断

層研究会編， 1980， 1991; ~事川ほか， 1983など，第"鴎)

平野のjtJ訟に沿って，有馬一高槻構造線活断層系(寒)11， 1918)と1 六甲断層系(藤周， 1961など}が位

置し，右横ずれ成分が点魅する活動を行っている 東縁に位置するのは生駒断層系(活断層研究会鍾9

19喝Oなど)で，生駒山地と大阪平野北東部を携している

大阪平野の中央を南北に縦断する上町断層系(山根 1930など)は，地形的には，上町台地などのわ

ずかな高まりを造るだけであるが，地下構造の解析から顕著な活断層の存在が認められ大阪山脈」

と呼ばれる地形起伏が地下に哩もれていることがわかった(Ikebeet al.， 1970 藤図， 1982など)

和泉山脈と金剛山地は，共に省績ずれを伴う中央構造線活断層系(附回 当事J1I， 1978など)の活動に

よって第四紀に形成された山地である この活断層系は和泉山脈の荷施，金剛山地の東緑に位置し，両

山地の大阪平野側には顕著な活断層が見られない

大阪平野の南東備には丘陵や段丘箇の変形から羽曳野線酌(岡， 1961;吉川.1973;活断届研究会謂，

l鈎0)の存在が考えられている また，奈良盆地は京総に明瞭な活断婦系(須磨川ほか，1985など}が存筏

し。盆地の形成に犬き〈関与している

VUI. 1 生 駒 断 層

前倒(19耐)は生駒山地の酉緑に沿って活断)Ijが有産市ることを指衝し，東大阪市石切('大阪東北部」

図師)で，大阪層群と花陶告がN-S，6{l・Eの逆断層で按していることを述べた

その後，活断層研究会編(1980，19制}などによって，生駒山地酋麓地域での活断層の分布の概要が示

されるようになった これによると!山地函縁の四粂畷市から八尾市にかけての ZOkmの区間に最も

大きな断層(生駒断層}が示されている 更にこの断層の北方では，枚方市 ・寝屋川市 交野市にかけて，

。活断府 首席困紀後期に情動し 今後も繰り返し活動する可慢性の怠る断層 また!このような活動をし，地表での

断裂を伴わないものを後幽(活繍幽)とし!地賓図上に示す
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..“図 大阪平野周辺の主要な活断層{大実織が話国w・.'，で来した側~相対的に低下}

枚方健闘・悶ロ断層 長尾断層が分布し，南方延長上には侮弁寺市から羽曳野市にかけて誉回断層が示

されている これらの活断層欝が一括して生駒断層系と呼ばれている

本図幅地域には生駒断層の南半書容が含ま札ている 東大阪市の出雲井町から籾原市の安堂町に至る

lOkmの範閉では 生駒山地商縁の虫色彩境界1<.ゆるやかな抽鯵を権きながら甫北にのlF.山雄に広が

る扇枚地位の段丘面群とは忽単で検している〈第 45図} しかしながら，生駒野層はその大阪平野側で

い〈っかに枝分かれしておゆ(下JIIU:か， 1997)，それぞれの断層を 5芳分の lスケ ルで表現すること

はできない したがって，本図帽ではそのうち明らかに鱗四紀緬を切勺ている断府のみを生駒断層とし

て法現した

この急虜に沿って大阪層群と花術省が逆断層で擁する露頭がい〈っか包められている 東大阪市積小
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「

路町では，花尚閃緑岩が大阪層群下線絹当膚{砂棲}と N17"E， 75・Eの逆断層で織し{第 45図の L目。，

下鍵倒の砂僚も断層近傍で急傾餅(出ま垂直}している 八尾市神立では，花筒閃緑岩と大阪層群下部相

当層がN14・W，65-85・Eの逆断層で織しており(悠 45閣のLoc.1)，断層蘭から 1m以内の砂礁は急傾

斜(1111'垂直)している(地質調釜風来公表資斜}

このように 山鍵線にほぼ一致する急虚に沿って東傾斜の逆断層が存在し，少な〈とも大阪層群下旬

層縫積以降に活動を行っていることは確実である

一方，地形学的に!扇放地面が断層変位を受けたと考えられる地域もあり，建1"省国土地理院宿

(1996)にも図示されている

東大阪市花岡山から入尾市神立ー了目にかけて，山J!l験から曲O-1300m酉の位置で，新旧の扇状地

面上に南北方向に走る俊幽厳が認められる この北中部ではtl1薗が相対的に東側が上昇するような

変形を示しており，下盤側に宛逮する tl2薗との聞に比青島約8mの急斜面が見られる.甫舗では tl2箇

が5-6mの食い違いを生じている{第 46図}

この捜幽段の東側に平行するように，規模の小さい健幽縫が毘められ.tl1薗が3-4m. tJ2面が

5-6mの食い違いを示している どちらも，tI1面の変位量がtl2面より大きし変伎が累積しているこ

とがわかる(第 46図)

λ尾市思管では， t[l面の分布の西縁が復臨(東側上昇}してS寄り，下盤側の tl2磁との聞に比高約

15mの急鎗が生じている この縫の北雄において， tl2蘭上に約 'mの変位(東側よ鼻}が包められる

八尾市大燥でも，山鑑線に沿って tll函の扇項舗が数m変位している

思智 大県の両地舗では。山絡線に沿う活断層によって段丘函の変伎が生じているが，花岡山から神

野..図 "に険機する r大阪東北郵」図鋸内の図条畷市商野大了目でのトレンチに現れた断層
{大医綱"と今.t，t，tt.d・.. 戸神積層と 10-15'め億角度差・..で織し こ仇4皆様良時代の地.が厩ラている〉
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立にかけての地域では，更に山S直線より少し平野倒で変位が臨められる ζのため，生験断層は，南北

方陶に平行する活断層の集合体であることが考えられる

地質鯛査所が 199崎年度に実鈍した浅層反射及ぴポーリング間交交斜によると山IU僚から1.5km西

に位置するλ尾市循栄町でAl火山灰層(.f，]240∞250叩年前に降下)帆相対的に東側が上昇するよ

うな変位{釣3m)を受けていることか噛毘できた したが勺て!この位置に存議する活断婦の最近2万

年間の平均変位法度は O.lZmf千年と算定されているCfJtJほか， 1991 第"国)

また，問権に 1996年度に図粂畷市南野六丁目で四条畷布教育委員会の協力を得て実絡した生駒断層

のトレンチ調査では，第 48凶のような低角逆断層が包めら札，その活‘"砂期も 2000午前頃より新しく

蕪".肘℃よりは古いと限定されることになったCF川ほか 1997) 

藤弁寺市

N

↑
十
!o 500m -

口1 冨 2 盟 3 i1. 15 

第"図書図断層周辺の段丘商の分布{柳川. ，磁路に~事)

.."凶話''''薗)， 2..iI明骨副(111冒)， 3. IJ中薗"m薗). .省墳!

s 書留断n・a大u胞の急斜(.8-7聞J，b.段a・繍績が鍋焼。，.a 
丘纏般論ゅのA'町..d大阪層鮮が急斜【・6'W)，j;13.の槍... 
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「

生駒山地の山..に分布するすべての断層が同時に活動するものかどうかについては験討を要するが，

このトレンチで得ら札た活動年代が生駒断層の畳新の活動時期を示す可能性が高い

V皿 2 誉田断層

生駒断層の爾繍から lkmほど平野よりの位置に，瞥凶断層がある(第"図) 爾北4kmの憂きで段

丘彊と沖積衝の境界を限る急催地形が緩いており，断層段に近按したよ盤側に分布する大阪層群が録大

田 Wの傾斜を示している(大阪府教育祭員会， 19咽 第50図) 更に，断層峰の近傍で段丘惟続物が酋

へ最大25傾斜していることや，小断層(正断層}の存在(高山 第川，羽田)から断層の存在が包定きれ

ている また，既存のポ リ〆グ資糾より tll菌堆積物が釣 12m(目下。 1973).tl2菌が約 6ml寒/11，

19叫}来上がりに変位していることが述べられている

1曲6年度に地質網釜所が宮尾絡したボーリング調査で，.，この断層に沿って tll商と叫商の地積物が

それぞれ7mと'm変位していることカ噛包されていたこの結果に基づ〈とこの断層の垂直方向の平

絢安倍速度は釣 O.2mf千年となる(下川ほか。 1997)

この断層上に築造きれている誉図古績の中担に，断層上で約1.2-L8m東側が高くなるような段差

があり，南側に位置する白鳥神社古境にも西側が低下するような変形が考えられる(寒川信か， 1987)こ

とより，この段!Iが古繍築造後に活動した可能性カ吋首摘されている(憲川， 1986など)

一方，誉図山古墳の後阿部が，誉悶断層上で大き〈崩れ落ちて"り，滋しい地震動に伴う現象と考え

られている(寒川， 19曲)古墳の変形について， 1510年の彼海河内地震(寒川。 1986)や 734年の鎌内の

地震{萩原編，1989など)が候補にあげられている

館 50図書図断層の活動の累積によ勺て急領候した大阪...
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VIIl. 3 羽曳野撹幽

羽曳野市羽曳が丘付近から，南西方向に向かい(本国錨地域では奮闘林向陽台付近を通り1，長き

10 kmにわたって大阪層群中に顕著な背斜鳩造が飽められている{岡. 1961;古川. 1973) この滑造i丸

東へ陶かつて急傾斜し!函へ向かつてゆる〈傾斜する非対象の背斜で。東縁部の地下に西傾斜の逆断層

が存在すると考えられており(岡.196IJ.活断層研究会編(1980)では「羽曳野被胞」と名づけられてい

る

同(1961)は 河内長野市周辺で，石川と天野川が形成した段丘罰四分布から。当地織の地形発進過程

を検討し，背斜を形成するような活動が少な〈とも L2商(本稿の tI1商相当}形成以降にも総統してい

ることを述べている したがって， このような変形をもたらしている断層活動は将来も活動する可能性

の高い「活繍造Jと考えられる

川 4 上町断層系

大阪平野の中央を南北に延ぴる台地(上町台地)の菌縁に上町断層が存在し。大阪層群 ー神 戸 層 群 花

筒岩に変位が生じていることが地盤沈下調査のために実施された派層ポーリ〆グ引ミ阪市総合計画局，

1964)によって明らかになった

o 5km 
」ー~ー」ー」

第51図 上町断層と第 52閣に示す反射"，.図の位置(杉山。 1997)
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その後，近鉄線乗り入れ工事のポーリング間査などから。断層の位置や 大阪層群の Ma6以採の地

層の変形の状況(商に忽傾斜し東に緩〈傾斜)が明らかになった(Ikebeet al.， 1970) また，土質工学会

関西支部 関西地質業箇会編(1987)は多くのポー 'Jング資料を用いて解析を行い，大阪層鮮中の Ma12

堆積以降にまで変形が及んでいることを明らかにし。上町台地の北部と南部での変形の状況を図示して

いる

その後，堂島川 淀川 ・大和川沿いで反射波地震探査が行われ，逆断層活動に伴ヲ地婦の変動同様子

{酉へ向かつて阜傾斜する明瞭な焼幽練造}炉提継されるようになった(吉川ほか， 1987;山本"か9

1992 ;杉山ほか。 1997) 更に，杉山ほか(1997)は菌に向かつて分岐する住之江健磁の存在も犯揺して

いる(第 51， 52図)

一方1 この断婦の分布についても1 地形 ・地質学的な時味がなされ(活断層研究会鍾 1980)，最近で

は。北では費中市から吹関市にかけてのびる仏念寺山断層(市Jf;tほか。 1955)に連続し，南では多くの断

婦からなる断層併を形成しながら堺市の百雷鳥古墳野の函織を通り 岸和周市にまで途する大きな活断

層系をなすことが示きれている(国主地理~， 1995) 

本図幅地域の北西地に，上町断層系の上盤倒の「たわみJを反醜した上町台地が北北東一南南西方向に

のびている これらは 中位段丘菌からなる海銭高度20m前後のやや高い台地と，その東(南東側}に

分布する海抜お度 10m以下の低い台地に区分できる 土質工学会関西支部 関西地質業協会編(1987)

の地質断面図から，これらの分布が中位段丘薗形成後も活動を続けて上町断婦系の変位 変形を反映し

たものとわかる.

羽目 5 金剛断層系

紀伊半島に;;ける中央締造線活断層系は根来断層 五条谷断層 金剛断層から構成され，第四紀の後

半の活動によって，和泉山脈と金剛山地の形成をもたらしている(岡，1978;岡田 港川， 1918} 

この中の金即断層は 金問仙地の東縁を限っており，北舗の新庄町怖媛以北では，東西両側に山図断

層(東側丸山口断層{西側)が並行している(水野ほか. 1994など)

1996年度に地質調査所が実施した金剛断層系(金剛 山関 山口断層を 指したもの)の総合調査に

よると これらの断層は商傾斜め低角度の進断層で，少なくとも金剛断層についてほ，2以O年前以降

に最新の活動を行ったことが明らかになった〈佐竹ほか， 19ゆ7)

本図縮地，1~は金開断層系の北端付近にあたり，はっきりと隠定できる変位地形は認められない しか

し。山地東縁には急斜面が発達し，最近の数百年間に形成された扇状地面が広〈発速することカら，こ

の断層系の活動と山地の隆起が地形発遣に強〈関与していることがわかる
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IX. 砕石

(吉川融之)

大阪東南部国隔地機では，平成9年混乱偏食山からニ上山にかけた地洩で4箇所の採石場合唱行し

ている 以下，小村(1995)に基づいて述べる 粕取市青谷では，白亜紀後期の信食山花網閃緑岩が坂上

建般により採宿されている こ上山北西方では! ドンズルポ-~凋中部のザクロ石黒雲母安山倉溶宕が

正問建設により採掘されている 羽曳野市の移日山北方で".原川Jl<J!!の無粧品安山岩が(妹)尺松組に

より探掘されている 柏原市図分東粂町及び王子町藤弁でも，同じく原川泉層の無縫品安山岩が(株)務

組により探領されている いずれの係石場でも生産品は道路鋼 コンクリートJlI.鉄進退床周などの用

途に出荷している

かつて二上山北部では，沖積層中に含まれるザクロ石を盛んに録据していた このザクロ石は， ドン

ズルポ~J!!中部のザクロ石撚雲母安山岩溶岩及ぴ火砕后に含まれていたものが風化浸食により蒋堆

積したもので金剛砂」と呼ばれていた ま見閣では採鋸は中断されている

X. 自 然災害

(宮地且奥 。古川融之寒川旭)

X. 1地農民事

史糾から見た地震災害

本国隔地域に犬きな被害を与えた地震として，南海トラヲ沿いのプレート境界で繰り返し発生してい

る南海地震があげられる(字佐美， 1996など)

最も新しい昭和南海地震は 19461.手 12月 21日に発生し，大阪平野南部は笈度の強震に見舞われてい

る

もう一つ前は， 1854 (安政元裏永 7)年 12月 24自の安政南海地震である 大阪湾沿障では，津波が

河川をさかのぼり 安治川でも「海ロより二丈余の高さにて潮水上陸し，大小船舶一時に押し上けられ，
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'穆e凶仇、
大鉛の機iは玄栂を衝き有被夜り'英の勢盆烈なる z実集に恐るへき'景そ況にて'滋領甥大a県県橋まて千五百石積の大

鉛を才打了ち上け，錆船積み到底り山の如し， ('住友家g，霊裕明鐙妙，)と省かれているが停泊中の大小合わ

せて八千近い船が程度れ，多〈の死者が出たと伝えられる(字佐梨， 1996) 

地袋動に伴う被害も大きく，本図餌地域内の近江盆村(現 八尾市内)でも， 8軒が金潰， 11軒が大破

した記録('木悶家文書，)がある また，茶良県の郡山町(現大和都山市)でも，御機内もT折々 相側し，

ならぴに御家中も相羽し，町方ニ而五六野ゆり農中銭， ('池岡末別家文書，)と箸かれている (東京大学

地震研究所繍， 1987) 

1707(宝永 4)年 10月四日には宝永南海地震が発生した この時も，大津波が大阪湾沿岸を鍵い「道

頓楓日本経まて'迎紛六七給般1 飛込五捨石，三姶石の船は大船に押倒される本数知， ('今昔地震i章滋

紀，)と客かれている

本図幅地域内でも，久宝寺(現 八尾市内〉の本堂御座間刷，久宝寺七百軒ノ在家三百余Iii!，無事成

家六七十軒。;)1;外大血小的。八尾(現 ・八尾市)ノ御坊ノ省所崩火事ニ而肱慈願寺不残崩，nヤホり

(八尾市萱援)の寺不残Iii!，弓削(視八尾市内)ユテ無事成家十府，六+ニ軒凪英外大防小曲，柏原

(，見柏原市)四+六野Iii!，英外大胸小陶誉回(現羽曳野市内)エテ三十六荷崩，英外不残陶申候，古

市{現羽曳野市内)，大破広瀬{現羽曳野市内)，笠井{現羽良野市内)通法寺不陶家ー宅モナγ，

崩家数不知，泉州堺(現堺市)脳家合三百八+ー粁，('河内屋可正日記，)という惨状が示されている(東

京大学地震研究所緬， 19喝3)

、
- 余 .. 

x '駆"
制11IlTm彼容のあ勺た地，"

尽宮寛

N
+l
下

|

た地域

第 53園 町内大和地'慢の畿警，.，字能賞、問削に加簿{破織は本幽絹地域を示す}
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このほか， 1605年。 1361年， 1099年，887年， 684年にも南海地震が発生したことが，史料から判

明している(文部省箆災予防府暗会。 1941など)

本図幅地域に被害を及ぽした大きな内陸地震の中で，最も新しいのは 1936年 2月21自の午前 10時

01分に発生した河内大和地震(M6A)である 第 53図のように，彼奮の大きかったのはt 生駒山地と金

剛山池の境界にあたる南北 東西ともに 10kmの範囲で，死者4名，全農家屋2Bであゥた また，道

明寺村(現藤井寺市内)や山田村(き短大和郡山市内)では，頃砂湧水浸縁が見られた(字佐美.19制

など)

1596 (慶長元)年9月 58に発生した「伏見地震」は，京都盆地南西留から淡路島に到る 遣の活断層

系(有馬一高槻構造線活断層系など)がひきおこした超大型の内陸地震(M8.0近い規様)で，大阪平野中部

でも「大阪ニハ御線不毛1;'7町屋共大略鋤T.死人不知数了， ('首縫卿記，)と奮かれ，沖積低地にあるー

彼家屋の多くが倒閣したことがわかる また，利衆堺，事外相批死人余多有之云々 ，('胃経制記，)と

いっ記述もある 本図幅地域内にある狭山池(現大阪狭山市}でも. 1曲8(慶長 13)年に. 1喪河泉三国

の人うたと多大の資材を投じて修11した記録があり。この地震で彼容を受けた可能性が大である

1510(永正7)年 9月2lBには '1喪志摩河内地震」が発生し!雄弁寺O;IJ称葛弁寺 慣制淋寺)周辺の池崎

が大きな被害を受けたことが，永正七年八月八日映依大地震，ー寺滅亡，万民之怒歎不能冨問， ('剛

琳考文書J)， r天王寺石ノ鳥居崩，藤井寺モク ;;JVJ (r多聞院日記，)という記録からわかる

地震の復跡

本図錨地爆では，考古学の遺跡倒査の折に池袋の複絡が多〈 検出されている 以下，隣後の「桜弁J

r大阪商南部， '五粂」の資料も一都合めながら，代表的なものを紹介する

。

面桶高菌E|l1|l 毒東E 国幅

.， 

•• 大~\ 叫
." 

.， 

.， 

• 
"m 

第 55園 地震跡の位置図{】 池島循芳脅怠勝 2 石.太神社遺1:'，3笹躍進加、 4 怠紀遁鈴

5 下回進鱒 6 図ヲ争中途除 7 寸唱展途鈴， 8. 1央 ~I~t:.!l， 9 酋a号制遣隊

. . 組 織 降.11 岨退陣 12.l:fIiIIf造船
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(1l南海地震による可能性の高い痕跡

第54固に示したように，史料より，過去8固にわたる南海地震の発生時期が判明している 更に，

多くの遺跡で南海地震に伴うと思わ札る地震の痕跡が検出きれている これに，東海地震に関する資糾

も含めて考えると，南海地震と東海地震の聞には，ほぽ同時に発生し，その間隔は 90-150年」という

規則性が認められる

大阪府文化財センターが発摘した東大阪市の池島 福万寺遺跡では， 18世紀前半に限定される権状

化の痕跡が見出されている(型文関係救後退絡会隠・掛蔵文化財研究会. 1996;第 55，56図 以下企跡

の位置は第 55図に示す} 江戸時代以降は史終が5豊富で，大阪平野で生じた大きな地震については何ら

かの形で記録に残っているはずである そして， 18世紀前半で当地峨に液放化現省換を引き起こすよう

な地震は宝永南海地震に限られることより， 1707年 10月 28日に生じた液状化の痕跡とほぼ断定でき

る

堺市立埋蔵文化財センタ が甥市浜寺石海町で発掘した石海大神社遺跡では，幅20mの砂脈が 13

世紀前半の整地層を引き裂き， 13世紀中頃の認を埋めた粘土に覆われる痕跡が見出された(寒川，

1991) これは，史料で判明している 1099年と日61年の聞を埋める時期に生じた南海地震の爪痕の可

純伎がある

橿原考古学研究所が奈良県北葛城郡広陵町で苑鋸した箸尾遺跡でIj，10世紀末頃に限定される砂駅

務が発見された(寒川， 1996) これも，‘887年と 109ゆ年の聞の時期に生じた商海地震の痕跡である可

第"図 東大阪市池島循芳脊遺静で検出された荷重状化飾(大阪府文化財研究センタ 縄倹}
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第 51図 λ尾市志程遠島撃で検出された枕の切断跡

第 58図塀市下回途"で験勉き仇た砂原
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第悶悶 λ尾市岡井中途岬で続出された機状化跡
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第ω凶 月尾市閏弁中途勝における魁度分析結集
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能性が考えられる

おおむね 詠生'軒忙の末から古墳時代初頭の時期に生じた地震の痕跡も八尾市や堺市で見出されてい

る

八尾市志紀町の志紀遺跡では大阪府教育委員会の発揮調査で多くの地震跡が検出きれている(寒川。

1992， 19ゆ3，1995) これらは，液状化現象に伴う正断層群と砂脈跡であるが，弥生時代の中期に水周

の境界に打たれた 112本の木杭がすべて中央で切断きれ，上部が南へ向かつて約 10cm移動した疲飾

(側方流動に伴うもの)もUめられた(第 57図)

堺市下関町の下回遺跡でも I 大阪府埋蔵文化財協会の嗣査で液状化跡が見出された 幅約数 omで北

東南西方向にのびる砂脈は，弥生時代中期の生活函と，これを覆う無遺物層を引き裂き，古頃降伏初

頭の遺物を多く含む地層に覆われていた(第 58図)

志紀遺跡と下因遺跡の地震跡は。徳島県板野郡で検出された黒谷川吉ノ前遺跡(徳島県埋蔵文化財セ

ンター. 19町)と年代的にほぼ合致しており，四国から近畿にかけて広域的な震動を与える耐海地震に

伴った痕跡の可能性がある

入尾市の岡井中遺跡でもさまざまな時代の液状化紡が大阪府教育委員金や大阪府文化日財センターの発

揮調査で認められている 多くの砂脈のー鯨(第 59，60図)について出土遺物から弥生時代のl河期(また

は中期のはじめ}に形成きれたことがわかった そして砂脈先端部の腐植土の年代値も， 2，270 ~ 

B.P土70年刊GEO-1604Beta-88851CAMS)と，この年代に矛盾しない値となっている

堺市小阪の'1、阪遺跡(大阪文化財センターが発徹)でも第 61図のような液状化齢が数箇所で紹められ，

一ょS ..""・

E 

・.ー .. ..' ; . 
.一 ・ー . 

Q 3pcm 

堅231E232Eヨ3h:14 []ll]]5 
第61図堺市小絞遺跡で検出された機状化跡

1I 舗中盤砂， ，組位砂 3 侮穏を含む縄住依 4 砂撲。 5 嗣綾砂}

91 



「

南 持ヒ

ろ////メうク//うクうクラうそンジづ

江戸時代

t

-

-

H

-i
L
 

"
-
f一

回

-
時
{

一

-

安

-

官

一
平

一

!

例

制

-

-

j

s

 
-4 --

一
-

一

一一一

~~ - -- (\-;;.ふる正
仁J2
回 3

一円JLf日で

二二二て二二二

第 62凶 東大阪市西省悶遺跡で検出された厳司犬化勝。鑓乱 2粘土 yルト 3中編組制

少なくとも 弥生時代から古墳時代の関で， 2度権状化が生じるような激しい池袋動に見舞われたこと

カ吋柄引している{濃川 1989) 

(2)内陸地震によると考えられる仮跡

大阪狭山市教育委員会が苑怨した狭山池北殺では。偏3<m程度の砂脈が約 3m上外し，慶長 13年

の改修(前述}に伴う樫土より下位の地層を引き裂いていた 1596年の伏見地震による液状化の痕跡と

思える

東大阪市首岩岡三丁目の商岩凶遺跡では東大阪市文化財協会の発復調査で，北西南東方向にのびる

砂脈群が検出された(埋文関係教置連絡会銭 ・埋蔵文化財研究会， 1996) 第 62回のように，鎌貴 重

町期の遺物包合層を引き裂き，近世以降の地層に覆われるので伏見地震に伴う可能性が高い

羽曳野市教育祭員会による羽曳野市古市六丁目の高麗繊跡(1479年集機 1575年廃滅)では，土塁を

引き製〈砂駅(郡山 耳切11，1990)カ噛出されたが. 1510年又は 1596年の地震によると考えている

橿原考古学研究所が発掘した奈良県北葛城郡当麻町の大岡遺跡でも， 3世紀後半または4世紀前半以

降で近世までの聞に生じた液状化の痕跡が鬼出されている(今尾， 1995) 南海地震または当地域に激し
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い11動を与えるような内陵地鍵によるものであろう

松原市教育委員会が松原市東新町で発御した東新町遺跡では，縄文時代晩期から弥生時代前期までの

間 (3，0冊年前一2，曲。年前)に生じた. 2時期にわたる滞状化の痕跡が惚められた 第日図のように古

い時期の液状化跡は規織が大きし最大幅1mに及本砂緑内を鋼板絵砂が復維に上昇している 砂脈

内は噴砂発生の末期に，地震当時の地表面より 15cm枕降して，頂部には'"さ数<mの粘土が堆積して

いる 新しい時期の砂脈は幅 lOcm程度で，古い砂尿内から上昇している 古い時期の液状化勝は規

艇が大きく!有馬高槻栂造線活断層系や生刷断層系などの大阪平野周辺の活断層の活動に伴う可能性

がある

上述のように，本図館地峻は，何度も大きな地震に見舞わ札神績低地では広範囲に棒状化現象が発

生している特に，南海地震は， かなり古くから. 90-150年の聞編で規則的に発生したと思えるので，

21世紀の中頃に次のサイクルが紡札る可能性が高い このため，液状化を含めた，沖積地盤の防民対

策は早急に取り組まねばならないZ要なテー?と曾えよう

X 2 亀の瀬地すべり(KM)

柏原市亀の瀬地法では， 1931-32年{昭和 6-7年)及び 1967年(昭和 42年)の2度に渡り，大組撲な地

"“図

露~ 1967同地内範囲

面積約52.6b8
水平移
大和川

関西2幹線鉄道跡

111生省近銭地方型車股局• 
‘の瀬良色すべりの.. 要と後嘗
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すべりが発生している これらの概要については!それぞれの地すぺり発生茸後に右翼山(1932)，磁聞

(1967)などの報告があるほか，総緒的な記録を建散省近後地方建鮫局大和川工事事務所(1982，1987)が

報告している また，多〈の地すべり関係の文献にもその概要カf記載されており，以下これらの資料に

もとづいて述べる(第 64図)

記録に残されている亀の瀬地すぺりの活動は，明治E肘℃以降に限られる しかし，周辺には古い池す

べりの痕跡と思われる地形も認められ，その活動と後蓄のI!!史はかなり古いものと惣像されている

1931-32年の地すべりは， 1931年u丹念、ら始まり!ほぽ1年にわたって継U続した 地すべりは陣地

区を中心とした地ぬが大和川に向かつて移動したもので，面積約 32ha，水平移動量 53mで， 1日の最

大移動短般は 52.3cmをIe録した.また，この地すべりにより大和川の河床は約9m隆起している (1

Hの最大隆起量は 38.5cm) この河床隆起により大和川は閉塞きれ。上流の奈良県側に浸水の被害を

もたらした 隆起した土砂を取り除〈工事はおよそ 1年間に渡り，その結果，大和川はさe'f:側斜面を削

り取って新設した現在の水路を流れることになった 更に，当時大和川右岸を走っていた関西本線"ト

ンネルの崩'"のため不通となり，大相川左岸の現在の線路に移し替えられた

1967 Jfの地すべりは， 19前年2月から始まり， 7月まで顕著な活動が緩いた 地すべりは，初め潜

水谷地区と呼ばれる亀の瀬地峨西側で発生し，約 1か丹後， 1931-32年の地すべりを起こした峠地区に

まで拡大した 全体の規模は，総面積約 52_6ha，水平移動量約 26m，1日の最大移動距離は 24.5cm

を!e録した この地すべりにより大和川のliJ床は釣 1m隆起している また。対障の国道25号線も約

1m険起した

亀の瀬地すべりのメカニズムは完全に解明されたわけではないが，変質した火僻岩などの得水層の上

に荷重の大きい厚い溶岩がのっている不安定な地会主粂件と，全体が大和川に向かつて傾斜している地質

構造が主因であると考えられている 地すぺη地塊を織成するのはほとんどが原川泉層のカンラ r石斜

方欄石単斜輝石安山活溶宕で。すぺり萄は港着の基底都G脊水谷地区)と洛告に挟在する喫省 。砂岩(峠

地区)とに!lめら札ている

亀の瀬地すべりの対策は， 1931-32年の地すべりでは復旧工事が主で，地すべりそのものを止める手

段はとられなかった その後。建鮫省による地すべり防止Il['~の指定を受けて 1963 年から排土工事が

着手された更に 1967年の大規模な地すべりを経て，本格的な地すべり対策が始まった 主な対策工

事としては，池すぺり池崎を安定させるための排土工，泌すべりの原因となる水を緋水するための表面

排水路工，集水弁工，排水トンネル工，地すべりの動きを止めるための杭工，深礎工などがとられてき

た なお，亀の瀬地すべり地崎における地すべり対策工事は現在でも継続中である

X， 3 地盤沈 下

大阪平野の地盤沈下は地下敷 10から数 100m深からの地下水の汲み上げによって，地下水圧が下が

り，粘土胞が圧留を受け，池袋薗が沈下する現集で。西大阪平野で，昭和7年から 40年頃までに

2.6m以上の説;下が記録された また，この地域は古くから台風などの際。高綱同敏容も被った この

地j創立，沖積硲が薄〈砂賓なところで以外では N1iが低い事が 般に冨われている
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ここでは，沖械層中部局の粘土層すなわち Ma12届と呼ばれる地層が いわゆる軟弱地盤になってい

る 東大康平野では深度 20m以浅にζの地層が広〈分布している

不等沈下の問題が多かった 地下水の汲み上げによる(西垣 1982). OD-lなどで，1962年頃まで，

2∞m以深でも不等沈下山1a4-5でも)が起こったことがわかっている 池袋沈下は 1960年代前半まで

は大阪市北東部を中心としていたが，昭和37年に大阪市は同0-600m以浅の地下水採取の法的規制。

べ
¥
¥
¥

奈良県

大阪平野の池袋荷下(建歓省国土地理院地理量調ヨ医師橿 "舗}
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工業用水道殴備の詑充により。詑静じの傾向にある(大阪市地盤沈下対策協曜会， 1972) この結果，昭

和 48年以降地表面は，年間 0.5-2.2cm程度降り起し，地下水伎の回復も見られている しかし，19明

年代後半以降地下水の探取規制が遅れている東大阪地域や，上水道を地下水に綴っている泉州地域では，

地盤沈下はすすんでいる(娃綾省国土地理院地程調査部編、 1988) 大阪府の地金書沈下等量線を第 65図

に示す
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(ABSTRACT) 

The dsaka-TOnambu District， which is a quardrange belween latitudes 34・30'-31・4O'Nand 

longitudes 135"30'-135・拍 'E，is situated in 0叫 (8and Nara Prcfccturcs. To凹 graphically，the 

distr・ctincludes the Ikoma and Kongo Mountains with highest altitudes betwcen 450m to 500m 

The mountains separate the Nara 8asinωthe east and the Osaka Plain to the w四 t

Geologically， the district belongs to Ryoke metamorphic Be¥t in the Inner Zone of southwest 

japan. The main lithologic units of RYOke Belt in the Osaka-TOnambu diSlrict include 

metamorphic rocks deri、，edfrom Jurassic a民間tiOnaryむomplex，basic to intermediate pluω叫

rocks al目。fJura拍 cage， gran山crocks of Cretaceous age. The northern part of the Kongo 

Mountain， Nijo-San (517m ma泊 mumalritude) includes Middle M眠.enevolcanic and sedimen 

.. 町 rocks.The Osaka and Nara Plain are underlain by a thick sequen目。fupper Ceno聞に

sediments. Many h副$in th凶 districtare∞mposed of the Plio白 ne-Pl出回:eneOsaka Group 

The lowland脂血印piedby ter回目 d，凹S出 andallUviUffi. The terrace dep。創出 aredivided into 

the Higher， the Middle and the uppre and lower Lower terra白 deposits. The aUuvium is 

d国 ributedlargeJy within thc Osaka Plain. Abandoned river and levee deposits are distributed 

in the allubium along the pres四 tsmall riv町 s.Naturallevee dep白山， in addition 10 an artificial 

1"田， aredistributed a10ng the Yamato-Gawa and Ishi -Kawa Rivet. The geology ofthe di世間

is summarized in Figure 1 
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RYOKE METAMORPHIC ROCKS 

The Ryoke metamorphic rocks， which occupy Yata HilI， were derived from beddcd chert with 

sandstone and mudstone， and are charactcrized by the metamorphic minera1s such as biotite， 

sillimanite and garnet. The rocks， derived from chert， have their primary sedimentary structures 
preserved， fo町出amp[eparaUel lamination. The rocks derived from sandstone and mudstone， 

include sillimanite and co田市 ofbanded gneiss with infrequent granitic veins. Thesc rocks were 

most probably origina11y deposited during Triassic and ]urassiι 

PLUTONIC AND DIKE ROCKS 

The plutonic rocks outcrop largdy in the cent町alpart of the Ikoma Mountains and Nijyo 

Mountains. The plutonic rocks in the Osaka.Tdnambu can be divided into two age groups; 

]urassic mafic (0 intermcdiate pluωnic rocks and口retaceousgranitic rocks， based on their 
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composition， radiometric age， and intrusion s町ucturcs

Jurassic mafic to intermed凶 .eplutonic r皿ksin the dsaka-Tonambu d国 nct，沼田m""，国

mainly of gabbro・，，血ks，metadiabase阻 .dqua出 diorite(Fukihata Quar匂 Diorite).The 

gabb問問 rocks(Ikomayama Gabbro)釘 'eexposed in the lkoma Moun凶 n5.The gabbroic rocks 

are divided into the following four rock-types; hornblende gabbro (inc1uding gabbronorite)， 
olivine bearing gabbronorite， fineぺgrainedgabbrono叫 .eand leucocratic hornblende gabbro 

Among them， the hornblende gabbro is the oommonest. These gabbroic r田 ksare intruded by 

later granitic rocks. Geochemical studies suggest that the gabbroic rocks are products of 

magmatlc 出品rentiationfrom a tholei山 cmagma. The plagi皿)，岨 inthe gabbroic rocks has a 

high anorthite content， but forsterite凹 ntentsin the olivine are rather low. The minerals 

constituting the gabbros cryst叫lizedunder thc high vapor pre騎 ureof about 6 to 8 kb， 
corresponding to lower crustal conditions. The Sm-Nd whole rock isochron age of the hornbl凹

de gabbro， norite and metadiabase is 192:t: 19Ma. An age of 169:t:29Ma has been determined 
for the le山 田 ratichomblende gabbro. The metadiabase民 cursas xenolithes in the granitic 

rocks. The Fukihata Quartz日onte諸 国 ttudedby granitic rocks. Petrog日 phically，it is 

oorrelated to the Ikomayama Gabhro of ]urassic agc， which pre-dates the granitcs of Creta田 ou，
age. 

The Cretac田 usgranitic rock:s can be divided into four stages based upon theirωm戸sloon

and inttusive relationshi凹 Thefirst stage oompri開 theShigi相、 G，問。diorite，Iwahashiyama 
Granite and Takayasuyama Granite. They are gneissoic in texture and are cor泥lated[0 the 

Ryoke older granite. The second stage inc1udcs the Narukawa Granite which is a medium 

graincd and weakly schistose granite to granodiorite. This granite is widely distributed in this 

area， and 羽 田 肝elatedto the Yagyu Granite. The third stage ∞mprises the Katashimo 
G時間diorite，Omichi Granite and Katakami Granite which匹 curas discordant intrusions in the 

Shigisan Granodiorite of the first stagι These are m回 創 刊，9nd皿 εuras small stocks. The 

fourth stage granites include the Minamikawachi Granite and Taike Granite. These can be 

clcarly seen to intrude aU the other stages. They are fine grained， bearing muscovite and garnet， 

and are correlated to the伍noペgrainedRyoke granitc 

Igneous activはyin this area is classified into two stages:early (0 middle Jura総 icand late 

Cretaceous. The first stage of igneous activity commenced with mafic magmatism， followed by 
a small amount of intcrmediate magmatism. The seωnd stage of igneous activity鴎 character-

ized by voluminous granitic pluton 

-107ー



TERTlARY 

The T ertiary rocks in this d回 riC[consist of Mi田 enevolcanic and scdiroentary rocks (Nり0

Group) and intrusive rocks 

The NりoGroup is subdivided into three forroations， the Donzurubo Formation， Harakawa 

Formation and ]ogashiro Format即 1Sin ascending order. The Nijo Group is determined in 

middle Miocene age by 日 diometricdating 

The Donzurubo Formation is distributed around Nijosan， and is subdividcd into three part， 
nameJy the 1owcr， middle and upper parts. The Lower part∞nsists of garnet-biotite rhyo1ite 

]'p迎itulf showing dense weJding in some part. The Middle part incJudes a garnet-biotite 

andesite 1ava and volcanidastic rocks and a garnet-bearing hornblende司orthopyroxeneandesite 

lava. The Upper part is compos泡:dof a garnet-biotite rhyolite lava， intrusive rocks and 
volcaniclasdc rocks 

The Harakawa Formation incJudes fOllI Jitho1ogi回 1which a1即natewith each other. Con 

glomeratc， sandstone and si1tstone show a wide distribution， and indude fresh water species 

diawms. The aphyr民 andesitelava and intrusive rocks are so-called San叫 itoids，which have 

scarce or a1most no phenocryst. The olivine-orthopyroxene-clinopyroxene andesite 1a四国curs

in The Kamenose Landしslidearea. The oJivine-c1inopyroxene basalt lava and intrusive rocks are 

distributed in some area as small dykes and lava 

The ]ogashiro Formation inc1udes three lithologies inc1uding a biotite-orthopyroxene dacite 

lava which forms the Terayama Mountain， a biotite rhyolite to dacite tu汗dl叩 ibutedin a limited 

area around Kokubu， and a poorly-s。川:edconglomerate which incJuders bo叫dersof the 

biotite-orthopyroxene dacit巴

Some intrusive rocks are distributed in the vicinity of Shigisan and their formation is thought 

to have occured at almost the same time as the NリoGroup based on simi1arities in thcir 

∞mpos1t10n 

OSAKA GROUP 

The Osaka Group， which is more than 1，700m in thickness， is composed of unconsolidated 

gravel， sand， silt and clay beds with mo陀 than50 volcanic ash layer. The Group is divided into 

the 10旬er，midd1e and upper Formations in ascending order. The Group has a gent1e dip toward 

the northeast in the Tondabayashi H出， and dips gent1y basinwards at the margin of thc Ikoma 

and Kongo Mountains and thεYata HiJls. lt indudes severa1 folds and fiexture zones 川 th， 
N-S trend 

The Lower Formation unconformably ov釘 1iesthe Ryoke Complex in this districc. The Lower 

Formation， which is more than 80m chick in this district， is main1y composed of grave1 and sand 

1ayers. This Formation is distributed in the western side ofthe Tondabayashi， Kanan and Mami 
Hi11s and in the Ikomadani area. The Lowcr Formation is characteri7.ec¥ by p1ant remains rich 

in the Mt阻 ηuiafl.ora， and was deposited more than 2 million years ago 

The Middle Formation， which is about 160m thick， and is mai叫ycomposed of grave1， sand， 

si1t with interca1ations of four marine day beds， named Ma-1， Ma 0， Ma 1 and恥1:a2. The 

Middle Formation is distributed in the Tondabayashi， Kashiba and Mami HiIIs and Ikomadani 

M 回 Thesurv・valof Mtws<<iuia fiora， and the new appearane of the fl.ora from the Quarternaty 
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a問 recognizedin this formation. It was deposited between 2 miUion years to 800 thouthand 

years ago 

The Upper Formation， which is more than 90m thickness， is mainly composed of gravel， sand， 
silt and is intercalated with eight marine clay beds， namcd Ma 3 -Ma 10. They show eight 

sedimentary cyc1es of marine to臼uvia1scdiments， which show succ目 siveclimatic change. The 

Upper Formation is exposed at Tondabayashi Hill 

TERRACE DEPOSITS 

Terrace deposits in this area a陀 divideinto the Higher， Middle and Lower Terrace Deposits 

The Lower Terrace Deposits are further subdivided into upper and lower. The Higher Terrace 

dop明 itsformed before the la民 gracialage. The Middle Terrace deposits formed during the last 

mtergrac泊1age. The upper Lower Terrace deposits formed several ten of thousands of years 

ages. The lower Lower Terrace depos此 formcd1ast gracial age 

The alluvium時 d回 ributedon the Osaka P1ain. The abondoned river deposits and natural 

levee dcposits are distributed a10ng the rivers. Several artific叫lyflatted areas are distribut巴d

within this d回目"

ACTIVE F AUL T 

In and around this map district， there are severa1 active faults. Along the wcstern margin of 

the map， a na汀 owhill is 10ca隠dwith a N-S trend， whcre the Uemachi Fault fo町 nsthe western 

margin. This fault has 0作 sctthe alluvium. 

The Ikoma F叫 runsaround the w回 ternmargin of the lkoma Mountains. The s叫 h~n 叩

of this fault extends to the south of the Yamato river where it cuts the histo田辺a1sitι 

The Kongo Fault， which is part of the Medium Tectonic Line， runs around the eastern margin 

of the Kongo Mountains. However， it has an uncl回 rappearance in this district 

ECONOMIC GEOLOGY 

The Shigisan Granodiorite， and the garnet-biotite andesite and aphyric and郎氏eof the Nijo 

Group are quaπied for crushed stone at several locations in this district 

ln the Kamenose area (middle eastern part of this district)， large landslides occured in 193ト

1932 and 1967. At present observation system h田 becnarrangεd and control works for 

landslide prevention are in progress in tms area 
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a偏食細石英司閃録樽の額縁餓写真〈盆届砲事事終町繍.姐〉

b信貴山花側関織活の顕微鏡写実【隼腕・8三‘町..尾町
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a 高安山花陶岩の顕微鍵写実{生駒郡三局町細多尾畑〉

b岩織山花筒岩の顕微鏡写実{大和司馬関市曾麻町}
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a大道花筒緑の顕微鏑写真〈術何内栂太子町)

b 南河内花胸省の顕微鏡写奥(生駒鶴平野町伺貧畑}
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